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＜参考＞ 

１．国際勧告等との関連 

  (l)  本標準は、１９９７年６月にＷＴＳＣで承認された勧告Ｑ．９５３に準拠したものである。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 

2.1 オプション選択項目 

(1) ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅰ〕 コールウェイティング（ＣＷ） 

なし 

(2) ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕 話中時再呼び出し（ＣＣＢＳ） 

なし 

 

2.2 オプション項目 

(1) ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅰ〕 コールウェイティング（ＣＷ） 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９５３．１において複数の選択肢がある項目に対して、ＴＴＣ標準としても

オプション項目とするものについて表１－１に示す。 

(2) ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕 話中時再呼び出し（ＣＣＢＳ） 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９５３．３において複数の選択肢がある項目に対して、ＴＴＣ標準としても

オプション項目とするものについて表１－２に示す。 

 

2.3 その他 

 ＩＴＵ－Ｔとの章立て構成比較表 

 

 ＩＴＵ－Ｔ勧告 本標準 

 Ｑ．９５３．１ 〔Ⅰ〕 

 Ｑ．９５３．３ 〔Ⅲ〕 

 

 
３．改版の履歴 
 

版 数 制  定  日 改 版 内 容 

第１版  １９９１年  ４月２６日   制  定 

第２版 

 

 １９９２年  ４月２８日 

 

ＣＣＩＴＴ ＳＧⅩⅠの１９９１年９月 

会合の結果を反映したもの 

第３版  １９９９年 ４月２２日 １９９７年６月にＷＴＳＣで承認された

勧告Ｑ．９５３に準拠したもの（Ｑ．９

５３．３） 

 

４．工業所有権   

 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧

になれます。 

 

５．注意事項 
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(1) 端末と網とが本標準に準拠して接続される場合においては、２．２節のオプション項目に関して、

各々が採用した選択肢の整合性を確認する必要がある。 

(2) ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１３０において定義されているＩＳＤＮサービス方法論に従い、各付加サー

ビスの定義に関しては標準ＪＴ－Ｉ２５０シリーズ（ステージ１）に記述され、各付加サービスの

網と端末の機能分担等に関しては勧告Ｑ．８０シリーズ（ステージ２）に記述されている。 

(3) 本文中に記述されている他の付加サービスとの相互作用に関して、現時点では標準となっていな

い付加サービスに対しても記述しているが、その記述はその付加サービスが標準となる時点で記述

追加・変更される可能性があるため注意が必要である。 
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６．その他 

(1) 参照する主な勧告、標準等 

(i) ＴＴＣ標準 

ＪＴ－Ｑ９３１、ＪＴ－Ｑ９３２、ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅰ〕、ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅲ〕 
 

表１－１ 〔Ⅰ〕コールウェイティング（ＣＷ）オプション項目一覧 

 

項 

 

番 

項    目 

 

（本文該当箇所） 

 

選  択  肢 

 

選択肢 

 

の関係 

提供／ 

選択する 

サイド 

選択条件 

及び 

備考 

１ 着信時における端末による可

聴音の提供            (2.1) 

①提供しない 

②提供する 

Ｅ 

Ｏ 

ユーザ 

(端末） 

 

２ 

 

コールウェイティング(ＣＷ) 

付加サービスが利用可能とな

る契機 

                      (3.1) 

①ユーザとサービス提供 

  者間の事前契約なし 

②ユーザとサービス提供 

  者間の事前契約後 

Ａ 

 

網 

 

 

３ 

 

着側の網による以下のカウン

タ設置 

・呼数（現在使用中の呼数） 

・ＩＳＤＮ番号毎あるいはＩ 

 ＳＤＮ番号グループ毎の現 

 在待機中の呼数      (3.4) 

①設置しない 

②設置する 

 

 

Ｅ 

Ｏ 

網 

 

 

４ 

 

着側の網による以下のパラメ

ータ設置 

・インタフェース毎の使用可 

 能なＢチャネル数 

・ＩＳＤＮ番号毎あるいはＩ 

 ＳＤＮ番号グループ毎の使 

  用可能なＢチャネル数 

                      (3.4) 

①設置しない 

②設置する 

 

Ｅ 

Ｏ 

 

網 

 

 

５ ＮＴ２による通知識別子の送

出                   (4.1.1) 

①送出しない 

②送出する 

Ｅ 

Ｏ 

ユーザ 

(NT2) 

 

６ 

 

応答確認メッセージへのチャ

ネル識別子           (4.1.4) 

①必須情報要素でない 

②必須情報要素である 

Ａ 

 

網 

 

 

７ 

 

発信ユーザへの通知識別子の

通知       (5.2.1.3.2)(5.2.1.1) 

①通知しない 

②通知する 

Ｅ 

Ｏ 

網 

 

 

８ 

 

着信ユーザからのチャネル指

定に対する網の動作(5.2.1.3.3) 

①無視する 

②それに従って処理する 

Ａ 

 

網 

 

 

９ 

 

着信ユーザが切断復旧したチ

ャネルのリザーブ  (5.2.1.3.3) 

①リザーブしない 

②リザーブする 

Ｅ 

Ｏ 

網 

 

 

 

 ※選択肢の関係   Ｅ：必須   Ｏ：オプション   Ａ：１つ又は複数を選択 
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表１－２  〔Ⅲ〕話中時再呼び出し（ＣＣＢＳ）オプション項目一覧

項

番

項    目

（本文該当箇所）

選  択  肢 選択肢

の関係

提供 / 選択

するサイド

選択条件

および備考

１ 要求されたＣＣＢＳが既に

活性化されたＣＣＢＳ要求

と同一であるかどうかのチ

ェック

（9.1.1.2/6.1）

①行わない

②行う

Ｅ

Ｏ

網

２ ＣＣＢＳ要求の保持

（3.24/6.1）

①サポートしない

②サポートする

Ｅ

Ｏ

網

３ ビジー時着信転送（ＣＦ

Ｂ）活性化時のＣＣＢＳ呼

の転送

（6.1）

①転送しない

②転送する

Ｅ

Ｏ

網

４ 再呼び出しモード契約オプ

ションの提供

（6.1）

①提供しない

②提供する

Ｅ

Ｏ

網

５ 再呼び出しモード

（6.1）

① アクセス上の整合性のある

全ての端末に対して再呼び

出しが行われる

 （グルーバル再呼び出し）

② ＣＣＢＳ付加サービスを活

性化した端末に対して再呼

び出しが行われる

（特定再呼び出し）

Ｅ

Ｏ

網／

ユーザ

項番４で提供

するとした場

合はユーザ選

択。提供しな

いとした場合

は網選択

６ ＣＣＢＳリモートユーザ空

きの時、ユーザＡによるＣ

ＣＢＳ呼受付け拒否手順

（9.2.7.2）

①インボークコンポーネント

無視

②非活性化手順を開始

Ｅ

Ｏ

ユーザ

※選択肢の関係 Ｅ：必須 Ｏ：オプション Ａ：１つ又は複数を選択

Ｓ：付加サービスに依存して 1 つ又は複数を選択
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表１－２  〔Ⅲ〕話中時再呼び出し（ＣＣＢＳ）オプション項目一覧

項

番

項    目

（本文該当箇所）

選  択  肢 選択肢

の関係

提供 / 選択

するサイド

選択条件

および備考

７ 汎用的な呼情報保持手順

について同時に対象とな

る呼数の規制

（9.1.11.1）

①規制しない

②規制する

Ｅ

Ｏ

網

８ 呼情報保持インボークコ

ンポーネント受信時の呼

リンケージ識別子の保持

（9.1.11.1）

①保持しない

②保持する

Ｅ

Ｏ

ユーザ

９ 保持している呼情報の解

放契機

（9.1.11.1）

①タイマ満了時

②必要が無くなった時

Ｅ

Ｏ

網

１０ 特定のＣＣＢＳ要求との

整合決定時のユーザＡの

サブアドレス検証

（9.1.12.1）

①検証しない

②検証する

Ｅ

Ｏ

ユーザ

１１ リモートユーザ網におい

て受け入れられる着信先

へのＣＣＢＳ活性化要求

の最大数

（9.2.1.1）

①１

②２から５

Ｅ

Ｏ

網

１２ 整合する端末が着信先ユ

ーザに存在することの検

証手順の提供

（9.2.1.1/9.2.3.1）

①提供しない

②提供する

Ｅ

Ｏ

網

１３ 複数加入者番号（ＭＳ

Ｎ）毎のＣＣＢＳ付加サ

ービスの提供

（12.14.2.1.1）

①提供しない

②提供する

Ｅ

Ｏ

網

※選択肢の関係 Ｅ：必須 Ｏ：オプション Ａ：１つ又は複数を選択

Ｓ：付加サービスに依存して 1 つ又は複数を選択
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〔Ⅰ〕コールウェイティング（ＣＷ）

１．定　義

　コールウェイティング（ＣＷ）サービスは、インタフェースの情報チャネルが利用できないという表示

を伴った着呼（基本呼手順毎に）を加入者に通知するサービスである。ユーザは、待機中の呼を受付する

か、拒否するか、無視するかのいずれかを選択できる。

２．解　説

2.1　概　要

　コールウェイティング（ＣＷ）サービスはＢチャネルが利用できない時に加入者に着呼を通知すること

を許容するものである。通知は基本呼手順に従いＤチャネルで行われる。

　コールウェイティング（ＣＷ）サービスは２つのＢチャネルが使用中、または１つのＢチャネルが使用

中の時に起動される。

　可聴インバンド情報は着信ユーザ構内装置内で生成することもできるが、網はインバンドトーンを提供

しない。

2.2　特殊用語

　以下の用語がこのドキュメントで使用される。

　・着信ユーザ

　　着側のインタフェースに提供される呼に対して応答するユーザ。

　・発信ユーザ

　　発呼したユーザ。

　・待機中の呼

　　コールウェイティング手順を用いてＩＳＤＮ番号に提供される呼。呼が切断復旧または応答された場

合、その呼は待機中の呼ではなくなる。

2.3　テレコミュニケーションサービスへの適用上の制限

　標準ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅰ〕２．３節と同様

2.4　状態定義

　標準ＪＴ－Ｑ９３１の状態以外の状態はコールウェイティング（ＣＷ）サービスの動作に必要とされな

い。

３．動作上の要求条件

3.1　サービス提供／取消し

　コールウェイティング（ＣＷ）サービスは、サービス提供者との事前契約により提供されるか、事前契

約なしで利用可能となる。サービスの取消しはユーザの要求、またはサービス提供者の理由による。

3.2　発側の網に対する要求条件

　コールウェイティング（ＣＷ）サービスの動作のために、発側の網は着側の網から“呼は待機中の呼で

ある”を示した情報を受信した場合、「呼出」（ALERTING）メッセージ内に通知識別子情報要素を含め

て発信ユーザに通知し得る。
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3.3　網内での要求条件

　本節はディジタル加入者線信号方式Ｎｏ．１（ＤＳＳ１）には適用されない。

3.4　着側の網に対する要求条件

　コールウェイティング（ＣＷ）サービスの動作のために、着側の網は以下のカウンタを有し得る。

　・呼　数

　　ＩＳＤＮ番号に対して（いずれの方向でも）「呼設定」（SETUP）メッセージにより確立された呼の

現在の数を記憶するためのカウンタ。ＩＳＤＮ番号に対する呼が切断復旧された場合、呼数カウンタ

から１が減算される。

　・待機中の呼数

　　ＩＳＤＮ番号またはＩＳＤＮ番号グループに対する待機中の呼の現在の数を記憶するためのカウンタ。

呼が待機状態でなくなった場合、待機中の呼数カウンタから１が減算される。

　さらに、網は以下のパラメータを有しうる。

　・インタフェース毎のＢチャネル数

インタフェース毎の使用（ビジーもしくはリザーブのいずれか）可能なＢチャネルの最大数を示すパ

ラメータ

　・ＩＳＤＮ番号毎のＢチャネル数

　　ＩＳＤＮ番号またはＩＳＤＮ番号グループ毎の使用可能なＢチャネルの最大数を示すパラメータ

　・コールウェイティング契約

　　ＩＳＤＮ番号がコールウェイティング（ＣＷ）サービスを契約しているか否かを示すパラメータ

　・発信ユーザへの待機中通知

　　発信側にコールウェイティング（ＣＷ）サービスの動作を用いて呼が提供されたという通知をしてよ

いかどうかを示すパラメータ。このパラメータはコールウェイティング（ＣＷ）サービスを契約して

いるＩＳＤＮ番号毎に設定される。

3.5　想定端末

　コールウェイティング（ＣＷ）サービスを使用する端末は標準ＪＴ－Ｑ９３１で定義されるように５．

２．１．３．３節で定義されるチャネル交渉手順を用いた網からの着呼をサポートしなければならない。

このサービスを使用する端末は「応答確認」（CONNECT ACKNOWLEDGE）メッセージ中のチャネル識

別子情報要素を認識する。

　発側の端末は、呼が待機状態であるというオプション表示を理解する必要がある場合、５．２．１．３．

２節に含まれる手順をサポートしなければならない。
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４．コーディング上の要求条件

4.1　メッセージ

4.1.1　「呼出」（ALERTING）メッセージ

　メッセージ種別：呼出

　定義区間　　　：グローバル

　方向　　　　　：両方向

表４－１／ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅰ〕　「呼出」（ALERTING）メッセージの内容

　　　　　　　　　　（CCITT Q.953.1）

情　報　要　素 参　　　　照 種　別 情　報　長

　プロトコル識別子 ４．２／ＪＴ－Ｑ９３１ Ｍ １

　呼番号 ４．３／ＪＴ－Ｑ９３１ Ｍ ２～＊

　メッセージ種別 ４．４／ＪＴ－Ｑ９３１ Ｍ １

　通知識別子 ４．２．２ Ｏ（注） ３

　表３－２／ＪＴ－Ｑ９３１で記述されている他の情報要素

　注－通知識別子情報要素はコールウェイティング（ＣＷ）が起動されるアクセスの着信側からは送られ

ない。ＮＴ２は、通知識別子情報要素を公衆網へ送ることができる。

4.1.2　「呼設定受付」（CALL PROCEEDING）メッセージ

　表３－３／ＪＴ－Ｑ９３１　参照

4.1.3　「応答」（CONNECT）メッセージ

　表３－５／ＪＴ－Ｑ９３１　参照

4.1.4　「応答確認」（CONNECT ACKNOWLEDGE）メッセージ

　メッセージ種別：応答確認

　定義区間　　　：ローカル

　方向　　　　　：網からユーザ

表４－２／ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅰ〕　「応答確認」（CONNECT ACKNOWLEDGE）

　　　　　　　　　（CCITT Q.953.1）　　　　　メッセージの内容

情　報　要　素 参　　　　照 種　別 情　報　長

　プロトコル識別子 ４．２／ＪＴ－Ｑ９３１ Ｍ １

　呼番号 ４．３／ＪＴ－Ｑ９３１ Ｍ ２～＊

　メッセージ種別 ４．４／ＪＴ－Ｑ９３１ Ｍ １

　チャネル識別子 ４．５／ＪＴ－Ｑ９３１ Ｏ（注） ２～＊

　表３－６／ＪＴ－Ｑ９３１で記述されている他の情報要素

　注－チャネル識別子情報要素は通常、必須である。網のオプションとして、ユーザが指定チャネル変更
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不可で応答した場合、チャネル識別子情報要素は含まれない。この場合、端末は網に対して最後に

表示したＢチャネルで接続しなければならない。

4.1.5　「呼設定」（SETUP）メッセージ

　表３－１６／ＪＴ－Ｑ９３１　参照

4.2　情報要素

4.2.1　チャネル識別子

　標準ＪＴ－Ｑ９３１　４．５．１３節　チャネル識別子情報要素のコーディングを参照。

　コールウェイティング（ＣＷ）サービスに対しては、着ＩＳＤＮ番号に送出される「呼設定」

（SETUP）メッセージに含まれるチャネル識別子情報要素の情報チャネル選択（オクテット３）は、“チ

ャネルなし”としてコード化されなければならない。

4.2.2　通知識別子

　以下の通知内容は、コールウェイティング制御で使用される。

　・呼は待機中の呼である。

　　この値は呼が着側のインタフェースにコールウェイティング（ＣＷ）サービスを用いて提供されたこ

とを発信側に知らせるために使用される。

　通知識別子情報要素の通知内容（オクテット３）は下図に示すようにコード化される。

　　　　　　　　ビット

　　　　　　　　　　７６５４３２１　　　　　　意　　味

　　　　　　　　　　１１０００００　　　呼は待機中の呼である

図４－１／ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅰ〕　通知内容

　　　　　　　　　　　　　　　　　（CCITT Q.953.1）

５．信号上の要求条件

5.1　サービスの開始／停止／登録

　適用されない。

5.2　インボケーションと動作

5.2.1　通常動作

5.2.1.1　発信側加入者線交換機での動作

　可能な場合、通知内容“呼は待機中の呼である”は「呼出」（ALERTING）メッセージの通知識別子情

報要素に含められて発信ユーザに送られる。

5.2.1.2　中継交換機での動作

　本節はディジタル加入者線信号方式 No.1（ＤＳＳ１）には適用されない。
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5.2.1.3　着信側加入者線交換機での動作

5.2.1.3.1　コールウェイティング（ＣＷ）の起動

　コールウェイティング（ＣＷ）サービスは呼がコールウェイティング（ＣＷ）サービスを契約している

ＩＳＤＮ番号に終端し、かつ以下の３つの条件すべてが満たされている場合に網によって適用される。

　・リソースビジー：

　　以下に示す１つ（またはそれ以上）が満たされるならばリソースビジーと考える。

　　－インタフェース毎のＢチャネルの最大数が使用中（ビジーまたはリザーブ）;または

　　－ＩＳＤＮ番号毎のＢチャネルの最大数が使用中

　・ＩＳＤＮ番号毎の呼数カウンタが最大値に達していない。

　・ＩＳＤＮ番号毎の待機中の呼数カウンタが最大値に達していない。

　網がコールウェイティング（ＣＷ）サービスを起動する場合、３．４節で定義しているカウンタがサポ

ートされていれば、網はＩＳＤＮ番号毎の呼数カウンタと待機中の呼数カウンタのそれぞれに１を加算す

る。

　３つのすべての条件が満たされない場合、その呼は標準ＪＴ－Ｑ９３１の５．２節に含まれる正常呼提

供手順を用いて提供される。

5.2.1.3.2　コールウェイティング（ＣＷ）の通知

　網のオプションとして呼が待機中の呼であるという表示が発信側に送出される。

　通知内容“呼は待機中の呼である”は「呼出」（ALERTING）メッセージの通知識別子情報要素に含め

られて送出される。

5.2.1.3.3　コールウェイティング（ＣＷ）の動作

　網が特定の待機中の呼に対してコールウェイティング（ＣＷ）サービスを適用するべきだと判断した時、

網は着信ＩＳＤＮユーザに対して、チャネル識別子情報要素に“チャネルなし”を設定して「呼設定」

（SETUP）メッセージを送る。

　コールウェイティング（ＣＷ）の着呼タイマは、標準ＪＴ－Ｑ９３１内の着呼手順に対するものと同じ

である。

　着信ユーザは、標準ＪＴ－Ｑ９３１内の手順を用いて、待機中の呼を受け入れるか、拒否するか、無視

するかを選択することができる。もし、その呼が受け入れられるのなら、以下に述べるチャネル交渉手順

が用いられるべきである。複数のＩＳＤＮユーザが同じインタフェース上で、同じ待機中の呼に応答した

場合の網の処理は標準ＪＴ－Ｑ９３１内の手順と（チャネル交渉手順を除いて）同じである。

Ａ．着信ユーザが待機中の呼を受け付ける場合

　着信ユーザが待機中の呼を受け付ける場合、「呼設定」（SETUP）メッセージに対する応答として送ら

れる非拒否メッセージは、「呼設定受付」（CALL PROCEEDING）（４．１．２節）、「呼出」

（ALERTING）（４．１．１節）、「応答」（CONNECT）（４．１．３節）のいずれかである。

　「呼設定受付」（CALL PROCEEDING）および／または「呼出」（ALERTING）メッセージの受信の手

順は、チャネル識別子情報要素に関する手順を除いて、標準ＪＴ－Ｑ９３１の中で述べられている通りで

ある。

　チャネル交渉手順はユーザに対し、チャネルの指定を「呼設定」（SETUP）メッセージに対する最初の

応答に限定するものでなく、「応答」（CONNECT）メッセージにおいてチャネルを指定することを可能

にするためのものである。「呼設定受付」（CALL PROCEEDING）あるいは「呼出」（ALERTING）メッ

セージ内のチャネル指定は、コールウェイティング（ＣＷ）サービスの制御を行う網において無視される
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かもしれない。チャネル識別子情報要素に従って処理することは、網オプションである。

　もし、待機中の呼に応じた着信ユーザがチャネル上に呼を保有している場合、そのユーザは、待機中の

呼に応答するために「応答」（CONNECT）メッセージを返す前に、標準ＪＴ－Ｑ９３１の５．３節内の

呼切断復旧手順を用いてチャネルを利用可能にする。着呼と競合せず、かつチャネル上に呼を保有してい

る別のユーザが、呼切断復旧手順を用いて、チャネルを利用可能にすることも可能である。切断復旧され

たチャネルは待機中の呼のために網によりリザーブされない。待機中の呼に応じたユーザが指定したチャ

ネルをリザーブする事は網オプションである。呼が切断復旧された場合、３．４節で定義しているカウン

タがサポートされていれば、切断復旧された呼の使用していたＩＳＤＮ番号に対するＩＳＤＮ番号毎の呼

数カウンタから１を減算する。

　着信ユーザは既存の呼を保留する事によりチャネルを利用可能とすることもできる。（６．１５節参

照）。

　ユーザは以下のいずれかのチャネル指定と共に「応答」（CONNECT）メッセージを返すことができる。

　 (a) 　チャネルが指定されている。他チャネルへの変更不可。

　 (b) 　チャネルが指定されている。他チャネルへの変更可。

　 (c) 　任意チャネル

　 (d) 　チャネル指定が「応答」（CONNECT）メッセージの中に含まれず。

　網が着信ＩＳＤＮユーザから「応答」（CONNECT）メッセージを受信した場合チャネル指定がチェッ

クされる。

　・ケース(a)において、指定されたチャネルが利用可能でない場合は、網は、応答したユーザに対して、

理由表示値＃４４“要求チャネル利用不可”を用いて、標準ＪＴ－Ｑ９３１内の手順に従って、呼の

切断復旧を開始する。

　・ケース(a)において、指定されたチャネルが利用可能な場合は、網はチャネル指定と共に「応答確認」

（CONNECT ACKNOWLEDGE）メッセージを返し、標準ＪＴ－Ｑ９３１の５．２．８節（通信可）、

５．２．９節（選択されないユーザの切断復旧）内の手順に従う。網によってはチャネル識別子情報

要素が「応答確認」（CONNECT ACKNOWLEDGE）メッセージの中に含まれないことも有り得る。

　・ケース(b)において、指定されたチャネルが利用可能な場合は、網はチャネル指定と共に「応答確認」

（CONNECT ACKNOWLEDGE）メッセージを返し、標準ＪＴ－Ｑ９３１の５．２．８節（通信可）、

５．２．９節（選択されないユーザの切断復旧）内の手順に従う。

　・ケース(b)において、指定されたチャネルが利用不可能で、他のチャネルが利用可能な場合は、網はチ

ャネル指定と共に「応答確認」（CONNECT ACKNOWLEDGE）メッセージを返し、標準ＪＴ－Ｑ９

３１の５．２．８節、５．２．９節内の手順に従う。

　・ケース(c)またはケース(d)において、チャネルが利用可能な場合は、網はチャネル指定と共に「応答

確認」（CONNECT ACKNOWLEDGE）メッセージを返し、標準ＪＴ－Ｑ９３１の５．２．８節、５．

２．９節内の手順に従う。

　　　ある網においては、ケース(d)の場合で「呼設定」（SETUP）メッセージに対する最初のレスポンス

（例えば、「呼出」（ALERTING）メッセージ）に“チャネルが指定されている。他チャネルへの変

更不可。”を含んだチャネル識別子を網が受信した場合、「応答確認」（ CONNECT

ACKNOWLEDGE）メッセージ内にチャネル識別子情報要素は含まれないかもしれない。

　・利用可能なチャネルが存在しない場合は、網は、応答したユーザに対して、理由表示値＃３４“利用

可チャネルなし”を用いて、標準ＪＴ－Ｑ９３１内の手順に従って、呼の切断復旧を開始する。

　網が「応答確認」（CONNECT ACKNOWLEDGE）メッセージを送った後、３．４節で定義されている

カウンタがサポートされていれば、待機中の呼数カウンタから１を減算する。
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　ユーザは「応答確認」（CONNECT ACKNOWLEDGE）メッセージを受信するまで、どのＢチャネルに

も接続しない。ユーザは「応答確認」（CONNECT ACKNOWLEDGE）メッセージの中に示されるＢチャ

ネルに接続する。

Ｂ．着信ユーザが待機中の呼を拒否

　着信ユーザが待機中の呼を拒否する場合は、標準ＪＴ－Ｑ９３１の５．２．５．３節内の手順が用いら

れる。

　待機中の呼が切断復旧された時に、３．４節で定義されているカウンタがサポートされていれば、呼数

カウンタ、および待機中の呼数カウンタから１を減算する。

Ｃ．着信ユーザが待機中の呼を無視

　着信ユーザが待機中の呼を無視する場合、標準ＪＴ－Ｑ９３１の５．２．５．４節内の手順が用いられ

る。

　待機中の呼が切断復旧された時に、３．４節で定義されているカウンタがサポートされていれば、呼数

カウンタ、および待機中の呼数カウンタから１を減算する。

5.2.2　例外手順

　５．２．１．３．３節に含まれている以外の何らかのエラー状態が存在する場合には、標準ＪＴ－Ｑ９

３１内の適切な手順に従う。もし、待機中の呼が切断復旧されたら、３．４節で定義されているカウンタ

がサポートされていれば、呼数カウンタ、および待機中の呼数カウンタから１を減算する。

６．他の付加サービスとの相互作用

6.1　コールウェイティング（ＣＷ）

　関係なし。

6.2　コールトランスファ（ＣＴ）

　現時点では、適用される相互作用はない。

6.3　接続先番号通知（ＣＯＬＰ）

　相互作用なし。

6.4　接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ）

　相互作用なし。

6.5　発信者番号通知（ＣＬＩＰ）

　発信者番号通知（ＣＬＩＰ）の手順で発信者番号を提供できる場合は、発信者番号は、コールウェイテ

ィング（ＣＷ）の表示を含んだ「呼設定」（SETUP）メッセージで送信される。

6.6　発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ）

　相互作用なし。

6.7　閉域接続付加サービス（ＣＵＧ）

　相互作用なし。
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6.8　会議通話（ＣＯＮＦ）

　現時点では適用される相互作用はない。

6.9　ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ）

　相互作用なし。

6.10　着信転送系サービス

6.10.1　ビジー時着信転送（ＣＦＢ）

　現時点では、適用される相互作用はない。

6.10.2　無応答時着信転送（ＣＦＮＲ）

　現時点では、適用される相互作用はない。

6.10.3　無制限着信転送（ＣＦＵ）

　現時点では、適用される相互作用はない。

6.10.4　呼毎着信転送（ＣＤ）

　現時点では、適用される相互作用はない。

　ＴＴＣ注－呼毎着信転送（ＣＤ）との相互作用に関してはＣＣＩＴＴ勧告では記載されていないが、Ｔ

ＴＣ標準では記載した。

6.11　代表（ＬＨ）

　現時点では、適用される相互作用はない。

6.12　三者通話（３ＰＴＹ）

　現時点では、適用される相互作用はない。

6.13　ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）

6.13.1　サービス１

　ユーザ・ユーザ情報は、ユーザ・ユーザサービス１内の手順に従って、コールウェイティング（ＣＷ）

の表示を含む「呼設定」（SETUP）メッセージで送信される。

6.13.2　サービス２

　相互作用なし。

6.13.3　サービス３

　相互作用なし。

6.14　複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ）

　相互作用なし。
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6.15　保留サービス（ＨＯＬＤ）

　あるＩＳＤＮ番号に対してコールウェイティング（ＣＷ）サービスを用いた着信があり、かつユーザが

保留サービス（ＨＯＬＤ）に加入している場合、着信ユーザは、コールウェイティング（ＣＷ）サービス

と共に保留サービス（ＨＯＬＤ）を用いることができる。

　チャネル上の呼を切断復旧する代わりに、ユーザは、すでに確立されている回線交換モードの呼に対し

て保留サービス（ＨＯＬＤ）を適用することにより、待機中の呼に対してチャネルを利用可能とすること

もできる。保留サービス（ＨＯＬＤ）を起動した端末に対して、チャネルをリザーブしておいても良い。

　チャネルが利用可能となった後、着信ユーザは、５．２．１．３．３節に述べられている様に、待機中

の呼に応答するために（｢呼設定受付｣（CALL PROCEEDING）､ ｢呼出｣（ALERTING）メッセージを送る

と送らざるとに関わらず）｢応答｣（CONNECT）メッセージを送らなければならない。

　保留サービス（ＨＯＬＤ）のすべての手順を使用することができる。

6.16　課金情報通知（ＡＯＣ）

　現時点では、適用される相互作用はない。

6.17　サブアドレス（ＳＵＢ）

　相互作用なし。

6.18　端末移動

　相互作用なし。

6.19　話中時再呼び出し（ＣＣＢＳ）

　現時点では、適用される相互作用はない。

6.20　悪意呼通知（ＭＣＩＤ）

　現時点では、適用される相互作用はない。

７．他網との相互作用

7.1　私設ＩＳＤＮとの相互作用手順

7.1.1　サービス対象ユーザが私設ＩＳＤＮ内にいる場合

　私設網内においてコールウェイティング（ＣＷ）サービスが起動された場合、可能ならば「呼出」

（ALERTING）メッセージ内の通知識別子情報要素内に通知内容“呼は待機中の呼である”を含めて返さ

れるべきである。

7.1.2　発信ユーザが私設ＩＳＤＮ内にいる場合

　可能ならば、｢呼出｣（ALERTING）メッセージ内の通知識別子情報要素内に通知内容“呼は待機中の呼

である”を含めて発信ユーザに送られるべきである。
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８．信号フロー

　信号フローの例としてコールウェイティング（ＣＷ）サービスの動作のサブセットが図示されている。

　以下の図は、端末が、標準ＪＴ－Ｑ９３１の中で定義されている着呼に対して整合しているものと仮定

している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEI1　　　　　　　TEI2　　　　　    TEI3

　　発信側　　　　　　　網　　　　　　　　　　   （B1,CR1）　　   （B2,CR2）

　注－　コールウェイティング（ＣＷ）の通知は網オプションである。

図８－１／ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅰ〕　既存の切断復旧によるコールウェイティング

　　　　　　　　　（CCITT Q.953.1）　　　　（ＣＷ）呼の受け入れ

呼設定（CR3,チャネルなし）

呼出（CR3）

呼出（CR3）

呼出（CR3）

切断（CR1）

解放（CR1）

解放完了（CR1）

応答（CR3）

応答確認（CR3,B1）

解放（CR3）

解放（CR3）

 呼設定

 呼　出

（コールウェイ
ティング通知）

  （注）

　応　答
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEI1　　　　　　　TEI2　　　　　    TEI3

　　発信側　　　　　　　網　　　　　　　　　　   （B1,CR1）　　   （B2,CR2）

　注－コールウェイティング（ＣＷ）の通知は網オプションである。

図８－２／ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅰ〕　既存の呼の保留によるコールウェイティング

　　　　　　　　　（CCITT Q.953.1）　　　　（ＣＷ）呼の受け入れ

９．パラメータ値（タイマ）

　コールウェイティング（ＣＷ）サービスの動作に対して、標準ＪＴ－Ｑ９３１で定義されている以外の

状態は必要ない。

　コールウェイティング（ＣＷ）サービスの動作に対して、標準ＪＴ－Ｑ９３１で定義されている以外の

タイマは必要ない。

10．動的記述（ＳＤＬ）

10.1　ユーザ

　標準ＪＴ－Ｑ９３１の中で述べられている通り。

10.2　網

　標準ＪＴ－Ｑ９３１の中で述べられている通り。

呼設定（CR3,チャネルなし）

呼出（CR3）

呼出（CR3）

呼出（CR3）

保留（CR1）

保留確認（CR1）

応答（CR3）

応答確認（CR3,B1）

解放（CR3）

解放（CR3）

 呼設定

 呼　出

（コールウェイ
ティング通知）

  （注）

　応　答
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略号リスト（ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅰ〕内で使用した）

ISDN Integrated Services Digital Network サービス総合ディジタル網

DSS1 Digital Signalling System No.1 ディジタル加入者線信号方式 No.1

SDL Specification and Description Language 仕様記述言語

TEI Terminal Endpoint Identifier 端末終端点識別子

NT2 Network Termination Type２ 網終端装置タイプ２

（標準ＪＴ－Ｉ４１１参照）
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〔Ⅲ〕話中時再呼び出し（ＣＣＢＳ）

１．規定範囲

本標準は、ディジタル加入者信号線方式Ｎｏ．１（ＤＳＳ１）プロトコルを用いる、Ｔ参照点またはＳ

／Ｔ一致参照点（標準ＪＴ－Ｉ４１１［１１］で定義されている）におけるサービス総合ディジタル網

（ＩＳＤＮ）の為の話中時再呼び出し（ＣＣＢＳ）付加サービスのステージ３を規定している。ステージ

３は、テレコミュニケーションサービス（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１３０［１２］）をサポートする為に必要

とされるプロトコル手順と交換機能を規定している。

付け加えて本標準は、中間にある私設ＩＳＤＮを経由してユーザにサービスが提供される場合、そのＴ

参照点のプロトコル要求条件を規定している。

本標準は、ＩＳＤＮではないテレコミュニケーションネットワークを経由して、ユーザに提供される場

合のプロトコル要求条件は付加的には規定しない。

ＣＣＢＳ付加サービスは、ユーザＡが希望するならば、ビジーである着信先Ｂがビジーでなくなったこ

とを通知すること、およびサービス提供者にあらかじめ特定された着信先Ｂへの呼を再開始させることを

発信ユーザＡに許容する。

ＣＣＢＳ付加サービスは、１つのＢチャネルを使用する全ての回線交換基本テレコミュニケーションサ

ービスに適用できる。

さらに本標準の別編では、本標準の適合性を識別するのに必要な試験方法を規定することを予定してい

る。

本標準は、ＣＣＢＳ付加サービスをサポートし、公衆ＩＳＤＮへのアクセスとして利用されるＴ参照点

またはＳ／Ｔ一致参照点のいずれかのサイドに接続される装置に対して適用できる。

２．参考文献

以下のＴＴＣ標準及びＩＴＵ－Ｔ勧告とその他の参考文献は、本標準中で参照されることにより本標準

の規定の一部を構成する。ここでは、本標準が制定された時点での有効な版数を示しているが、全ての標

準や勧告および参考文献は改訂されうる。そのため、本標準の利用者は、以下に示した標準や勧告および

参考文献の最新版が適用できるかどうか調査すべきである。現在の有効なＴＴＣ標準およびＩＴＵ－Ｔ勧

告の一覧は定期的に出版されている。

［１］ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１－“ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース　レイヤ３仕様”

［２］ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３２－“ＩＳＤＮ付加サービス制御手順の共通原則”

［３］ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１１２－“Vocabulary of terms for ISDNs”

［４］ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２１０－“ＩＳＤＮの提供するテレコミュニケーションサービス”

［５］ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｅ．１６４－“The international public telecommunication numbering plan”

［６］ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２２１－“サービスに特有な共通特性”

［７］ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９－“Vocabulary of switching and signalling terms”

［８］ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０８－“Specification of Abstract Syntax Notation One(ASN.1)”
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［９］ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１９－“Remote operations:Model,notation and service definition”

［１０］ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｚ．１００－“CCITT Specification and Description Language(SDL)”

［１１］ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１１－“ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース規定点及びインタフェー

                                      ス構造”

［１２］ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１３０－“Method for the characterization of telecommunication services

                                      supported by an ISDN and network capabilities of an ISDN”

３．定義

本標準は、以下の用語を定義する。

3.1　サービス総合ディジタル網（ＩＳＤＮ）

　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１１２［３］の２．３節の定義３０８参照。

3.2　サービス、テレコミュニケーションサービス

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１１２［３］の２．２節の定義２０１参照。

3.3　付加サービス

標準ＪＴ－Ｉ２１０［４］の２．４節参照。

3.4　既存サービス

音声、３．１kHz オーディオ、非制限６４kbit/s の伝達能力に関連づけられる基本テレコミュニケーシ

ョンサービス。フォールバックの場合は、低位の伝達能力を考慮する。

3.5　ＩＳＤＮ番号

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｅ．１６４［５］で規定される番号計画と構造に一致する番号。

3.6　ビジー

標準ＪＴ－Ｉ２２１［６］の３章を参照。

3.7　空き

ユーザＢの状態がビジーでなく、またチャネルビジーでない。

3.8　呼

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９［７］の２．２節の定義２２０１参照。

3.9　ＣＣＢＳ呼

ＣＣＢＳ付加サービスの制御下で確立される呼。

3.10　着信先Ｂ

元の呼で指定されたエンティティ。

3.11　ユーザ

ユーザ・網インタフェースにおけるユーザ側のＤＳＳ１プロトコルエンティティ。
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3.12　ユーザＡ

Ｓ／Ｔ一致参照点で呼を発信し、ＣＣＢＳ付加サービスを提供されるユーザ。

3.13　ユーザＢ

Ｓ／Ｔ一致参照点で着信先Ｂとして識別されるリモートユーザ。

3.14　網Ａ

Ｓ／Ｔ一致参照点でユーザＡが接続される網。

3.15　網Ｂ

Ｓ／Ｔ一致参照点で着信先Ｂとして識別される網。

3.16　網

ユーザ・網インタフェースにおける網側のＤＳＳ１プロトコルエンティティ。

3.17　公衆網

Ｔ参照点でのユーザ・網インタフェースにおける網側のＤＳＳ１プロトコルエンティティ。

3.18　私設網

Ｔ参照点でユーザ・網インタフェースにおけるユーザ側のＤＳＳ１プロトコルエンティティ。

3.19　発側網

サービス対象ユーザでの網。

3.20　着側網

リモートユーザでの網。

3.21　ＣＣＢＳビジー

ＣＣＢＳビジー条件は、以下の条件の１つをとる。

－　呼が最大数に達した。

－　インタフェースの情報チャネルが利用できない。

－　ユーザＡで、ＣＣＢＳの再呼び出し待ち。

3.22　呼状態

ユーザあるいは網の適切な方に関する、標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］の２．１節で定義される状態。呼状

態は、それぞれの呼番号値について存在する（そして着呼状態にあるそれぞれの付加的な応答ＣＥＩにつ

いて）。

3.23　ＣＣＢＳ再呼び返し

網からのユーザへの表示、ユーザＡへ以下を通知する：

ａ） 着信先Ｂは空きである。そして
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ｂ） 網は、着信先ＢにＣＣＢＳ呼の準備を行い、この表示に対するユーザＡからの応答を待っている。

3.24　ＣＣＢＳ要求保持

着信先が再度ビジーのためＣＣＢＳ呼の確立の試みが失敗した場合、ＣＣＢＳ付加サービスを続けるか、

そうでないかを保持オプションは定義している。すなわち、もし、保持オプションがサポートされるなら

ば、元のＣＣＢＳ要求は、ユーザＢのキューの中に保持され、ユーザＢの監視が続行される。保持オプシ

ョンは、発側網と着側網の両方でＣＣＢＳ要求保持がサポートされることに注意する。

3.25  インボークコンポーネント

標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の８．２．３．１．１節を参照。“ＸＸＸＸ”インボークコンポーネントと

書かれている場合には、インボークコンポーネントは、オペレーション“ＸＸＸＸ”の値に設定されたオ

ペレーション値を持つことを意味する。

3.26  リターンリザルトコンポーネント

標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の８．２．３．１．１節を参照。“ＸＸＸＸ”リターンリザルトコンポーネ

ントと書かれている場合には、リターンリザルトコンポーネントは、“ＸＸＸＸ”インボークコンポーネ

ントと対応することを意味する。

3.27  リターンエラーコンポーネント

標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の８．２．３．１．１節を参照。“ＸＸＸＸ”リターンエラーコンポーネン

トと書かれている場合には、リターンエラーコンポーネントは、“ＸＸＸＸ”インボークコンポーネント

と対応することを意味する。

3.28  リジェクトコンポーネント

標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の８．２．３．１．１節を参照。

４．略語

本標準は以下の略語を用いる。

ＡＳＮ．１ Abstract Syntax Notation One

抽象構文記法１

ＣＣＢＳ Completion of Calls to Busy Subscriber

話中時再呼び出し

ＤＣＲ Dummy Call Reference

ダミー呼番号

ＤＳＳ１ Digital Subscriber Signalling System No.1

ディジタル加入者線信号方式Ｎｏ．１

ＩＳＤＮ Integrated Services Digital Network

サービス総合ディジタル網

５．記述

ユーザＡがビジーである着信先Ｂに遭遇した場合、ユーザＡはＣＣＢＳ付加サービスを要求することが

できる。そのとき網は要求された着信先Ｂが空きになることを監視する。
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要求された着信先Ｂが空きになった場合、すなわちアクセスリソース（例えばひとつのＢチャネル）が

空きであり、空きで整合性のある端末が存在し、そのアクセスリソースがある期間発呼のために再使用さ

れなかった場合、網はユーザＡを自動的に再呼び出しする。

ユーザＡがＣＣＢＳ再呼び出しを受け入れた場合、網は自動的に着信先ＢへのＣＣＢＳ呼を生成する。

６．動作上の要求条件

6.1　サービス提供／取消し

網は以下の網提供者オプションのうちのひとつを選択する。表６－１を参照。

表６－１／ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕 網提供者オプション

                            （ITU-T Q.953.3）

オプション 値

行う： 網は要求されたＣＣＢＳが既に活性化されたＣＣＢＳ要

求と同一であるかどうかのチェックを行う。

同一呼のチェック

行わない： 網は要求されたＣＣＢＳが既に活性化されたＣＣＢＳ要

求と同一であるかどうかのチェックを行わない。

サポートする： 着信先が再びビジーになったためにＣＣＢＳ呼が確立で

きなかった場合、ＣＣＢＳ付加サービスを継続する。

ＣＣＢＳ要求の保持

サポートしない： 着信先が再びビジーになったためにＣＣＢＳ呼が確立で

きなかった場合、ＣＣＢＳ付加サービスを継続しない。

転送する： ユーザＢがＣＦＢを活性化しておりＣＣＢＳ呼が着信し

たときビジーであった場合、ＣＣＢＳ呼は通常呼として

ユーザＣに転送される。

ビジー時着信転送

（ＣＦＢ）時のＣＣＢ

Ｓ

転送しない： ユーザＢがＣＦＢを活性化しておりＣＣＢＳ呼が着信し

たときビジーであった場合、ＣＣＢＳ呼は例外手順（着

信先Ｂが再びビジーになった場合の手順）によって扱わ

れる。

ＣＣＢＳ付加サービスは、網提供者との事前契約後に提供されるか、もしくは常に利用可能である。

ＣＣＢＳ付加サービスは、加入者の要求、または網提供者の理由によって取り消される。

サービス提供者のオプションとして、ＣＣＢＳ付加サービスは、サービス対象ユーザのアクセス全体に

対して適用される契約オプションとともに提供されうる（表６－２を参照）。
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表６－２／ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕 契約オプション

                              （ITU-T Q.953.3）

契約オプション 値

ＣＣＢＳ再呼び出しは、アクセス上の整合性のある全ての端末に対して行

われる。

再呼び出しモード

ＣＣＢＳ再呼び出しは、ＣＣＢＳ付加サービスを活性化した端末に対して

行われる。

契約オプションが提供されない場合、２つの値のうちのいずれかが網提供者によって選択される。

6.2　発側の網に対する要求条件

発側網は、ＣＣＢＳ付加サービス機能が発側網で行われるか接続されている私設ＩＳＤＮで行われるか

を登録する。

6.3　着側の網に対する要求条件

着側網は、ＣＣＢＳ付加サービス機能が着側網で行われるか接続されている私設ＩＳＤＮで行われるか

を登録する。

７．コーディング上の要求条件

表７－１および表７－２は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０８［８］で定義されているＡＳＮ．１とＩＴＵ－

Ｔ勧告Ｘ．２１９［９］の図４で定義されているＯＰＥＲＡＴＩＯＮおよびＥＲＲＯＲマクロを用いた、

ＣＣＢＳ付加サービスで必要なオペレーションとエラーの定義である。

これらのオペレーションをコード化するためのコンポーネントタイプの形式定義は標準ＪＴ－Ｑ９３２

［２］の８．２．３．１．１節で提供される。

ファシリティ情報要素へのコンポーネントの包含については標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の８．２．３節

で定義される。
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表７－１／ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕 ＣＣＢＳオペレーションとエラーのＡＳＮ．１記述

               （ITU-T Q.953.3）

CCBS-Operation-and-Errors {itu-t recommendation q 953 ccbs (3) operations-and-errors (1)}

DEFINITIONS EXPLICIT TAGS ::=

BEGIN

EXPORTS CallInfoRetain,

EraseCallLinkageID,

CCBSRequest, CCBSDeactivate, CCBSInterrogate, CCBSErase,

CCBSRemoteUserFree, CCBSCall, CCBSStatusRequest, CCBSBFree,

CCBSStopAlerting,

InvalidCallLinkageID, InvalidCCBSReference, LongTermDenial,

ShortTermDenial,

CCBSIsAlreadyActivated, AlreadyAccepted, OutgoingCCBSQueueFull,

CallFailureReasonNotBusy, NotReadyForCall;

IMPORTS OPERATION, ERROR

FROM Remote-Operation-Notation

{joint-iso-itu-t remote-operations(4) notation(0)}

userNotSubscribed, basicServiceNotProvided,

supplementaryServiceInteractionNotAllowed

FROM General-Error-List

{itu-t recommendation q 950 general-error-list(1)}

Address, PartyNumber, PartySubaddress

FROM addressing-data-elements

{itu-t recommendation q 932 addressing-data-elements(7)}

Q931InformationElement

FROM Embedded-Q931-Types

{itu-t recommendation q 932 embedded-q931-types(5)};

CallInfoRetain ::= OPERATION

ARGUMENT callLinkageID CallLinkageID

EraseCallLinkageID ::= OPERATION

ARGUMENT callLinkageID CallLinkageID
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CCBSRequest ::= OPERATION

ARGUMENT callLinkageID CallLinkageID

RESULT SEQUENCE {RecallMode, CCBSReference}

ERRORS {userNotSubscribed, InvalidCallLinkageID, ShortTermDenial,

LongTermDenial, CCBSIsAlreadyActivated,

supplementaryServiceInteractionNotAllowed,

OutgoingCCBSQueueFull,

CallFailureReasonNotBusy}

CCBSInterrogate ::= OPERATION

ARGUMENT SEQUENCE {

cCBSReference CCBSReference OPTIONAL,

partyNumberOfA PartyNumber OPTIONAL }

RESULT SEQUENCE {

recallMode RecallMode,

callDetails CallDetails OPTIONAL }

ERRORS {InvalidCCBSReference, userNotSubscribed}

CCBSDeactivate ::= OPERATION

ARGUMENT cCBSReference CCBSReference

RESULT

ERRORS {IInvalidCCBSReference}

CallDetails ::= SEQUENCE OF CallInformation (SIZE(1..5))

CallInformation ::= SEQUENCE {

addressOfB Address,

q931InfoElement Q931InformationElement,

cCBSReference CCBSReference OPTIONAL,

subAddressOfA PartySubaddress OPTIONAL }

-- q931InfoElement には伝達能力、高位レイヤ整合性（オプション）、

--低位レイヤ整合性（オプション）が埋め込まれる。

CCBSErase ::= OPERATION

ARGUMENT SEQUENCE {

recallMode RecallMode,

cCBSReference CCBSReference,

addressOfB Address,

q931InfoElement Q931InformationElement,

eraseReason CCBSEraseReason,
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subAddressOfA PartySubaddress OPTIONAL }

-- q931InfoElement には伝達能力、高位レイヤ整合性（オプション）、

--低位レイヤ整合性（オプション）が埋め込まれる。

CCBSRemoteUserFree ::= OPERATION

ARGUMENT SEQUENCE {

recallMode RecallMode,

cCBSReference CCBSReference,

addressOfB Address,

q931InfoElement Q931InformationElement,

subAddressOfA PartySubaddress OPTIONAL }

CCBSBFree ::= OPERATION

ARGUMENT SEQUENCE {

recallMode RecallMode,

cCBSReference CCBSReference,

addressOfB Address,

q931InfoElement Q931InformationElement,

subAddressOfA PartySubaddress OPTIONAL}

CCBSCall ::= OPERATION

ARGUMENT cCBSReference CCBSReference,

ERRORS { InvalidCCBSReference, AlreadyAccepted,

NotReadyForCall}

CCBSStatusRequest ::= OPERATION

ARGUMENT SEQUENCE {

recallMode RecallMode,

cCBSReference CCBSReference,

q931InfoElement Q931InformationElement,

subAddressOfA PartySubaddress OPTIONAL }

RESULT BOOLEAN {free(TRUE), busy(FALSE)}

-- q931InfoElement には伝達能力、高位レイヤ整合性（オプション）、

--低位レイヤ整合性（オプション）が埋め込まれる。

CCBSStopAlerting ::= OPERATION

ARGUMENT cCBSReference CCBSReference

CallLinkageID ::= INTEGER (0..127)

CCBSReference ::= INTEGER (0..127)
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CCBSEraseReason ::= ENUMERATED {

normal-unspecified (0),

t-CCBS2-timeout (1),

t-CCBS3-timeout (2),

basic-call-failure (3)}

RecallMode ::= ENUMERATED {

globalRecall (0),

specificRecall (1) }

callInfoRetain CallInfoRetain ::= 70

cCBSRequest CCBSRequest ::= 71

cCBSDeactivate CCBSDeactivate ::= 72

cCBSInterrogate CCBSInterrogate ::= 73

cCBSErase CCBSErase ::= 74

cCBSRemoteUserFree CCBSRemoteUserFree ::= 75

cCBSCall CCBSCall ::= 76

cCBSStatusRequest CCBSStatusRequest ::= 77

cCBSBFree CCBSBFree ::= 78

eraseCallLinkageID EraseCallLinkageID ::= 79

cCBSStopAlerting CCBSStopAlerting ::= 80

InvalidCallLinkageID ::= ERROR

InvalidCCBSReference ::= ERROR

LongTermDenial ::= ERROR

ShortTermDenial ::= ERROR

CCBSIsAlreadyActivated ::= ERROR

AlreadyAccepted ::= ERROR

OutgoingCCBSQueueFull ::= ERROR

CallFailureReasonNotBusy ::= ERROR

NotReadyForCall ::= ERROR

invalidCallLinkageID InvalidCallLinkageID ::= 50

invalidCCBSReference InvalidCCBSReference ::= 51

longTermDenial LongTermDenial ::= 52

--ユーザＡのＳ／Ｔ一致参照点で用いられる。

shortTermDenial ShortTermDenial ::= 53

--ユーザＡのＳ／Ｔ一致参照点で用いられる。

cCBSIsAlreadyActivated CCBSIsAlreadyActivated ::= 54

alreadyAccepted AlreadyAccepted ::= 55
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outgoingCCBSQueueFull OutgoingCCBSQueueFull ::= 56

callFailureReasonNotBusy CallFailureReasonNotBusy ::= 57

notReadyForCall NotReadyForCall ::= 58

END--ＣＣＢＳオペレーションとエラーの終了
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表７－２／ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕  私設網におけるＣＣＢＳオペレーションとエラーのＡＳＮ．１記述

      （ITU-T Q.953.3）

CCBS-private-networks-operations-and-errors{itu-t recommendation q953 ccbs(3)

private-networks-operations-and-errors (2)}

DEFINITIONS EXPLICIT TAGS ::=

BEGIN

EXPORTS CCBS-T-Request, CCBS-T-Call, CCBS-T-Suspend, CCBS-T-Resume,

CCBS-T-RemoteUserFree,CCBS-T-Available, ShortTermDenial, LongTermDenial;

IMPORTS OPERATION, ERROR

FROM Remote-Operation-Notation

{joint-iso-itu-t remote-operations(4) notation (0)}

userNotSubscribed

FROM General-Error-List

{itu-t recommendation q 950 general-error-list(1)}

Address

FROM addressing-data-elements

{itu-t recommendation q 932 addressing-data-elements(7)}

Q931InformationElement

FROM Embedded-Q931-Types

{itu-t recommendation q 932 embedded-q931-types(5)};

CCBS-T-Request ::= OPERATION

ARGUMENT SEQUENCE {

destinationAddress Address,

q931InfoElement Q931InformationElement,

--高位レイヤ整合性（ＨＬＣ）、低位レイヤ整合性（ＬＬＣ）、

--伝達能力（ＢＣ）を含む

retentionSupported [1] IMPLICIT BOOLEAN DEFAULT FALSE,

presentationAllowedIndicator [2] IMPLICIT BOOLEAN OPTIONAL,

originatingAddress Address OPTIONAL}

RESULT retentionSupported BOOLEAN DEFAULT FALSE}
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ERRORS {ShortTermDenial, userNotSubscribed, LongTermDenial}

CCBS-T-Call ::= OPERATION

CCBS-T-Suspend ::= OPERATION

CCBS-T-Resume ::= OPERATION

CCBS-T-RemoteUserFree ::= OPERATION

CCBS-T-Available ::= OPERATION

cCBS-T-Request            CCBS-T-Request ::= 83

cCBS-T-Call                CCBS-T-Call ::= 84

cCBS-T-Suspend           CCBS-T-Suspend ::= 85

cCBS-T-Resume            CCBS-T-Resume ::= 86

cCBS-T-RemoteUserFree    CCBS-T-RemoteUserFree ::= 87

cCBS-T-Available           CCBS-T-Available ::= 88

ShortTermDenial ::= ERROR

LongTermDenial ::= ERROR

shortTermDenial            ShortTermDenial ::= 59

--ユーザＡのＴ参照点で用いられる。

longTermDenial             LongTermDenial ::= 60

--ユーザＡのＴ参照点で用いられる。

END  -- 私設網におけるＣＣＢＳオペレーションとエラーの終了

８．状態定義

8.1　ユーザ側の状態

ユーザ側について以下の状態を定義する。

ＣＣＢＳ非活性［CCBS Idle］：

ＣＣＢＳ付加サービスが活性化されていない状態。

ＣＣＢＳ要求中［CCBS Requested］：

ユーザがＣＣＢＳ要求を網に送信し、応答を待っている状態。

ＣＣＢＳ活性［CCBS Activated］：

ＣＣＢＳ付加サービスが活性化されている状態。



ＪＴ－Ｑ９５３ － 26 －

ＣＣＢＳ空 ［CCBS Free］：

ユーザがユーザＢ空き表示を受信した状態。

ＣＣＢＳ呼開始［CCBS Call Init］：

ユーザが再呼び出しを受け付けた状態。

ＣＣＢＳ問い合わせ要求中［CCBS Interrogation Requested］：

ユーザがＣＣＢＳ問い合わせを要求し、応答を待っている状態。

ＣＣＢＳ非活性化要求中［CCBS Deactivation Requested］：

ユーザがＣＣＢＳの非活性化を要求し、応答を待っている状態。

8.2　網側の状態

網側について以下の状態を定義する。

発側網

ＣＣＢＳ非活性［CCBS Idle］：

ＣＣＢＳ付加サービスが活性化されていない状態。

ＣＣＢＳ要求中［CCBS Requested］：

発側網がＣＣＢＳ要求を着側網に送信し、応答を待っている状態。

ＣＣＢＳ活性［CCBS Activated］：

ＣＣＢＳ付加サービスが活性化されている状態。

ＣＣＢＳ空き［CCBS Free］：

発側網がユーザＢ空き表示を受信した状態。

ＣＣＢＳ中断［CCBS Suspended］：

ＣＣＢＳ付加サービスが中断されている状態。

ＣＣＢＳ呼開始［CCBS Call Init］：

発側網がＣＣＢＳ呼を開始した状態。

ＣＣＢＳＡ確認［CCBS Check A］：

状態要求手順に対するユーザＡからの応答を待っている状態。

着側網

ＣＣＢＳ非活性［CCBS Idle］：

処理待ちの要求が存在しない状態。

ＣＣＢＳ処理待ち［CCBS Processing］：

要求がキューイングされ、ユーザＢを監視している状態。
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ＣＣＢＳ状態応答待ち［CCBS Await Status］：

ユーザからの応答を待っている状態。

ＣＣＢＳタイマＴ－ＣＣＢＳ４待ち［CCBS Wait T_CCBS4］：

空きガードタイマの満了待ち状態。

ＣＣＢＳ空き［CCBS Free］：

ユーザＢが空きで、ＣＣＢＳの呼を待っている状態。

ＴＴＣ注－着側網の状態のうち、ＣＣＢＳ処理待ち［CCBS Await Processing］状態に関して、ＩＴＵ－Ｔ

勧告に明らかな誤りがあるため訂正した。

９．Ｓ／Ｔ一致参照点における信号手順

9.1　サービス対象ユーザインタフェースにおける手順

9.1.1　活性化

9.1.1.1　通常動作

着信先Ｂがビジーである時、ＣＣＢＳ付加サービスに加入しているユーザＡがサービスを利用出来るた

めには、網が、呼情報保持手順を利用する必要がある。

網は、以下の全ての条件に適用する時、９．１．１１節の手順に従い、呼情報保持手順を提供する。

－ ＣＣＢＳに加入している。

－ 呼失敗理由が“ビジー”、すなわち理由表示値＃１７“着ユーザビジー”もしくは＃３４“利用可

回線／チャネルなし”である。

－ ＣＣＢＳが利用可能である（着側網により決定される時）。

注１－網によっては、ユーザ決定ユーザビジー（ＵＤＵＢ）は、着側網がＣＣＢＳを利用可能でな

いことを示す理由となり得る。

－ ユーザの発呼用ＣＣＢＳキューの制限を超過していない。

－ 同一呼に対してＣＣＢＳが活性化されていない（網オプション）。

－ ＣＣＢＳを妨げる付加サービスの相互作用がない。

しかしながら、これらの条件は、網が、他の環境下において、呼情報保持手順を提供することを妨げる

ものではない。

同一基本呼を生成出来るようにするため、ＣＣＢＳをサポートした網によって保持される呼情報は、利

用可能な場合、元の呼の、以下のような基本呼情報とする。

－ 伝達能力情報

－ 高位レイヤ整合性情報

－ 低位レイヤ整合性情報

－ 発アドレス情報

－ 着アドレス情報
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注２－本情報は、ユーザ提供情報から派生したもの、もしくは網提供によるものであり得る。例えば、発

番号は、ユーザ提供もしくは網提供によるものであり得る。基本サービスによっては、情報は、１

つ以上の情報要素から派生したものであり得る。例えば７kHz 電話サービスでは、伝達能力情報は、

２つの伝達能力情報要素と本情報の優先度に基づいた詳細を含み得る。

さらに網は、ＣＣＢＳが許可されているか否かを決定するために、着側網により決定された以下の情報

を保持する。

－ 呼失敗理由

－ ＣＣＢＳ利用可能表示

注３－他の付加サービスとの相互作用時、さらなる情報の保持が必須であり得る。さらに、アドレスの保

持は、いかなる付加サービスとも独立である。しかしながら、保持されるアドレス情報は、他の付

加サービスにより影響を及ぼされ得る。付加サービスの相互作用についての詳細は、１２章参照の

こと。

ＴＴＣ注－付加サービスの相互作用の参照節に関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告に明らかな誤りがあるため、訂正

した。

「切断」（DISCONNECT）メッセージが、理由表示値＃１７“着ユーザビジー”もしくは＃３４“利用

可回線／チャネルなし”、及び呼情報が保持されることを示すインボークコンポーネントを含む時、ユー

ザＡは、ＣＣＢＳ付加サービスを活性化することが出来る。

ＣＣＢＳ付加サービスを活性化するために、ユーザＡは、標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．２

節の手順に従い、網に対し、呼リンケージ識別子（CallLinkageID）を含むＣＣＢＳ要求（CCBSRequest）

インボークコンポーネントを送信する。呼リンケージ識別子（CallLinkageID）は、９．１．１１節の手順

に従って、決定される。

本インボークコンポーネントを受信時、網は、着側網でのＣＣＢＳ付加サービスの活性化を要求する。

着側網でＣＣＢＳ付加サービスが活性化されたという確認を受信した時、網は、ＣＣＢＳ番号

（CCBSReference）に対する新しい値を設定し、標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．２節の手順に

従い、ユーザＡに対し、ＣＣＢＳ番号（CCBSReference）と再呼び出しモード（RecallMode）を含むＣＣ

ＢＳ要求（CCBSRequest）リターンリザルトコンポーネントを送信し、さらにタイマＴ－ＣＣＢＳ２を開

始する。ＣＣＢＳ番号（CCBSReference）は、全てのアクセスを通し、意味を持つ。

再呼び出しモード（RecallMode）が、特定再呼び出し（specificRecall）を示す場合、 ユーザＡは、ＣＣ

ＢＳ要求（CCBSRequest）リターンリザルトコンポーネント受信時に、ＣＣＢＳ番号（CCBSReference）

を保持する。

注４－再呼び出しモード（RecallMode）のパラメータが、グローバル再呼び出し（globalRecall）を示す場

合、例えば問合せもしくは非活性化のために、ユーザＡは、ＣＣＢＳ要求（CCBSRequest）リター
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ンリザルトコンポーネント受信時に、ＣＣＢＳ番号（CCBSReference）を保持し得る。

9.1.1.2　例外手順

ユーザＡがＣＣＢＳ付加サービスに加入していないために、網がＣＣＢＳ要求に応じられない場合、網

は、標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．２節の手順に従い、ユーザＡに対し、“ユーザ未契約

（userNotSubscribed）”を示すＣＣＢＳ要求（CCBSRequest）リターンエラーコンポーネントを送信する。

ユーザＡが無効な呼リンケージ識別子（CallLinkageID）を提供したために、網がＣＣＢＳ要求に応じら

れない場合、網は、標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．２節の手順に従い、ユーザＡに対し、“無

効な呼リンケージ識別子（invalidCallLinkageID）”を示すＣＣＢＳ要求（CCBSRequest）リターンエラー

コンポーネントを送信する。

呼リンケージ識別子（CallLinkageID）により識別される呼の呼失敗理由が“ビジー”でないために、網

がＣＣＢＳ要求に応じられない場合、網は、標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．２節の手順に従い、

ユーザＡに対し、“ビジー以外の理由による呼失敗（callFailureReasonNotBusy）”を示すＣＣＢＳ要求

（CCBSRequest）リターンエラーコンポーネントを送信する。

ユーザＡの発呼用ＣＣＢＳキューに空きがないため、網がＣＣＢＳ要求に応じられない場合、網は、標

準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．２節の手順に従い、ユーザＡに対し、“発呼用ＣＣＢＳキューフ

ル（outgoingCCBSQueueFull）”を示すＣＣＢＳ要求（CCBSRequest）リターンエラーコンポーネントを送

信する。

ユーザＡが呼リンケージ識別子（CallLinkageID）により識別される呼に対し、既にＣＣＢＳ付加サービ

スを活性化しているために、網がＣＣＢＳ要求に応じられない場合、網は、標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の

６．３．２．２節の手順に従い、ユーザＡに対し、“ＣＣＢＳ活性化済み（cCBSIsAlreadyActivated）”を

示すＣＣＢＳ要求（CCBSRequest）リターンエラーコンポーネントを送信する。

網オプションとして、ユーザＡが同一呼に対し、既にＣＣＢＳ付加サービスを活性化しているために、

ＣＣＢＳ要求に応じられない場合、網は、標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．２節の手順に従い、

ユーザＡに対し、“ＣＣＢＳ活性化済み （ cCBSIsAlreadyActivated ）”を示すＣＣＢＳ要求

（CCBSRequest）リターンエラーコンポーネントを送信する。

呼リンケージ識別子（CallLinkageID）により示される呼と、発呼用ＣＣＢＳキュー内にある呼が同一で

あるか否かを決定するために、利用可能ならば、以下の基本呼情報が比較される。

－ 伝達能力情報

－ 高位レイヤ整合性情報

－ 低位レイヤ整合性情報

－ 発アドレス情報

－ 着アドレス情報

ＣＣＢＳ付加サービスと呼リンケージ識別子（CallLinkageID）により識別される呼との間に無効な付加

サービス相互作用があるために、網がＣＣＢＳ要求に応じられない場合、網は、標準ＪＴ－Ｑ９３２
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［２］の６．３．２．２節の手順に従い、ユーザＡに対し、“相互作用の許されない付加サービス

（supplementaryServiceInteractionNotAllowed）”を示すＣＣＢＳ要求（CCBSRequest）リターンエラーコン

ポーネントを送信する。

着信先に対するＣＣＢＳ付加サービスが利用可能でないために、網が呼リンケージ識別子

（CallLinkageID）により識別されるＣＣＢＳ要求に応じられない場合、網は、標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］

の６．３．２．２節の手順に従い、ユーザＡに対し、“長期間の拒否（longTermDenial）”を示すＣＣＢ

Ｓ要求（CCBSRequest）リターンエラーコンポーネントを送信する。

注－着側網が、呼が失敗した時にＣＣＢＳ利用可能であるということを示さない場合や、ＣＣＢＳ要求が

着側網により拒否された場合も、これに含まれる。

着信先に対するＣＣＢＳ付加サービスがたまたま利用可能でないために、網が呼リンケージ識別子

（CallLinkageID）により識別されるＣＣＢＳ要求に応じられない場合、網は、標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］

の６．３．２．２節の手順に従い、ユーザＡに対し、“短期間の拒否（shortTermDenial）”を示すＣＣＢ

Ｓ要求（CCBSRequest）リターンエラーコンポーネントを送信する。

タイマＴ－ＣＣＢＳ２満了時、網は、９．１．８節の手順に従い、ＣＣＢＳ付加サービスを非活性化す

る。ＣＣＢＳ削除理由（CCBSEraseReason）は、“Ｔ－ＣＣＢＳ２満了（t-CCBS2-timeout）”を示す。

“無効な呼リンケージ識別子（invalidCallLinkageID）”エラーを示すＣＣＢＳ要求（CCBSRequest）リ

ターンエラーコンポーネント受信時、ユーザＡは、この呼リンケージ識別子（CallLinkageID）を削除する。

リターンエラーコンポーネントがその他の理由を示す場合、ユーザＡは、何も動作を起こさない。

リジェクトコンポーネントを受信し、インボーク識別子が含まれていた場合、ユーザは、受信したコン

ポーネントを無視する。

9.1.2　非活性化

9.1.2.1　通常動作

ユーザＡは、活性化しているＣＣＢＳ付加サービスを非活性化するため、標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の

６．３．２．２節の手順に従い、網に対し、ＣＣＢＳ番号（CCBSReference）パラメータを含むＣＣＢＳ

非活性化（CCBSDeactivate）インボークコンポーネントを送信する。

ＣＣＢＳ非活性化（CCBSDeactivate）インボークコンポーネントを受信時、網は、標準ＪＴ－Ｑ９３２

［２］の６．３．２．２節の手順に従い、ユーザＡに対し、ＣＣＢＳ非活性化（CCBSDeactivate）リター

ンリザルトコンポーネントを送信し、９．１．８節の手順に従い、ＣＣＢＳ付加サービスを非活性化する。

ＣＣＢＳ削除理由（CCBSEraseReason）は、“正常、不特定（normal-unspecified）”を示す。

このリターンリザルトコンポーネントを受信時、ユーザＡは何も動作を起こさない。

全てのＣＣＢＳ要求を非活性化するためには、ユーザＡは、活性化しているＣＣＢＳに対し、ＣＣＢＳ

非活性化を実行する。ＣＣＢＳ非活性化（CCBSDeactivate）インボークコンポーネントは一つのメッセー
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ジ内で繰り返され得る。

活性化している最後のＣＣＢＳを非活性化するためには、ユーザＡは、最後のＣＣＢＳのＣＣＢＳ番号

（CCBSReference）を示し、ＣＣＢＳ非活性化を実行する。

注－ユーザは、９．１．３節、９．１．４節に記述される問い合わせ手順によって、活性化されているＣ

ＣＢＳ要求の詳細を得られる。

9.1.2.2　例外手順

ユーザＡが無効なＣＣＢＳ番号（CCBSReference）を提供したため、あるいは、ＣＣＢＳ付加サービス

に加入していないために網が要求に応じられない場合、網は、標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．

２節の手順に従い、ユーザＡに対し、“無効なＣＣＢＳ番号（invalidCCBSReference）”エラーを示すＣ

ＣＢＳ非活性化（CCBSDeactivate）リターンエラーコンポーネントを送信する。

このリターンエラーコンポーネントを受信時、ユーザＡはＣＣＢＳ要求に関する情報を削除する。

リジェクトコンポーネントを受信し、インボーク識別子を含んでいる場合、ユーザＡは、ＣＣＢＳ要求

に関する情報を保持する。

9.1.3　一般的な問い合わせ

9.1.3.1　通常動作

活性化されている全てのＣＣＢＳ要求の問い合わせを実行するためには、ユーザＡは、標準ＪＴ－Ｑ９

３２［２］の６．３．２．２節の手順に従い、網に対し、ＣＣＢＳ番号（CCBSReference）を含まないＣ

ＣＢＳ問い合わせ（CCBSInterrogate）インボークコンポーネントを送信する。ユーザはＣＣＢＳ問い合わ

せ（CCBSInterrogate）インボークコンポーネント内に、ユーザＡのアドレス情報（partyNumberOfA）パラ

メータを提供し得る。

このインボークコンポーネントを受信時、網は、標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．２節の手順

に従い、ユーザＡに対し、ＣＣＢＳ問い合わせ（CCBSInterrogate）リターンリザルトコンポーネントを送

信する。リターンリザルトコンポーネントは、アーギュメントとして再呼び出しモード（RecallMode）、

そして、もしあるなら、このアクセスに関する、現在活性化されているＣＣＢＳ要求の時系列順のリスト

を含める。各々の活性化されている要求について、網は、ＣＣＢＳ番号（CCBSReference）と、９．１．

１２節の手順に従い、ユーザＢのアドレス（addressOfB）、ＪＴ－Ｑ９３１情報要素（q931InfoElement）、

それに、利用可能である場合、ユーザＡのサブアドレス（subAddressOfA）を提供する。網は、ユーザが

ユーザＡのアドレス情報（partyNumberOfA）パラメータを提供した場合、それを無視する。

注１－ユーザＡのアドレス情報（partyNumberOfA）パラメータの他の利用は、１２．１４節に規定される。

このリターンリザルトコンポーネントを受信時、ユーザＡは９．１．１２節に従い、ユーザのサービス

整合性情報と一致しない活性化された要求の詳細を廃棄する。

注２－グローバル再呼び出し（globalRecall）の場合、ＣＣＢＳ番号（CCBSReference）は、例えば、非活

性化のため、ユーザによって保持され得る。
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9.1.3.2　例外手順

ユーザＡがＣＣＢＳ付加サービスに加入していないため、網が要求に応じられない場合、網は、標準Ｊ

Ｔ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．２節の手順に従い、ユーザＡに対し、“ユーザ未契約

（userNotSubscribed）”エラーを示すＣＣＢＳ問い合わせ（CCBSInterrogate）リターンエラーコンポーネ

ントを送信する。

このリターンエラーコンポーネントを受信時、ユーザＡは、ＣＣＢＳ要求が存在する場合、これら全て

に関する情報を削除する。

ユーザＡが、リジェクトコンポーネントを受信し、かつ、インボーク識別子を含んでいる場合、ＣＣＢ

Ｓ要求があるならば、それら全てに関する情報を保持する。

9.1.4　特定の問い合わせ

9.1.4.1　通常動作

特定の活性化されているＣＣＢＳ要求の問い合わせを実行するためには、ユーザＡは、標準ＪＴ－Ｑ９

３２［２］の６．３．２．２節の手順に従い、網に対し、問い合わせされる要求のＣＣＢＳ番号

（CCBSReference）を伴ったＣＣＢＳ問い合わせ（CCBSInterrogate）インボークコンポーネントを送信す

る。

このインボークコンポーネントを受信時、網は、標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．２節の手順

に従い、ユーザＡに対し、ＣＣＢＳ問い合わせ（CCBSInterrogate）リターンリザルトコンポーネントを送

信する。リターンリザルトコンポーネントは、アーギュメントとして再呼び出しモード（RecallMode）、

活性化されたＣＣＢＳ要求の詳細を含む。網は、９．１．１２節の手順に従い、ユーザＢのアドレス

（addressOfB）、ＪＴ－Ｑ９３１情報要素（q931InfoElement）、利用可能である場合、ユーザＡのサブア

ドレス（subAddressOfA）を提供する。

9.1.4.2　例外手順

ユーザＡがＣＣＢＳ付加サービスに加入していないため、網が要求に応じられない場合、網は、標準Ｊ

Ｔ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．２節の手順に従い、ユーザＡに対し、“ユーザ未契約

（userNotSubscribed）”エラーを示すＣＣＢＳ問い合わせ（CCBSInterrogate）リターンエラーコンポーネ

ントを送信する。

このリターンエラーコンポーネントを受信時、ユーザＡは、全てのＣＣＢＳ要求に関する情報を削除す

る。

ユーザＡが無効なＣＣＢＳ番号（CCBSReference）を提供したため、網が要求に応じられない場合、網

は、標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．２節の手順に従い、ユーザＡに対し、“無効なＣＣＢＳ番

号（invalidCCBSReference）”エラーを示すＣＣＢＳ問い合わせ（CCBSInterrogate）リターンエラーコンポ

ーネントを送信する。

このリターンエラーコンポーネントを受信時、ユーザＡは、ＣＣＢＳ要求に関する情報を削除する。
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ユーザＡがリジェクトコンポーネントを受信し、かつ、インボーク識別子が含まれている場合、ユーザ

ＡはＣＣＢＳ要求に関する情報を保持する。

9.1.5　再呼び出し表示

9.1.5.1　通常動作

網は、ユーザＢが空きであることを通知された場合、９．１．１０節の手順を利用して、ユーザＡがビ

ジーでもなくＣＣＢＳビジーでもないことを判断する。

注－網によっては、９．１．１０節のユーザＡ監視手順をサポートしない。そのような網においては、網

が着信先Ｂが空きであることを通知された時には直ちに、以下の手順を適用する。

ユーザＡがビジーでなくＣＣＢＳビジーでもない場合には、網は、タイマＴ－ＣＣＢＳ３を開始し、ユ

ーザＡにＣＣＢＳリモートユーザ空き（CCBSRemoteUserFree）インボークコンポーネントを送信するこ

とにより、要求された呼確立の準備ができたことを示す。網は、ユーザのアクセスでポイント・ポイント

構成が存在することを知っている場合、標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．２節の手順に従い、こ

のインボークコンポーネントを送信する。そうでなければ、網は、標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．

２．３節の手順に従い、このインボークコンポーネントを送信する。このインボークコンポーネントは、

アーギュメントとして、再呼び出しモード（RecallMode）、活性化されているＣＣＢＳ要求の詳細を含む。

網は、９．１．１２節の手順に従い、ユーザＢのアドレス（addressOfB）、ＪＴ－Ｑ９３１情報要素

（q931InfoElement）、そして利用可能である場合、ユーザＡのサブアドレス（subAddressOfA）を提供す

る。

ユーザＡがビジー、または、ＣＣＢＳビジーである場合、網は、９．１．９節に従い、処理を行う。

このＣＣＢＳリモートユーザ空き（CCBSRemoteUserFree）インボークコンポーネントを受信時、ユー

ザＡは、それが提供するサービスが９．１．１２節の手順により判断されるように要求と整合しなければ、

そのインボークコンポーネントを無視する。

このインボークコンポーネントを受け入れるユーザは、ＣＣＢＳ番号（CCBSReference）を保持し、９．

１．６節の手順を利用して、呼確立を実行し得る。

9.1.5.2　例外手順

タイマＴ－ＣＣＢＳ３満了時、網は、９．１．８節の手順に従い、ＣＣＢＳ付加サービスを非活性化す

る。ＣＣＢＳ削除理由（CCBSEraseReason）は、“Ｔ－ＣＣＢＳ３満了（t-CCBS3-timeout）”を示す。

網がリジェクトコンポーネントを受信し、かつ、インボーク識別子が含まれていた場合、網は、何も動

作を起こさない。

9.1.6　ＣＣＢＳ呼要求

9.1.6.1　通常動作

ＣＣＢＳ呼を確立するためには、ユーザＡは、標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］の５．１節に従い、網に対し、

「呼設定」（SETUP）メッセージを送信する。「呼設定」（SETUP）メッセージは、元の呼と同じ伝達能

力情報要素と、ＣＣＢＳリモートユーザ空き（CCBSRemoteUserFree）インボークコンポーネントで受信
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したＣＣＢＳ番号（CCBSReference）を含むＣＣＢＳ呼（CCBSCall）インボークコンポーネントを伴った

ファシリティ情報要素を含む。

注１－他の付加サービスとの関連において、「呼設定」（SETUP）メッセージには（保持されていない）

情報要素（例えば、ユーザ・ユーザ情報要素）がさらに存在し得る。

特定再呼び出しオプションが適用される場合、ユーザＡは、この「呼設定」（SETUP）メッセージを送

信後、ＣＣＢＳ番号（CCBSReference）を保持する。

注２－グローバル再呼び出しオプションが適用される場合、ユーザＡは、この「呼設定」（SETUP）メッ

セージを送信後、ＣＣＢＳ番号（CCBSReference）を保持し得る。

「呼設定」（SETUP）メッセージ受信時、網は、タイマＴ－ＣＣＢＳ３を停止し、受信した呼情報をす

べて廃棄し、保持された情報要素を用いて、標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］の５．１．２節と標準ＪＴ－Ｑ９

３１［１］の５．１．５．１節の手順に従い、通常の一括発呼基本呼手順を実行する。網によって保持さ

れない情報要素（例えば、ユーザ・ユーザ情報要素）が「呼設定」（SETUP）メッセージに含まれる場合、

網は呼を完全なものにするために、それらの情報要素を使用する。さらに、マルチポイント構成が存在し、

グローバル再呼び出しオプションが適用される場合、網は、標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．３

節の手順に従い、 ＣＣＢＳ番号（CCBSReference）を含むＣＣＢＳ呼び出し停止（CCBSStopAlerting）イ

ンボークコンポーネントをユーザＡに送信することにより、すべての未応答ユーザについてＣＣＢＳ呼び

出しを停止する。

ユーザＡがＣＣＢＳリモートユーザ空き（CCBSRemoteUserFree）インボークコンポーネントについて

動作し始めているが、ＣＣＢＳ呼（CCBSCall）インボークコンポーネントを伴った呼確立をまだ要求して

いない場合に、同じＣＣＢＳ番号（CCBSReference）値を含むＣＣＢＳ呼び出し停止（CCBSStopAlerting）

インボークコンポーネントを受信したとき、ユーザＡはＣＣＢＳ呼び出しを停止する。

9.1.6.2　例外手順

ユーザが無効なＣＣＢＳ番号（CCBSReference）値を提供したために、網が要求に応じられない場合、

網は、標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．１節の手順に従い、ユーザＡに対し、適切な呼切断復旧メッ

セージで、“無効なＣＣＢＳ番号（invalidCCBSReference）”エラーを示す、ＣＣＢＳ呼（CCBSCall）リ

ターンエラーコンポーネントを送信する。

網が与えられたＣＣＢＳ番号（CCBSReference） について再呼び出し表示を送信していない（例えば、

網はまだリモートユーザを監視している） ために、網が要求に応じられない場合、網は、標準ＪＴ－Ｑ

９３２［２］の６．３．１節の手順に従い、ユーザＡに対し、適切な呼切断復旧メッセージで、“呼受付

け準備未完了（notReadyForCall）”エラーを示す、ＣＣＢＳ呼（CCBSCall）リターンエラーコンポーネン

トを送信する。

選択するＢチャネルがないために、網が要求に応じられない場合、網は、標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］の

５．１．２節の手順を実行する。さらに、網はリモート網におけるＣＣＢＳ要求を中断し、９．１．９節

の手順に従い、サービス対象ユーザの監視を再開する。マルチポイント構成が存在し、グローバル再呼び

出しオプションが適用される場合、網は標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．３節の手順に従い、Ｃ
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ＣＢＳ番号（CCBSReference）を含むＣＣＢＳ呼び出し停止（CCBSStopAlerting）インボークコンポーネン

トをユーザＡに送信することにより、すべての未応答ユーザについてＣＣＢＳ呼び出しを停止する。

ＴＴＣ注－サービス対象ユーザの監視手順の参照節に関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告に明らかな誤りがあるため

訂正した。

グローバル再呼び出しがユーザＡに提供された場合、網は、ＣＣＢＳ呼（CCBSCall）インボークコンポ

ーネントを含み、同じＣＣＢＳ番号（CCBSReference）値を示している、１つ以上の「呼設定」

（SETUP）メッセージを受信し得る。この場合、網は、標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．１節の定義

される手順に従い、“受付済み（alreadyAccepted）”エラーを示すＣＣＢＳ呼（CCBSCall）リターンエラ

ーコンポーネントを含む、適切な呼切断復旧メッセージを送信することにより、後続の「呼設定」

（SETUP）メッセージ全てに対し応答する。

“無効なＣＣＢＳ番号（invalidCCBSReference）”を示すＣＣＢＳ呼（CCBSCall）リターンエラーコン

ポーネントを受信時、ユーザＡは、ＣＣＢＳ番号（CCBSReference）値に関する情報を削除する。

注－“受付け済み（alreadyAccepted）”もしくは“呼受付け準備未完了（notReadyForCall）”を示すＣＣ

ＢＳ呼（CCBSCall）リターンエラーコンポーネントを受信した場合、例えば、問合わせもしくは非活

性化のために、ＣＣＢＳ番号（CCBSReference）は保持され得る。

リジェクトコンポーネントが受信され、インボーク識別子が含まれている場合、ユーザＡはＣＣＢＳ番

号（CCBSReference）値に関する情報を保持する。

9.1.7　ＣＣＢＳ呼確立

9.1.7.1　通常動作

ＣＣＢＳ呼（CCBSCall）インボークコンポーネントを受け入れたら、網は、ユーザＢに対し呼を確立す

るための手順を行う。

ユーザ呼び出しが着信側アドレスで開始されたという表示を受信時、網は標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］の

５．１．７節で規定される基本呼手順を行う。さらに、ＣＣＢＳ付加サービスは９．１．８節の手順に従

って、非活性化される。ＣＣＢＳ削除理由（ CCBSEraseReason ）は“正常、不特定（ normal-

unspecified）”を示す。

ユーザ呼び出しの表示を最初に受信せずに、呼が受け入れられたという表示を受信すると、網は、標準

ＪＴ－Ｑ９３１［１］の５．１．８節で規定される基本呼手順を行う。さらに、ＣＣＢＳ付加サービスは

９．１．８節の手順に従って、非活性化される。ＣＣＢＳ削除理由（CCBSEraseReason）は“正常、不特

定（normal-unspecified）”を示す。

9.1.7.2　例外手順

ユーザＢが再びビジーであるために網が呼を確立することができず、ＣＣＢＳ要求が非活性化されてお

らず、そして保持オプションが使用されている場合、網は標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］の５．３．４節の手

順に従い、通常の呼切断復旧を行い、ビジーでもなく、ＣＣＢＳビジーでもないかどうか、ユーザＢの監

視を再開する。発側網と着側網の両方が ＣＣＢＳ要求保持をサポートしているときのみ、保持オプショ
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ンが実行されることに注意する。

ユーザＢが再びビジーであるために網が呼を確立することができず、ＣＣＢＳ要求が非活性化されてお

らず、そして保持オプションが使用されていない場合、網は、標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］の５．３．４節

の手順に従い、通常の呼切断復旧を行い、９．１．１節の手順を使用し、ユーザにＣＣＢＳ付加サービス

を再び起動することを許容する。さらに、ＣＣＢＳ付加サービスは９．１．８節の手順に従って、非活性

化される。“ＣＣＢＳ削除理由（CCBSEraseReason）”は“基本呼失敗（basic-call-failure）”を示す。

ユーザＢが再びビジーであるという以外の理由で網が呼を確立することができない場合、網は標準ＪＴ

－Ｑ９３１［１］の５．３．４節の手順に従い、通常の基本呼切断復旧を行う。さらにＣＣＢＳ要求が非

活性化されていなかった場合、ＣＣＢＳ付加サービスは９．１．８節の手順に従い、非活性化される。Ｃ

ＣＢＳ削除理由（CCBSEraseReason）は“基本呼失敗（basic-call-failure）”を示す。

ＣＣＢＳリモートユーザ空き（CCBSRemoteUserFree）インボークコンポーネント受信時、ユーザＡが、

ＣＣＢＳ呼を受け付けたくない場合、ユーザＡは、二つのうちどちらかとする。

－ ＣＣＢＳリモートユーザ空き（CCBSRemoteUserFree）インボークコンポーネントを無視する。

もしくは

－ ９．１．２節に記述されている非活性化手順を開始する。

ユーザＡに「呼出」（ALERTING）もしくは「応答」（CONNECT）メッセージを送信する前にタイマ

Ｔ－ＣＣＢＳ２が満了した場合、ＣＣＢＳ付加サービスは９．１．８節の手順に従い、非活性化される。

ＣＣＢＳ削除理由（CCBSEraseReason）は“Ｔ－ＣＣＢＳ２満了（t-CCBS2-timeout）”を示す。さらに、

ＣＣＢＳ呼は、標準ＪＴ－ Ｑ９３１［１］の手順に従い、続行されることを許容する。

ユーザＡに「呼出」（ALERTING）もしくは「応答」（CONNECT）メッセージが送信される前に、Ｃ

ＣＢＳ呼の切断復旧がユーザＡによって開始された場合、網は、標準ＪＴ－ Ｑ９３１［１］の５．３．

３節の手順に従い、切断復旧を行う。さらに、ＣＣＢＳ付加サービスは９．１．８節の手順に従い、非活

性化される。ＣＣＢＳ削除理由（CCBSEraseReason）は“基本呼失敗（basic-call-failure）”を示す。

その要求と関連づけられるＣＣＢＳ呼が確立実行中にあるが、ユーザＡがＣＣＢＳ要求の非活性化を要

求する場合、９．１．２節の手順を適用し、ＣＣＢＳ呼の確立は標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］の手順に従い、

続行される。

9.1.8　網による非活性化手順

9.1.8.1　通常動作

網はＣＣＢＳ付加サービスを非活性化するときは常に以下を実行する。

－ 動作中ならば、タイマＴ－ＣＣＢＳ２を停止する。

－ 動作中ならば、タイマＴ－ＣＣＢＳ３を停止する。

－ ユーザＡにＣＣＢＳ削除（CCBSErase）インボークコンポーネントを送信する。ポイント・ポイン

ト構成が存在することを認識している場合、網は標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．２節に

定義されている手順に従い、インボークコンポーネントを送信する。そうでなけば、網は標準ＪＴ
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－Ｑ９３２［２］の６．３．２．３節の手順に従い、このインボークコンポーネントを送信する。

インボークコンポーネントはアーギュメントとして再呼び出しモード（RecallMode）、ＣＣＢＳ削

除理由（CCBSEraseReason）、そして活性化しているＣＣＢＳ要求の詳細を含む。網は、９．１．

１２節の手順に従い、ユーザＢのアドレス（ addressOfB）、ＪＴ－Ｑ９３１情報要素

（q931InfoElement）、そして、利用可能である場合、 ユーザＡのサブアドレス（subAddressOfA）

を提供する。ＣＣＢＳ削除理由（CCBSEraseReason）は“正常、不特定（normal-unspecified）”、

“Ｔ－ＣＣＢＳ２満了（t-CCBS2-timeout）”、“Ｔ－ＣＣＢＳ３満了（t-CCBS3-timeout）”、 ま

たは“基本呼失敗（basic-call-failure）”を設定する。

－ ＣＣＢＳ番号（CCBSReference）値を解放し、その後の使用のために利用可能にする。

－ ユーザのキューから要求を削除する。そして

－ すべての保持された呼情報を削除する。

ＣＣＢＳ削除（CCBSErase）インボークコンポーネント受信時、ユーザＡは再呼び出しモード

（RecallMode）に応じて要求に次のように対応する。

－ 再呼び出しモード（RecallMode）が特定再呼び出し（specificRecall）を示す場合、ユーザはユーザ

によって保持されたＣＣＢＳ番号（CCBSReference）に関連しない要求を無視する。もしくは

－ 再呼び出しモード（RecallMode）がグローバル再呼び出し（globalRecall）を示す場合、この要求が

ユーザに適用可能であるかどうか決定する際に、ユーザは伝達能力情報要素、高位レイヤ整合性情

報要素および低位レイヤ整合性情報要素を検証する。さらに、要求がユーザに適用可能であるかど

うか決定する時に、ユーザはユーザＡのサブアドレス（subAddressOfA）を検証し得る。

9.1.8.2　例外手順

適用されない。

9.1.9　ユーザＢ空きユーザＡビジー時の手順

9.1.9.1　通常動作

ユーザＡの網は、ユーザＢが空きであることを通知され、ユーザＡがビジーまたはＣＣＢＳビジー（９．

１．１０節の手順を用いて決定される）のいずれかの場合、網は、ユーザＡへＣＣＢＳユーザＢ空き

（CCBSBFree）インボークコンポーネントを送信することでユーザＡヘ通知し、リモート網でのＣＣＢＳ

処理を中断して、Ｂチャネルの切断復旧まで待つ。

ＴＴＣ注－ユーザＡビジー時のＣＣＢＳ処理中断に関して対象となる網を明記した。

網は、アーギュメントとして再呼び出しモード（RecallMode）、ＣＣＢＳ番号（CCBSReference）およ

び９．１．１２節の手順に従いユーザＢのアドレス（addressOfB）、ＪＴ－Ｑ９３１情報要素

（q931InfoElement）、もし利用可能ならばユーザＡのサブアドレス（subAddressOfA）を含むＣＣＢＳユ

ーザＢ空き（CCBSBFree）インボークコンポーネントをユーザＡへ送信する。網がユーザＡのアクセスに

おいてポイント・ポイント構成が存在することを知っているならば、網は、本インボークコンポーネント

を標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．２節の手順に従い送信する。もしそうでなければ、網は、本

インボークコンポーネントを標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．３節の手順に従い送信する。

ＣＣＢＳユーザＢ空き（CCBSBFree）インボークコンポーネントを受信した時、ユーザＡは、９．１．
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１２節の手順により決定される要求と整合する場合を除いて、本インボークコンポーネントを無視する。

本インボークコンポーネントを受け入れるユーザは、それをユーザＢが現在空きであるという表示として

扱う。

Ｂチャネルの切断復旧または網に依存するその他のイベント（例えば周期的なチェック）が発生し、か

つＣＣＢＳ処理中断の時、網は、９．１．１０節の手順に従いユーザＡがビジーあるいはＣＣＢＳビジー

のいずれでもないかを決定する。ユーザＡがビジーまたはＣＣＢＳビジーの場合、網はＣＣＢＳ処理の中

断を継続する。ユーザＡがビジーあるいはＣＣＢＳビジーのいずれでもなければ、網は、ＣＣＢＳ処理を

再開し、９．２．３節の手順に従いユーザＢが空きになるのを待つ。

9.1.9.2　例外手順

リジェクトコンポーネントを受信し、かつ、インボーク識別子が含まれている場合、網は何ら動作を起

こさない。

9.1.10　ユーザＡ監視手順

9.1.10.1　通常動作

網は、ユーザＡがＣＣＢＳビジーかどうかを判定する。

ユーザＡがＣＣＢＳビジーでない場合、ユーザＡがビジーでないかを決定するために、網はタイマＴ－

ＣＣＢＳ１を開始し、ユーザＡへＣＣＢＳ状態要求（CCBSStatusRequest）インボークコンポーネントを送

信する。そのインボークコンポーネントには、アーギュメントとしてＣＣＢＳ番号（CCBSReference）、

再呼び出しモード（RecallMode）および９．１．１２節の手順に従いＪＴ－Ｑ９３１情報要素

（q931InfoElement）、もし利用可能ならばユーザＡのサブアドレス（subAddressOfA）を含む。再呼び出

しモード（RecallMode）は、適切な再呼び出しモードを表示するように設定される。網がユーザＡのアク

セスにポイント・ポイント構成が存在することを知っているならば、網は、本インボークコンポーネント

を標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．２節の手順に従い送信する。もしそうでなければ、網は、本

インボークコンポーネントを標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．３節の手順に従い送信する。

本インボークコンポーネントを受信した時、ユーザＡは、提供するサービスが９．１．１２節の手順に

よって決定される要求と整合する場合を除いて、ユーザＡは、本インボークコンポーネントを無視する。

本インボークコンポーネントを受け入れるユーザは、標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．２節の

手順に従いＣＣＢＳ状態要求（CCBSStatusRequest）リターンリザルトコンポーネントを網へ送信する。そ

のリターンリザルトコンポーネントは、９．１．１２節の手順に従いＪＴ－Ｑ９３１情報要素

（q931InfoElement）によって決定される要求と整合する呼に関するユーザ状態を表示する。

空きを示す最初のＣＣＢＳ状態要求（CCBSStatusRequest）リターンリザルトコンポーネントを受信し、

もし、ユーザＡがＣＣＢＳビジーでないならば、網は、タイマＴ－ＣＣＢＳ１を停止し、ユーザＡはビジ

ーではないと決定する。

ビジーを示すＣＣＢＳ状態要求（CCBSStatusRequest）リターンリザルトコンポーネントを受信し、網が

ポイント・ポイント構成が存在することを知っている時、網は、タイマＴ－ＣＣＢＳ１を停止し、ユーザ

Ａはビジーであると決定する。
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タイマＴ－ＣＣＢＳ１が満了し、ビジーを示すＣＣＢＳ状態要求（CCBSStatusRequest）リターンリザル

トコンポーネントのみを受信した場合、網は、ユーザＡはビジーであると決定する。

9.1.10.2　例外手順

タイマＴ－ＣＣＢＳ１が満了し、網においてＣＣＢＳ状態要求（CCBSStatusRequest）リターンリザルト

コンポーネントが受信されていない場合、網は、９．１．２節に従いＣＣＢＳ付加サービスを非活性化す

る。

リジェクトコンポーネントが受信され、かつ、インボーク識別子が含まれている場合、ユーザまたは網

は、このコンポーネントを無視する。

9.1.11　呼情報保持

呼情報保持手順は、呼情報を必要とする付加サービスが動作する場合に、その特定の呼に対して使用さ

れる。

注－呼情報保持手順は、汎用的なものとして考慮されなければならない。これは、特定の呼に対して適用

可能な多くの付加サービスに対して、保持された情報が利用可能でありうることを意味する。

9.1.11.1　通常動作

  呼情報保持手順を提供するために、網は以下を行う。

－ 呼リンケージ識別子（CallLinkageID）に対して新たな値を選択する。

－ 呼情報および呼リンケージ識別子（CallLinkageID）を保持する。

－ タイマＴ－ＲＥＴＥＮＴＩＯＮを開始する。および、

－ 呼リンケージ識別子（CallLinkageID）を含む呼情報保持（CallInfoRetain）インボークコンポーネント

を、標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．１節の手順に従い適切な呼切断復旧メッセージにより、ユ

ーザＡへ送信する。

網は、汎用的な保持手順に対して同時に対象となりうる呼数を規制しうる。

呼リンケージ識別子（CallLinkageID）は、保持された呼情報を参照するために使用する識別子である。

呼リンケージ識別子（CallLinkageID）は、アクセス全体で意味を持つ。

呼情報保持（CallInfoRetain）インボークコンポーネントを受信した時、ユーザは、呼リンケージ識別子

（CallLinkageID）を保持し、付加サービスを制御するためにそれを使用しうる。

呼情報を要求する付加サービスの動作時に、網は、その付加サービスのために呼情報を利用可能にする。

その時、網は、他の付加サービスがその情報を必要としないことを知っているならば、保持された呼情報

を解放しうる。そうでなければ、網は、タイマＴ－ＲＥＴＥＮＴＩＯＮが満了するまで、他の付加サービ

スのために呼情報を保持する。

もし、付加サービスの動作時に網が呼情報を解放する場合、網は、タイマＴ－ＲＥＴＥＮＴＩＯＮを停

止し、呼リンケージ識別子（CallLinkageID）を解放し、その値を後続使用のために利用可能とし、不要と
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なった保持中の呼情報を解放し、ユーザＡへ呼リンケージ識別子（CallLinkageID）を含む呼リンケージ識

別子削除（EraseCallLinkageID）インボークコンポーネントを送信する。網がサービス対象ユーザのアクセ

スにポイント・ポイント構成が存在することを知っているならば、網は、この情報を標準ＪＴ－Ｑ９３２

［２］の６．３．２．２節の手順に従い送信する。そうでなければ、網は、この情報を標準ＪＴ－Ｑ９３

２［２］の６．３．２．３節の手順に従い送信する。

もし、タイマＴ－ＲＥＴＥＮＴＩＯＮが満了した場合、網は、呼リンケージ識別子（CallLinkageID）値

を解放し、その値を後続使用のために利用可能にし、保持された全呼情報を解放し、ユーザＡへ呼リンケ

ージ識別子（CallLinkageID）を含む呼リンケージ識別子削除（EraseCallLinkageID）インボークコンポーネ

ントを送信する。網がサービス対象ユーザのアクセスにポイント・ポイント構成が存在することを知って

いるならば、網は、この情報を標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．２節の手順に従い送信する。そ

うでなければ、網は、この情報を標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．３節の手順に従い送信する。

呼リンケージ識別子削除（EraseCallLinkageID）インボークコンポーネントを受信した時、ユーザは、も

しあれば、呼リンケージ識別子（CallLinkageID）値に関する情報を削除する。

9.1.11.2　例外手順

網がリジェクトコンポーネントを受信し、かつ、インボーク識別子が含まれている場合、網は、タイマ

Ｔ－ＲＥＴＥＮＴＩＯＮを停止し、呼リンケージ識別子（CallLinkageID）値を解放し、その値を後続使用

のために利用可能にし、保持された全呼情報を解放する。

9.1.12　基本呼情報と整合性の検証

9.1.12.1　通常動作

ユーザがある特定のＣＣＢＳ要求に整合しているかを決定することが出来るように、また、ユーザがあ

る提示されたＣＣＢＳ要求に関して、網によって保持された基本呼情報を識別することが出来るように、

網は保持された呼情報をユーザに送出することを要求される。以下の基本呼情報が、適切なコンポーネン

トによってユーザに提供される。

－ ＪＴ－Ｑ９３１情報要素（q931InfoElement）は、伝達能力情報を１つもしくはそれ以上の数の伝達

能力情報要素の中に含む。そして、もし可能であるならば、高位レイヤ整合性情報を１つもしくは

それ以上の数の高位レイヤ整合性情報要素の中に、そして低位レイヤ整合性情報を低位レイヤ整合

性情報要素の中に含む。

－ ユーザＢのアドレス（addressOfB）は、着アドレス情報を含む。

－ ユーザＡのサブアドレス（subAddressOfA）は、もし可能であるならば、発サブアドレス情報を含

む。

この情報を含むコンポーネントを受信し、そして、

－ 再呼び出しモード（RecallMode）が、特定再呼び出し（specificRecall）の場合、ユーザは、そのユ

ーザによって保持されたＣＣＢＳ番号（CCBSReference）に関連するＣＣＢＳ要求にのみ整合する。

もしくは、

－ 再呼び出しモード（RecallMode）が、グローバル再呼び出し（globalRecall）の場合、ユーザは、以

下に示す様に、伝達能力情報要素、高位レイヤ整合性情報要素、そして低位レイヤ整合性情報要素

によって定義されるすべての基本サービスに整合するＣＣＢＳ要求にのみ整合する。
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・もし、ただ一つの伝達能力情報要素と高位レイヤ整合性情報要素が存在するならば、整合性の

検証は伝達能力情報要素を用いて、そして、もし可能であるならば、標準ＪＴ－Ｑ９３１

［１］のＢ．３．２節およびＢ．３．３節に従い高位レイヤ整合性情報要素および低位レイヤ

整合性情報要素を用いて行われる。

・もし、伝達能力情報要素もしくは高位レイヤ整合性情報要素が複数存在するならば、整合性の

検証は、有効な伝達能力情報要素と高位レイヤ整合性情報要素の組み合わせ各々について行わ

れる。

－ 付け加えて、ユーザは、そのユーザがＣＣＢＳ要求に整合するかどうかを決定するに際して、ユー

ザＡのサブアドレス（subAddressOfA）を検証しうる。

9.1.12.2　例外手順

適用されない。

9.2　リモートユーザ網インタフェースにおける手順

9.2.1　ＣＣＢＳ要求の受諾

9.2.1.1　通常動作

提示された着信先に対するＣＣＢＳ活性化の要求は、以下の場合、リモートユーザ網によって受け入れ

られ、キューイングされる。

－ リモートユーザが、提示された基本サービスに加入している。

－ 提示された着信先に対するＣＣＢＳ要求の数が制限を越えていない。

（この制限は、網提供者オプションであり、最大値は５である。）

－ リモートユーザが、その着信先に対してＣＣＢＳ付加サービスの活性化を妨げる付加サービスをイ

ンボークしていない。そして、

－ 少なくとも、整合するユーザＢが一ユーザは存在する。

注－整合する端末が存在するかどうかを決定する手順は、網依存であり、整合性の検証手順を提供しない

網もありうる。

9.2.1.2　例外手順

もし、リモートユーザ網がＣＣＢＳの活性化要求を受け入れることが出来ないならば、リモートユーザ

網は、ＣＣＢＳ要求が拒否されたことを、“短期間の拒否（shortTermDenial）”を示したエラーとともに

サービス対象ユーザ網に通知する。

9.2.2　ＣＣＢＳキュー処理

9.2.2.1　通常動作

実際のキュー処理の仕組みは、この標準の規定範囲外ではあるが、キューイングされているＣＣＢＳ要

求は、時系列順に処理される。ＣＣＢＳキューを処理している間は、そのとき中断されているＣＣＢＳ要

求（９．２．４．２節参照）は無視される。

もし、何らかの理由で、ＣＣＢＳ要求の処理によって、ＣＣＢＳ呼が生起しなかった場合、そのユーザ

に対する次のＣＣＢＳ要求が処理のために選択される。

もし、すべてのキューが処理され、ＣＣＢＳ呼が生起しなかった場合、処理は完了し、そのユーザ状態

に変化があった（例えば、呼が切断された）か、サービス対象ユーザ網がＣＣＢＳ要求が中断状態でなく
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なることを要求するか、サービス対象ユーザ網がそのキューに新たなＣＣＢＳ要求を加えること要求した

ときのみ再開始される。

もし、ユーザＢがＣＣＢＳ要求をインボークしており、それらが中断されているならば、それらのＣＣ

ＢＳ要求はＣＣＢＳキュー処理に先立って処理される。

9.2.2.2　例外手順

適用されない。

9.2.3　リモートユーザ空きの決定

9.2.3.1　通常動作

提示されたＣＣＢＳ呼を受け入れるために、以下の手順が続いて行われる。

もし、

－ 空きＢチャネルが存在する。

－ 少なくとも、整合するユーザＢが一ユーザは存在する。

注１－整合する端末が存在するかどうかを決定する手順は、網依存であり、整合性の検証手順を

提供しない網もありうる。そして、

－ そのサービスが既存サービスでない、

ならば、網はＢチャネルを予約し、網依存の整合性の検証手順を用いることで、整合性があり、かつ空き

のユーザが存在するかを決定し、もし存在するならば、タイマＴ－ＣＣＢＳ４を開始する。もし、網が

“整合性がありビジー”という表示のみを受信したならば、網はＣＣＢＳキューの中から次のＣＣＢＳ要

求を選択し、９．２．２節に規定されたように処理を続行し、いかなるＢチャネルの予約も解除する。

この場合のＢチャネルの予約とは、最後の空きＢチャネルは、着呼に対して割り当てられないことを意

味している。その予約Ｂチャネルは、発呼に用いられることはありうる。現在処理されているＣＣＢＳ要

求と同一でないサービス要求とアドレス情報がある場合のみ、着呼はユーザＢに提供される。同一呼は、

理由表示値＃３４“利用可回線／チャネルなし”とともに拒否される。着呼と現在処理されているＣＣＢ

Ｓ要求が同一であるかを決定するために、もし利用可能であるならば、以下の基本呼情報が比較される。

－ 高位レイヤ整合性情報

－ 低位レイヤ整合性情報

－ 着アドレス情報

注２－コールウェイティング付加サービスとのそれ以上の相互作用は、１２．１節に規定される。

タイマＴ－ＣＣＢＳ４満了時に、

－ 空きＢチャネルがある。

－ 少なくとも、整合するユーザＢが一ユーザは存在する。

注３－整合する端末が存在するかどうかを決定する手順は、網依存であり、整合性の検証手順を

提供しない網もありうる。そして、

－ もし、そのサービスが既存サービスでない、

ならば、網はＢチャネルを予約し、網依存の整合性の検証手順を用いることで、整合性があり、かつ空き

のユーザが存在するかを決定し、もし存在するならば、網はサービス対象ユーザ網に、リモートユーザが

空きであることを通知する。もし、網が“整合性がありビジー”という表示のみを受信したならば、網は

ＣＣＢＳキューの中から次のＣＣＢＳ要求を選択し、９．２．２節に規定されたように処理を続行し、い
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かなるＢチャネルの予約も解除する。

タイマＴ－ＣＣＢＳ４の満了後のＢチャネルの予約は、最後の空きＢチャネルが、ＣＣＢＳ呼を除いて、

着呼に対して割り当てられないことを意味している。それでも他のＢチャネルが利用可能であるならば、

他の着呼が標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］の５．２節の手順に従い許可されうる。Ｂチャネルの予約は、発呼

が最後の空きＢチャネルを使用するのを制限するものではない。

9.2.3.2　例外手順

もし、整合性のあるユーザが存在しないならば、網はその予約を解放し、ＣＣＢＳ付加サービスを非活

性化する。

タイマＴ－ＣＣＢＳ４が満了し、もし利用可能なＢチャネルが存在しないならば、網は、いかなるＢチ

ャネルの予約も解除し、Ｂチャネルが空きになるのを待つ。

9.2.4　ＣＣＢＳ呼

9.2.4.1　通常動作

サービス対象ユーザがＣＣＢＳ呼を確立する場合、網は、Ｂチャネル予約を解除し、標準ＪＴ－Ｑ９３

１［１］の５．２節の手順に従いユーザＢに対し呼を提供する。

ユーザが「呼出」（ALERTING）または「応答」（CONNECT）メッセージで呼を受け入れた場合、網

は、ＣＣＢＳ要求を非活性化し、標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］の手順に従い処理を行う。

9.2.4.2　例外手順

サービス対象ユーザがＣＣＢＳ呼を確立し、リモートユーザが再びビジーであると決定された場合、網

はサービス対象ユーザの網に通知し、使われている保持オプションによりＣＣＢＳ要求を保持、またはＣ

ＣＢＳ要求を非活性化する。

サービス対象ユーザがＣＣＢＳ呼を確立しないで、サービス対象ユーザの網がＣＣＢＳ要求を非活性化

する場合、網はＣＣＢＳ要求を非活性化し、Ｂチャネル予約を解除する。

サービス対象ユーザがＣＣＢＳ呼を確立し、リモートユーザが呼を受け入れない、または呼がビジー以

外の理由で拒否される場合、網はＣＣＢＳ要求を非活性化し、サービス対象ユーザの網に通知する。

サービス対象ユーザの網がＣＣＢＳ要求の中断を示す場合、網はＣＣＢＳ要求を中断し、Ｂチャネル予

約を解除する。

9.2.5　基本呼に対するＣＣＢＳの作用

9.2.5.1　通常動作

タイマＴ－ＣＣＢＳ４が起動中、またはＣＣＢＳ呼を待っているときに、網は、予約のＢチャネル以外

のＢチャネルが利用可能であるなら、ユーザに対して新しい着呼を提供する。

9.2.5.2　例外手順

適用されない。



ＪＴ－Ｑ９５３ － 44 －

１０．私設ＩＳＤＮとの相互接続手順

以下の節では、元の呼の試み、いつＣＣＢＳ呼が確立できるかを決定するためのシグナリングアソシエ

ーションとＣＣＢＳ呼の確立に関連付けられた手順を網羅する。これらの３つの手順に関連付けられたプ

ロトコルは同じインタフェースにおいて存在する必要はない。

10.1　発側Ｔ参照点の手順

10.1.1　ＣＣＢＳ利用可能表示

10.1.1.1　通常動作

標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］の５．１節の手順に従い呼を確立しようとした場合、公衆網が着信先ビジー

に遭遇し、ＣＣＢＳ付加サービスが着信先に対して利用可能である場合、公衆網は標準ＪＴ－Ｑ９３２

［２］の６．３．１節の手順に従って適切な切断復旧メッセージで、ＣＣＢＳ－Ｔ－利用可能（CCBS-T-

Available）インボークコンポーネントを私設網に送る。

ＣＣＢＳ－Ｔ－利用可能（CCBS-T-Available）インボークコンポーネントを受信した時、私設網は１０．

１．２節の手順に従ってＣＣＢＳをインボークし得る。

10.1.1.2　例外手順

適用されない。

10.1.2　ＣＣＢＳ付加サービス要求

10.1.2.1　通常動作

公衆網とシグナリングアソシエーションを確立し、ＣＣＢＳの活性化を要求するために、私設網は、標

準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．１．１節で定義された手順に従いＣＣＢＳ－Ｔ－要求（CCBS-T-

Request）インボークコンポーネントを公衆網に送信する。ＣＣＢＳ－Ｔ－要求（CCBS-T-Request）インボ

ークコンポーネントは、パラメータとして、伝達能力情報要素、着信先アドレス（destinationAddress）、

保持サポート有無（retentionSupported）、そしてもし利用可能であるなら高位レイヤ整合性情報要素と低

位レイヤ整合性情報要素を含む。保持サポート有無（retentionSupported）パラメータは、私設網が保持オ

プションをサポートする場合、真（TRUE）に設定される。保持サポート有無（retentionSupported）パラメ

ータは、私設網が保持オプションをサポートしない場合、偽（FALSE）に設定される。

標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．１．１節の手順の一部として確立された呼番号は、ＣＣＢＳ

付加サービスのこのインスタンスを識別するために、シグナリングアソシエーションを使用するすべての

後続のメッセージで使用される。

ＣＣＢＳ－Ｔ－要求（CCBS-T-Request）インボークコンポーネントの受信時、公衆網は着信先が空きで

あるか監視を開始し、標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．１．２節で定義された手順に従いＣＣＢ

Ｓ－Ｔ－要求（CCBS-T-Request）リターンリザルトコンポーネントを私設網に送る。ＣＣＢＳ－Ｔ－要求

（CCBS-T-Request）リターンリザルトコンポーネントは保持サポート有無（retentionSupported）パラメー

タを含む。リターンリザルトコンポーネントの保持サポート有無（retentionSupported）パラメータは、イ

ンボークコンポーネントの保持サポート有無（retentionSupported）パラメータの値が真（TRUE）に設定さ

れ、公衆網が保持オプションをサポートする場合、真（TRUE）に設定される。保持サポート有無

（ retentionSupported ） パ ラ メ ー タ は 、 イ ン ボ ー ク コ ン ポ ー ネ ン ト の 保 持 サ ポ ー ト 有 無
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（retentionSupported）パラメータの値が真（TRUE）に設定され、公衆網が保持オプションをサポートしな

い 場 合 、 偽 （ FALSE ） に 設 定 さ れ る 。 イ ン ボ ー ク コ ン ポ ー ネ ン ト の 保 持 サ ポ ー ト 有 無

（retentionSupported）パラメータの値が偽（FALSE）に設定された場合、リターンリザルトコンポーネン

トの保持サポート有無（retentionSupported）パラメータは意味がない。さらに公衆網はタイマＴ－ＣＣＢ

Ｓ６を開始させる。

ＴＴＣ注－リターンリザルトコンポーネント中の保持サポート有無を設定する網は、公衆網であることを、

明確化のため追記した。

ＣＣＢＳ－Ｔ－要求（CCBS-T-Request）リターンリザルトコンポーネントの受信時、私設網は１０．１．

３節の手順に従い着信先が空きであるという表示を待ち受ける。

私設網と公衆網両方が保持オプションをサポートする場合、保持オプションは後続の手順で使われる。

私設網と公衆網いずれかあるいは両方が保持オプションをサポートしない場合、保持オプションは後続の

手順で使われない。

10.1.2.2　例外手順

公衆網がＣＣＢＳ－Ｔ－要求（CCBS-T-Request）と異なったＣＣＢＳ関連のインボークコンポーネント

を示すシグナリングアソシエーションの確立の要求を受信した場合、公衆網は理由表示＃２９“ファシリ

ティ拒否”で標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．１．３節で定義された手順に従いシグナリングア

ソシエーションを切断復旧する。

ＣＣＢＳ付加サービスに加入していないために、公衆網がＣＣＢＳ要求を受け入れない場合、公衆網は

私設網に対して“ユーザ未契約（userNotSubscribed）”を示すＣＣＢＳ－Ｔ－要求（CCBS-T-Request）リ

ターンエラーコンポーネントを送信し、標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．１．３節で定義された

手順に従いシグナリングアソシエーションを切断復旧する。

ＣＣＢＳが着信先に対して利用可能でない（例えば非ＣＣＢＳ網との相互接続）ため、公衆網がＣＣＢ

Ｓ要求を受け入れない場合、公衆網は私設網に対して“長期間の拒否（longTermDenial）”を示すＣＣＢ

Ｓ－Ｔ－要求（CCBS-T-Request）リターンエラーコンポーネントを送信し、標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の

６．３．２．１．３節で定義された手順に従いシグナリングアソシエーションを切断復旧する。

ＣＣＢＳをたまたま着信先に対して提供できない（例えばキューの輻輳あるいは付加サービス相互作

用）ために、公衆網がＣＣＢＳ要求を受け入れない場合、公衆網は私設網に対して“短期間の拒否

（shortTermDenial）”を示すＣＣＢＳ－Ｔ－要求（CCBS-T-Request）リターンエラーコンポーネントを送

信し、標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．１．３節で定義された手順に従いシグナリングアソシエ

ーションを切断復旧する。

リジェクトコンポーネントを受信し、かつ、インボーク識別子が含まれている場合、私設網は標準ＪＴ

－Ｑ９３２［２］の６．３．２．１．３節で定義された手順に従いシグナリングアソシエーションを切断

復旧する。
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10.1.3　リモートユーザ空き表示

10.1.3.1　通常動作

着信先が空きになり、公衆網がＣＣＢＳ呼を受け入れる準備ができている時、公衆網は、標準ＪＴ－Ｑ

９３２［２］の６．３．２．１．２節で定義された手順に従い、シグナリングアソシエーションを使用し、

私設網にＣＣＢＳ－Ｔ－リモートユーザ空き（CCBS-T-RemoteUserFree）インボークコンポーネントを送

信する。

ＣＣＢＳ－Ｔ－リモートユーザ空き（CCBS-T-RemoteUserFree）インボークコンポーネントを受け取っ

た後で、私設網がＣＣＢＳを中断する必要がなく、ＣＣＢＳ呼を確立する準備ができている場合、私設網

は１０．１．６節の手順に従いＣＣＢＳ呼確立を要求する。

ＣＣＢＳ－Ｔ－リモートユーザ空き（CCBS-T-RemoteUserFree）インボークコンポーネントを受け取っ

た後で、私設網がＣＣＢＳを中断する必要がある場合、私設網は１０．１．４節の手順に従い処理を行う。

10.1.3.2　例外手順

リジェクトコンポーネントが受信され、かつ、インボーク識別子が含まれている場合、公衆網は標準Ｊ

Ｔ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．１．３節で定義された手順に従いシグナリングアソシエーションを切

断復旧する。

10.1.4　中断要求

10.1.4.1　通常動作

ＣＣＢＳ要求の中断を要求するためには、私設網は標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．１．２節

の手順に従い、シグナリングアソシエーションを用いて公衆網にＣＣＢＳ－Ｔ－中断（CCBS-T-Suspend）

インボークコンポーネントを送信する。

ＣＣＢＳ－Ｔ－中断（CCBS-T-Suspend）インボークコンポーネント受信時に、公衆網は１０．１．５節

の手順に従いＣＣＢＳ要求の再開を待つ。

10.1.4.2　例外手順

リジェクトコンポーネントを受信し、かつ、インボーク識別子が含まれている場合、私設網は標準ＪＴ

－Ｑ９３２［２］の６．３．２．１．３節で定義された手順に従いシグナリングアソシエーションを切断

復旧する。

10.1.5　再開要求

10.1.5.1　通常動作

ＣＣＢＳ要求の再開を要求するためには、私設網は標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．１．２節

の手順に従い、シグナリングアソシエーションを用いて公衆網にＣＣＢＳ－Ｔ－再開（CCBS-T-Resume）

インボークコンポーネントを送信する。

ＣＣＢＳ－Ｔ－再開（CCBS-T-Resume）要求の受信時に、公衆網は着信先が空きであるかの監視を再開

する。
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10.1.5.2　例外手順

リジェクトコンポーネントを受信し、かつ、インボーク識別子が含まれている場合、私設網は標準ＪＴ

－Ｑ９３２［２］の６．３．２．１．３節で定義された手順に従いシグナリングアソシエーションを切断

復旧する。

10.1.6　ＣＣＢＳ呼確立

10.1.6.1　通常動作

ＣＣＢＳ呼の確立を開始するためには、私設網は、元の呼の試みで使用された呼確立情報を用いて、標

準ＪＴ－Ｑ９３１［１］の５．１節の手順に従い、公衆網に「呼設定」（SETUP）メッセージを送信する。

さらに、私設網は、このメッセージがＣＣＢＳ呼を確立するのに使用されることを示すために、ファシリ

ティ情報要素にＣＣＢＳ－Ｔ－呼（CCBS-T-Call）インボークコンポーネントを含む。

ＣＣＢＳ－Ｔ－呼（CCBS-T-Call）インボークコンポーネント受信時に、公衆網は着信先への呼の確立

を処理する。

「呼出」（ALERTING）または「応答」（CONNECT）メッセージが私設網に送信され、ＣＣＢＳ呼の

確立が成功すると、公衆網は標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．１．３節の手順に従いシグナリン

グアソシエーションを切断復旧し、タイマＴ－ＣＣＢＳ６を停止する。

10.1.6.2　例外手順

ユーザＢが再びビジーのためにＣＣＢＳ呼の確立が失敗し、かつ、保持オプションが使用されている場

合、着側網は着信先が空きであるかの監視を再開し、公衆網は標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］の５．３．４節

で定義されている手順に従い、私設網に適切な切断復旧メッセージを送信する。

この切断復旧メッセージを受信し保持オプションが使用されている場合、私設網は１０．１．３節の手

順に従い着信先が空きである表示を待つ。

ユーザＢが再びビジーのためにＣＣＢＳ呼の確立が失敗し、そして保持オプションが使用されていない

場合、公衆網は標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］の５．３．４節で定義された手順に従い、私設網に適切な切断

復旧メッセージを送信する。この切断復旧メッセージは１０．１．１節の手順に従ったＣＣＢＳ－Ｔ－利

用可能（CCBS-T-Available）インボークコンポーネントも含む。さらに公衆網は標準ＪＴ－Ｑ９３２

［２］の６．３．２．１．３節の手順に従いシグナリングアソシエーションを切断復旧し、タイマＴ－Ｃ

ＣＢＳ６を停止する。

ＣＣＢＳ呼の確立が着信先において何か他の理由により失敗した場合、公衆網は標準ＪＴ－Ｑ９３１

［１］の５．３．４節で定義された手順に従い、私設網に適切な切断復旧メッセージを送信する。さらに

公衆網は標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．１．３節で定義された手順に従いシグナリングアソシ

エーションを切断復旧し、タイマＴ－ＣＣＢＳ６を停止する。

ＣＣＢＳ呼の確立が着信先に届く前に失敗した場合、標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］の５．３．４節に従う

基本呼手順が適用され、私設網は標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．１．３節で定義される手順に

従いシグナリングアソシエーションを切断復旧する。
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リジェクトコンポーネントを受信し、かつ、インボーク識別子が含まれている場合、私設網は標準ＪＴ

－Ｑ９３１［１］の５．３節の手順に従いＣＣＢＳ呼を切断復旧する。さらに、私設網は標準ＪＴ－Ｑ９

３２［２］の６．３．２．１．３節で定義された手順に従いシグナリングアソシエーションを切断復旧す

る。

タイマＴ－ＣＣＢＳ６の満了において、公衆網は標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．１．３節の

手順に従いシグナリングアソシエーションを切断復旧する。

10.1.7　非活性化

10.1.7.1　通常動作

私設網または公衆網がＣＣＢＳ要求を非活性化したい場合、その私設網または公衆網は標準ＪＴ－Ｑ９

３２［２］の６．３．２．１．３節の手順に従いシグナリングアソシエーションを切断復旧する。

10.1.7.2　例外手順

適用されない。

10.2　着側Ｔ参照点の手順

10.2.1　ＣＣＢＳ利用可能表示

10.2.1.1　通常動作

標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］の５．２節の手順に従い呼を確立しようとした場合、私設網が着信先ビジー

に遭遇し、かつＣＣＢＳが着信先で利用可能である場合、私設網は標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．

１．１節の手順に従う適切な切断復旧メッセージでＣＣＢＳ－Ｔ－利用可能（CCBS-T-Available）インボ

ークコンポーネントを公衆網に送信する。

ＣＣＢＳ－Ｔ－利用可能（CCBS-T-Available）インボークコンポーネントの受信時に、公衆網は１０．

２．２節の手順に従いＣＣＢＳをインボークしうる。

10.2.1.2　例外手順

適用されない。

10.2.2　ＣＣＢＳ付加サービス要求

10.2.2.1　通常動作

私設網とシグナリングアソシエーションを確立しＣＣＢＳの活性化を要求するために、公衆網は標準Ｊ

Ｔ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．１．１節で定義された手順に従い、ＣＣＢＳ－Ｔ－要求（CCBS-T-

Request）インボークコンポーネントを私設網に送信する。ＣＣＢＳ－Ｔ－要求（CCBS-T-Request）インボ

ークコンポーネントは伝達能力情報要素、着信先アドレス（destinationAddress）、保持サポート有無

（retentionSupported）、そして利用可能であれば高位レイヤ整合性情報要素と低位レイヤ整合性情報要素

をパラメータとして含んでいる。保持サポート有無（retentionSupported）パラメータは公衆網が保持オプ

ションをサポートする場合、真（TRUE）に設定される。保持サポート有無（retentionSupported）パラメー

タは公衆網が保持オプションをサポートしない場合、偽（FALSE）に設定される。

標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．１．１節の手順の一部として確立された呼番号は、ＣＣＢＳ

付加サービスの本インスタンスを識別するためにシグナリングアソシエーションを使用する全ての後続メ
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ッセージで使用される。

ＣＣＢＳ－Ｔ－要求（CCBS-T-Request）インボークコンポーネント受信時に、私設網は着信先が空きで

あるかの監視を開始し、標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．１．２節で定義された手順に従い、公

衆網にＣＣＢＳ－Ｔ－要求（CCBS-T-Request）リターンリザルトコンポーネントを送信する。ＣＣＢＳ－

Ｔ－要求（CCBS-T-Request）リターンリザルトコンポーネントは保持サポート有無（retentionSupported）

パラメータを含んでいる。リターンリザルトコンポーネント中の保持サポート有無（retentionSupported）

パラメータは、インボークコンポーネント中の保持サポート有無（retentionSupported）パラメータ値が真

（TRUE）に設定されていて、私設網が保持オプションをサポートしている場合、真（TRUE）に設定され

る。保持サポート有無（retentionSupported）パラメータは、インボークコンポーネント中の保持サポート

有無（retentionSupported）パラメータ値が真（TRUE）に設定されていて、私設網が保持オプションをサポ

ートしていなければ、偽（FALSE）に設定される。インボークコンポーネント中の保持サポート有無

（retentionSupported）パラメータ値が偽（FALSE）に設定されている場合、リターンリザルトコンポーネ

ント中の保持サポート有無（retentionSupported）パラメータは無意味である。

ＴＴＣ注－リターンリザルトコンポーネント中の保持サポート有無を設定する網は、私設網であることを、

明確化のため追記した。

ＣＣＢＳ－Ｔ－要求（CCBS-T-Request）リターンリザルトコンポーネントの受信時、公衆網は１０．２．

３節の手順に従い着信先が空きであるという表示を待つ。さらに公衆網はタイマＴ－ＣＣＢＳ５を開始す

る。

私設網と公衆網の両方が保持オプションをサポートする場合、保持オプションは後続の手順にて使用さ

れる。公衆網と私設網のどちらか、あるいはその両方が保持オプションをサポートしていない場合、保持

オプションは後続の手順では使用されない。

10.2.2.2　例外手順

私設網がＣＣＢＳ－Ｔ－要求（CCBS-T-Request）と異なるＣＣＢＳ関連のインボークコンポーネントを

示すシグナリングアソシエーションの確立の要求を受信した場合、私設網は標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の

６．３．２．１．３節で定義される手順に従い、理由表示＃２９“ファシリティ拒否”でシグナリングア

ソシエーションを切断復旧する。

ＣＣＢＳが着信先で利用不可（例えば、非ＣＣＢＳ網との相互接続）であるために、私設網がＣＣＢＳ

を受け入れられない場合、私設網は“長期間の拒否（longTermDenial）”を示すＣＣＢＳ－Ｔ－要求

（CCBS-T-Request）リターンエラーコンポーネントを公衆網に送信し、標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．

３．２．１．３節で定義された手順に従いシグナリングアソシエーションを切断復旧する。

ＣＣＢＳをたまたま着信先に提供できない（例えばキューの輻輳や付加サービスの相互作用）ために、

私設網がＣＣＢＳ要求を受け入れられない場合、私設網は“短期間の拒否（shortTermDenial）”を示すＣ

ＣＢＳ－Ｔ－要求（CCBS-T-Request）リターンエラーコンポーネントを公衆網に送信し、標準ＪＴ－Ｑ９

３２［２］の６．３．２．１．３節で定義された手順に従いシグナリングアソシエーションを切断復旧す

る。
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公衆網が“ユーザー未契約（userNotSubscribed）”を示すＣＣＢＳ－Ｔ－要求（CCBS-T-Request）リタ

ーンエラーコンポーネントを受信した場合、“長期間の拒否（longTermDenial）”として扱う。

リジェクトコンポーネントを受信し、かつ、インボーク識別子が含まれている場合、公衆網は標準ＪＴ

－Ｑ９３２［２］の６．３．２．１．３節で定義された手順に従い、シグナリングアソシエーションを切

断復旧する。

10.2.3　リモートユーザ空き表示

10.2.3.1　通常動作

着信先が空きになり、私設網がＣＣＢＳ呼を受け入れる準備ができている場合、私設網は、標準ＪＴ－

Ｑ９３２［２］の６．３．２．１．２節で定義された手順に従い、シグナリングアソシエーションを使用

し、公衆網にＣＣＢＳ－Ｔ－リモートユーザ空き（CCBS-T-RemoteUserFree）インボークコンポーネント

を送信する。

ＣＣＢＳ－Ｔ－リモートユーザ空き（CCBS-T-RemoteUserFree）インボークコンポーネントを受け取っ

た後で、公衆網がＣＣＢＳを中断する必要がなく、ＣＣＢＳ呼を確立する準備ができている場合、公衆網

は１０．２．６節の手順に従いＣＣＢＳ呼確立を要求する。

ＣＣＢＳ－Ｔ－リモートユーザ空き（CCBS-T-RemoteUserFree）インボークコンポーネントを受け取っ

た後で、公衆網がＣＣＢＳを中断する必要がある場合、公衆網は１０．２．４節の手順に従い処理を行う。

10.2.3.2　例外手順

リジェクトコンポーネントを受信し、かつ、インボーク識別子が含まれている場合、私設網は標準ＪＴ

－Ｑ９３２［２］の６．３．２．１．３節で定義された手順に従いシグナリングアソシエーションを切断

復旧する。

10.2.4　中断要求

10.2.4.1　通常動作

ＣＣＢＳ要求の中断を要求するために、公衆網は標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．１．２節の

手順に従い、シグナリングアソシエーションを用いて私設網にＣＣＢＳ－Ｔ－中断（CCBS-T-Suspend）イ

ンボークコンポーネントを送信する。

ＣＣＢＳ－Ｔ－中断（CCBS-T-Suspend）インボークコンポーネント受信時に、私設網は１０．２．５節

の手順に従い、ＣＣＢＳ要求の再開を待つ。

10.2.4.2　例外手順

リジェクトコンポーネントを受信し、かつ、インボーク識別子が含まれている場合、公衆網は標準ＪＴ

－Ｑ９３２［２］の６．３．２．１．３節で定義された手順に従いシグナリングアソシエーションを切断

復旧する。

10.2.5　再開要求

10.2.5.1　通常動作

ＣＣＢＳ要求の再開を要求するために、公衆網は標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．１．２節の
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手順に従い、シグナリングアソシエーションを用いて私設網にＣＣＢＳ－Ｔ－再開（CCBS-T-Resume）イ

ンボークコンポーネントを送信する。

ＣＣＢＳ－Ｔ－再開（CCBS-T-Resume）要求の受信時に、私設網は着信先が空きであるかの監視を再開

する。

10.2.5.2　例外手順

  リジェクトコンポーネントを受信し、かつ、インボーク識別子が含まれている場合、公衆網は標準ＪＴ

－Ｑ９３２［２］の６．３．２．１．３節で定義された手順に従いシグナリングアソシエーションを切断

復旧する。

10.2.6　ＣＣＢＳ呼確立

10.2.6.1　通常動作

ＣＣＢＳ呼の確立を開始するために、公衆網は元の呼の試みで使用された呼確立情報を用いて、標準Ｊ

Ｔ－Ｑ９３１［１］の５．２節の手順に従い、私設網に「呼設定」（SETUP）メッセージを送信する。さ

らに、公衆網は、本メッセージがＣＣＢＳ呼を確立するのに用いられることを示すために、ファシリティ

情報要素中にＣＣＢＳ－Ｔ－呼（CCBS-T-Call）インボークコンポーネントを含む。

ＣＣＢＳ－Ｔ－呼（CCBS-T-Call）インボークコンポーネント受信時に、私設網は着信先への呼の確立

を処理する。

「呼出」（ALERTING）または「応答」（CONNECT）メッセージが公衆網に送信され、ＣＣＢＳ呼の

確立が成功すると、私設網は標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．１．３節の手順に従いシグナリン

グアソシエーションを切断復旧する。

10.2.6.2　例外手順

ユーザＢが再びビジーのためにＣＣＢＳ呼の確立が失敗し、かつ保持オプションが使用されている場合、

着側網は着信先が空きであるかの監視を再開し、私設網は標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］の５．３．４節で定

義されている手順に従い、公衆網に適切な切断復旧メッセージを送信する。

ビジーのためにＣＣＢＳ呼が失敗したという表示を公衆網が受信し、かつ保持オプションが使用されて

いる場合、公衆網は１０．２．３節の手順に従い着信先が空きである表示を待つ。

ユーザＢが再びビジーのためにＣＣＢＳ呼の確立が失敗し、そして保持オプションが使用されていない

場合、私設網は標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］の５．３．４節の手順に従い、公衆網に適切な切断復旧メッセ

ージを送信する。この切断復旧メッセージは１０．１．１節の手順に従ったＣＣＢＳ－Ｔ－利用可能

（CCBS-T-Available）インボークコンポーネントも含む。さらに私設網は標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．

３．２．１．３節の手順に従いシグナリングアソシエーションを切断復旧する。

ＣＣＢＳ呼の確立が着信先において何か他の理由により失敗した場合、私設網は標準ＪＴ－Ｑ９３１

［１］の５．３．４節で定義された手順に従い、ＣＣＢＳ呼を切断復旧する。さらに私設網は標準ＪＴ－

Ｑ９３２［２］の６．３．２．１．３節で定義された手順に従いシグナリングアソシエーションを切断復

旧する。
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ＣＣＢＳ呼の確立が着信先に届く前に失敗した場合、標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］の５．３節に従う基本

呼手順が適用され、公衆網は標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．１．３節で定義される手順に従い

シグナリングアソシエーションを切断復旧する。

リジェクトコンポーネントを受信し、かつ、インボーク識別子が含まれている場合、公衆網は標準ＪＴ

－Ｑ９３１［１］の５．３節の手順に従いＣＣＢＳ呼を切断復旧する。さらに、公衆網は標準ＪＴ－Ｑ９

３２［２］の６．３．２．１．３節で定義された手順に従いシグナリングアソシエーションを切断復旧す

る。

タイマＴ－ＣＣＢＳ５の満了時、もしシグナリングアソシエーションがまだ確立されているならば、公

衆網は標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．１．３節の手順に従いシグナリングアソシエーションを

切断復旧する。

10.2.7　非活性化

10.2.7.1　通常動作

私設網または公衆網がＣＣＢＳ要求を非活性化したい場合、その公衆網または私設網は標準ＪＴ－Ｑ９

３２［２］の６．３．２．１．３節の手順に従いシグナリングアソシエーションを切断復旧する。

10.2.7.2　例外手順

適用されない。

１１．他網との相互作用

11.1　非ＩＳＤＮとの相互作用

ビジー／空き状態を決定することができる別の網へ呼の設定が要求される場合、ユーザは手順上の差異

を意識することはない。特に、ＣＣＢＳが非ＩＳＤＮに対してサポートされているならば、ＩＳＤＮと非

ＩＳＤＮユーザ間またはその逆でビジーに遭遇した呼に対してＣＣＢＳを活性化することを可能とすべき

である。

注－ユーザＢの非ＩＳＤＮ上の手順は異なりうる。また、ＩＳＤＮユーザＡは効率上の差異を認識するか

もしれない（例えば、ＣＣＢＳ呼が再びビジーに遭遇する確率が高くなるかもしれない）。加えて、

通常の着信呼とＣＣＢＳ呼を区別できない網では、ＣＣＢＳ呼は成功しないこともありうる。

ビジー／空き状態を決定することができない別の網へ、呼の設定が要求される場合、網は、ＣＣＢＳ要

求（CCBSRequest）インボークコンポーネントに対する“長期間の拒否（longTermDenial）”を含むＣＣ

ＢＳ要求（CCBSRequest）リターンエラーコンポーネントをユーザＡへ送信する。

１２．他の付加サービスとの相互作用

12.1　コールウェイティング（ＣＷ）

12.1.1　コーディング上の要求条件

影響なし。
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12.1.2　Ｓ／Ｔ一致参照点でのシグナリング手順

12.1.2.1　通常動作

着信先のＣＣＢＳキューにあるＣＣＢＳ要求は、コールウェイティング呼が存在せず、かつ着信先Ｂが

空きである場合にのみ処理される。

ＣＣＢＳ着信呼が着信先Ｂのアクセスに到達して、チャネルビジー状態に遭遇し、それが網決定ユーザ

ビジー状態でない場合、網ＢはＣＣＢＳ呼をコールウェイティングで通知する。

12.1.2.2　例外手順

ＣＣＢＳ呼がコールウェイティングで通知できない場合（例えば、網決定ユーザビジー状態である）、

着信先Ｂは再びビジーとみなされる。

12.2　イクスプリシットコールトランスファ（ＥＣＴ）

影響なし。

12.3　接続先番号通知（ＣＯＬＰ）

影響なし。

12.4　接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ）

影響なし。

12.5　発信者番号通知（ＣＬＩＰ）

12.5.1　コーディング上の要求条件

影響なし。

12.5.2　Ｓ／Ｔ一致参照点でのシグナリング手順

12.5.2.1　通常動作

網記入、あるいはユーザ記入網検証成功、あるいはユーザ記入網検証なし（すなわち特別契約）の場合

でも、元の呼における発信者番号は、発側網で保持され、ＣＣＢＳ呼が完成するときに使用される。さら

に、発信者番号は９．１．１．２節に規定されているように、重複した呼を決定するために網で使用され

る。

12.5.2.2　例外手順

適用されない。

12.5.3　私設ＩＳＤＮとの相互接続手順

12.5.3.1　発側Ｔ参照点の手順

12.5.3.1.1　通常動作

私設網がＣＣＢＳ－Ｔ－要求（CCBS-T-Request ）インボークコンポーネントで発アドレス

（originatingAddress）を提供し、かつ公衆網が発アドレス（originatingAddress）をサポートしており、かつ

ユーザに特別契約が提供されていない場合、網は番号を適切に検証する。

私設網がＣＣＢＳ－Ｔ－要求（CCBS-T-Request ）インボークコンポーネントで発アドレス
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（originatingAddress）を提供し、かつ公衆網が発アドレス（originatingAddress）をサポートしており、かつ

ユーザに特別契約が提供されている場合、番号は検証されない。

12.5.3.1.2　例外手順

適用されない。

12.5.3.2　着側Ｔ参照点の手順

12.5.3.2.1　通常動作

発番号が利用可能であり、網が、ＣＣＢＳ－Ｔ－要求（CCBS-T-Request）インボークコンポーネントの

発アドレス（originatingAddress）をサポートしており、ユーザが発信者番号通知（ＣＬＩＰ）付加サービ

スに加入している場合、網は、発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ）付加サービスの制限に従って、ＣＣＢＳ

－Ｔ－要求（CCBS-T-Request）インボークコンポーネントに発アドレス（originatingAddress）を含む。

12.5.3.2.2　例外手順

適用されない。

12.6　発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ）

12.6.1　コーディング上の要求条件

影響なし。

12.6.2　Ｓ／Ｔ一致参照点での手順

12.6.2.1　通常動作

元の呼の発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ）付加サービスの要求条件は発側の網で保持され、ＣＣＢＳ呼

が完成するときに使用される。

12.6.2.2　例外手順

適用されない。

12.6.3　私設ＩＳＤＮとの相互接続手順

12.6.3.1　発側Ｔ参照点の手順

12.6.3.1.1　通常動作

公衆網が、発アドレス（originatingAddress）パラメータをサポートしている場合、以下の手順が適用さ

れる。

－ 発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ）付加サービスが提供されない場合、網はＣＣＢＳ－Ｔ－要求

（ CCBS-T-Request ） イ ン ボ ー ク コ ン ポ ー ネ ン ト 内 の 表 示 許 可 識 別 子

（PresentationAllowedIndicator）を無視し、発アドレスの転送に対する制限を適用しない。

－ 発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ）付加サービスが固定モードで提供される場合、網はＣＣＢＳ－

Ｔ － 要 求 （ CCBS-T-Request ） イ ン ボ ー ク コ ン ポ ー ネ ン ト 内 の 表 示 許 可 識 別 子

（PresentationAllowedIndicator）を無視し、発アドレスの転送に対する適切な制限を適用する。

－ 発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ）付加サービスが呼毎モードで提供され、表示許可識別子

（PresentationAllowedIndicator）がＣＣＢＳ－Ｔ－要求（CCBS-T-Request）インボークコンポーネ

ントで提供され、かつ真（TRUE）に設定されている場合、網は発アドレスの転送に対する制限

を適用しない。
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－ 発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ）付加サービスが呼毎モードで提供され、表示許可識別子

（PresentationAllowedIndicator）がＣＣＢＳ－Ｔ－要求（CCBS-T-Request）インボークコンポーネ

ントで提供され、かつ偽（FALSE）に設定されている場合、網は発アドレスの転送に対する適切

な制限を適用する。

－ 発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ）付加サービスが呼毎モードで提供され、表示許可識別子

（PresentationAllowedIndicator）がＣＣＢＳ－Ｔ－要求（CCBS-T-Request）インボークコンポーネ

ントで提供されず、かつデフォルト契約が「表示制限」である場合、網は発アドレスの転送に対

する適切な制限を適用する。

－ 発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ）付加サービスが呼毎モードで提供され、表示許可識別子

（PresentationAllowedIndicator）がＣＣＢＳ－Ｔ－要求（CCBS-T-Request）インボークコンポーネ

ントで提供されず、かつデフォルト契約が「表示許可」である場合、網は発アドレスの転送に対

する制限を適用しない。

12.6.3.1.2　例外手順

適用されない。

12.6.3.2　着側Ｔ参照点の手順

12.6.3.2.1　通常動作

公衆網内で発番号が利用可能で、網がＣＣＢＳ－Ｔ－要求（CCBS-T-Request）インボークコンポーネン

トの発アドレス（ originatingAddress）をサポートし、表示が許可される場合、網は発アドレス

（originatingAddress）と真（TRUE）と設定された表示許可識別子（PresentationAllowedIndicator）をＣＣＢ

Ｓ－Ｔ－要求（CCBS-T-Request）インボークコンポーネントに含める。

公衆網内で発番号が利用可能で、網がＣＣＢＳ－Ｔ－要求（CCBS-T-Request）インボークコンポーネン

ト内の発アドレス（originatingAddress）をサポートし、表示が許可されない場合、網は発アドレス

（originatingAddress）と表示許可識別子（PresentationAllowedIndicator）をＣＣＢＳ－Ｔ－要求（CCBS-T-

Request）インボークコンポーネント内に含めない。

12.6.3.2.2　例外手順

適用されない。

12.7　閉域接続（CUG）

12.7.1　コーディング上の要求条件

影響無し。

12.7.2　Ｓ／Ｔ一致参照点における手順

12.7.2.1　通常動作

ユーザが閉域接続（ＣＵＧ）付加サービスに加入している場合、元の呼からのＣＵＧ要求条件はサービ

ス対象ユーザの網によって保持され、呼が完成する際に使用される。

ユーザは、ＣＣＢＳ呼の確立をするために使用する「呼設定」（SETUP）メッセージ内にＣＵＧ呼

（CUGCall）インボークコンポーネントを含めない。
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12.7.2.2 例外手順

ＣＣＢＳ呼を確立するために使用される「呼設定」（SETUP）メッセージがＣＵＧ呼（CUGCall）イン

ボークコンポーネントを含んでいる場合、サービス対象ユーザの網により処理される。

－ 元の呼及びＣＣＢＳ呼のＣＵＧ要求条件が同一の場合、ＣＣＢＳ呼は閉域接続（ＣＵＧ）付加サ

ービス関連情報を使用して確立される。

－ 元の呼及びＣＣＢＳ呼のＣＵＧ要求条件が同一でない場合、ＣＣＢＳ呼は解放される。サービス

対象ユーザに送られる最初の切断復旧メッセージは、“存在しないＣＵＧインデックス

（invalidOrUnregisteredCUGIndex）”を示すリターンエラーコンポーネントを含むファシリティ

情報要素と、理由表示＃２９“ファシリティ拒否”を示す理由表示情報要素を含む。

12.7.3　私設網との相互接続手順

12.7.3.1　発側Ｔ参照点における手順

12.7.3.1.1　通常動作

元の呼がＣＵＧ要求条件の対象であった場合、私設網はＣＣＢＳ呼を確立するために用いられる「呼設

定」（SETUP）メッセージにＣＵＧ呼（CUGCall）インボークコンポーネントを含む。

このインボークコンポーネントを受信した公衆網は、標準ＪＴ－Ｑ９５５〔Ⅰ〕のＣＵＧ手順に従う。

12.7.3.1.2　例外手順

適用されない。

12.7.3.2 着側Ｔ参照点における手順

影響無し。

12.8　会議通話（ＣＯＮＦ）

影響無し。

12.9　ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ）

影響無し。

12.10　呼転送（着信転送）サービス

12.10.1　ビジー時着信転送（ＣＦＢ）

影響無し。

12.10.2　無応答時着信転送（ＣＦＮＲ）

影響無し。

12.10.3　無条件着信転送（ＣＦＵ）

影響無し。

12.10.4　呼毎着信転送（ＣＤ）

12.10.4.1　コーディング上の要求条件

影響無し。
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12.10.4.2　Ｓ／Ｔ一致参照点における手順

12.10.4.2.1　発側網での手順

12.10.4.2.1.1　通常動作

ユーザＡが着信先Ｂに発呼し、その呼が呼毎着信転送付加サービスにより、ユーザＣに転送され、ユー

ザＣがビジーの場合、ユーザＡによるＣＣＢＳ付加サービス活性化のための要求は着信先Ｂに対して適用

される。

呼び出し前の呼毎着信転送の場合、ＣＣＢＳ呼転送のための着信先Ｂからの要求は拒否される。この拒

否のためのリターンエラー値は呼毎着信転送のステージ３記述に関する標準に定義されるので注意するこ

と。

呼び出し後の呼毎着信転送の場合、ＣＣＢＳ呼転送のための着信先Ｂからの要求は容認する。ＣＣＢＳ

呼は通常呼と同様に転送される。

12.10.4.2.1.2　例外手順

影響無し。

12.11　代表（ＬＨ）

影響無し。

12.12　三者通話（３ＰＴＹ）

影響無し。

12.13　ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）

12.13.1　コーディング上の要求条件

影響無し。

12.13.2　Ｓ／Ｔ一致参照点における手順

12.13.2.1　通常動作

それが活性化の要求であっても、ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）サービス１のユーザ・ユーザ情報

であっても、元の呼において発信ユーザにより提供されたユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービ

スに関連するいかなる情報も、網は蓄積しない。

ＣＣＢＳ呼のインボケーションのためユーザＡから受信した「呼設定」（SETUP）メッセージがユー

ザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスに関連する情報を含む場合、本メッセージは通常のユーザ・

ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービス手順により扱われる。

12.13.2.2　例外手順

適用されない。
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12.14　複数加入者番号（ＭＳＮ）

12.14.1　コーディング上の要求条件

影響なし。

12.14.2　Ｓ／Ｔ一致参照点における手順

12.14.2.1　発側の網での手順

12.14.2.1.1　通常動作

ＣＣＢＳ付加サービスは、複数加入者番号（ＭＳＮ）毎にユーザに提供されうる。

ユーザＡが複数加入者番号（ＭＳＮ）付加サービスに加入していて、ユーザが元の呼の発番号情報要素

で有効な複数加入者番号を提供した場合、網は、ＣＣＢＳ削除（CCBSErase）、ＣＣＢＳリモートユーザ

空き （ CCBSRemoteUserFree ） 、 Ｃ Ｃ Ｂ Ｓ ユ ー ザ Ｂ 空 き （ CCBSBFree ） 、 Ｃ Ｃ Ｂ Ｓ 状 態 要 求

（CCBSStatusRequest）インボークコンポーネントを含む「ファシリティ」（FACILITY）メッセージの着

番号情報要素に発信ユーザの識別を含める。発信ユーザの識別でアドレスされないユーザは、「ファシリ

ティ」（FACILITY）メッセージを無視する。

ユーザＡが複数加入者番号（ＭＳＮ）付加サービスに加入していて、ユーザが複数加入者番号を提供し

ないか、元の呼の発番号情報要素で有効でない複数加入者番号を提供した場合、網は、ＣＣＢＳ削除

（CCBSErase）、ＣＣＢＳリモートユーザ空き（CCBSRemoteUserFree）、ＣＣＢＳユーザＢ空き

（CCBSBFree）、ＣＣＢＳ状態要求（CCBSStatusRequest）インボークコンポーネントを含む「ファシリテ

ィ」（FACILITY）メッセージの着番号情報要素に元の呼について使われるのと同じ発信ユーザの識別を

含める。発信ユーザの識別でアドレスされないユーザは、「ファシリティ」（FACILITY）メッセージを

無視する。

ユーザＡが複数加入者番号（ＭＳＮ）付加サービスに加入していて、特定の複数加入者番号に関連する

ＣＣＢＳ付加サービスの問い合わせをした場合、ユーザはＣＣＢＳ問い合わせ（CCBSInterrogate）インボ

ークコンポーネントのユーザＡのアドレス情報（partyNumberOfA）パラメータに適当な番号を含める。Ｃ

ＣＢＳ問い合わせ（CCBSInterrogate）インボークコンポーネントは、「ファシリティ」（FACILITY）メッ

セージの中の、ファシリティ情報要素に含まれる。網は、 ユーザＡのアドレス情報（partyNumberOfA）

パラメータで提供された番号に関連する活性化されたＣＣＢＳの情報だけを提供する。

注－提供された情報は、活性化されたＣＣＢＳが割り付けられているＡのキューに関連する。この活性化

されたＣＣＢＳは元の呼設定要求の発番号を含んでいるか、または発番号が提供されないのでデフォ

ルトの発番号が割り当てられている。

12.14.2.1.2　例外手順

ユーザＡのアドレス情報（partyNumberOfA）パラメータが提供されない、またはＣＣＢＳ問い合わせ

（CCBSInterrogate）インボークコンポーネントのユーザＡのアドレス情報（partyNumberOfA）パラメータ

が有効でない場合、提供された情報は、元の「呼設定」（SETUP）メッセージが発番号を含んでいなかっ

た場合に活性化されたＣＣＢＳが割り付けられるＡのキューに関連する。
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12.14.2.2　リモート側の網での手順

12.14.2.2.1　通常動作

ユーザＢが複数加入者番号（ＭＳＮ）付加サービスに加入している場合、網は複数加入者毎に着信ＣＣ

ＢＳキューを提供するが、ＣＣＢＳ要求の最大数はアクセス毎に存在しうる。

12.14.2.2.2　例外手順

適用されない。

12.15　保留（ＨＯＬＤ）

影響なし。

12.16　課金情報通知（ＡＯＣ）

12.16.1　コーディング上の要求条件

影響なし。

12.16.2　Ｓ／Ｔ一致参照点における手順

12.16.2.1　通常動作

網は、元の呼の課金情報通知（ＡＯＣ）付加サービスに関する受け付け済みの要求を蓄積し、このユー

ザについて識別された、この特定のＣＣＢＳインスタンスによって確立されたＣＣＢＳ呼に適用する。

12.16.2.2　例外手順

適用されない。

12.17　サブアドレス（ＳＵＢ）

12.17.1　コーディング上の要求条件

影響なし。

12.17.2　Ｓ／Ｔ一致参照点における手順

12.17.2.1　通常動作

ユーザＢがサブアドレス（ＳＵＢ）付加サービスに加入していて、着信呼の着ユーザサブアドレスとキ

ューイングされたＣＣＢＳ要求の着サブアドレスが利用可能な場合、着信呼とキューにあるＣＣＢＳ要求

が９．２節で示されるように同一の着信先選択情報を持つかどうか決定する際に、網はサブアドレスを利

用する。

12.17.2.2　例外手順

適用されない。

12.17.3　Ｔ参照点における手順

１２．１７．２節で述べられた手順が適用される。

12.18　端末移動（ＴＰ）

影響なし。
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12.19　話中時再呼出し（ＣＣＢＳ）

影響なし。

12.20　悪意呼通知（ＭＣＩＤ）

影響なし。

12.21　着信課金（ＲＥＶ）

影響なし。

12.22　多段階優先割込み（ＭＬＰＰ）

ＣＣＢＳ要求がＭＬＰＰ呼の最中に受信された場合、網は、標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］の６．３．２．

２ 節 の 手 順 に 従 っ て 、 “ 相 互 作 用 の 許 さ れ な い 付 加 サ ー ビ ス

（supplementaryServiceInteractionNotAllowed）”を示すＣＣＢＳ要求（CCBSRequest）リターンエラーコン

ポーネントをユーザＡに送信する。

12.23　私設番号計画サポート（ＳＰＮＰ）

影響なし。

12.24　国際通信課金カード（ＩＴＣＣ）

今のところ適用されない。

12.25　グローバル仮想網サービス（ＧＶＮＳ）

今のところ適用されない。

１３．パラメータ値（タイマ）

保持タイマ　Ｔ－ＲＥＴＥＮＴＩＯＮ

このタイマは、ユーザに呼情報保持（CallInfoRetain）インボークコンポーネントが送られた後、網によ

り開始される。ユーザは、このタイマの満了以前に網にＣＣＢＳ要求（CCBSRequest）インボークコンポ

ーネントを送る。網は、このタイマが継続されている間だけ適切な情報を蓄積する。

このタイマの継続は、最小で１５秒となる。

状態確認　タイマＴ－ＣＣＢＳ１

網が整合する端末の確認の応答を待つ最大時間である。タイマ値は４秒である。

ＣＣＢＳ　サービス継続タイマＴ－ＣＣＢＳ２

サービスが網内で活性化される最大時間である。値は網オプションで、一般的には１５－４５分となる。

再呼び出しタイマ　Ｔ－ＣＣＢＳ３

網がＣＣＢＳ再呼び出しに対するユーザＡの応答を待つ最大時間である。値は、一般的には１０－２０

秒である。

着信先Ｂ空きガードタイマ　Ｔ－ＣＣＢＳ４
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着信先Ｂが空きになった後に、網が“ＣＣＢＳ再呼び出し”もしくは“ユーザＢ空き表示”をユーザＡ

に表示するまでの時間である。このタイマの値は、一般的には０－１５秒である。

サービス寿命監視タイマ　Ｔ－ＣＣＢＳ５

　このタイマは、着側の公衆網でシグナリングアソシエーションの寿命を監視する。値は、６０分である。

サービス寿命監視タイマ　Ｔ－ＣＣＢＳ６

　このタイマは、発側の公衆網でシグナリングアソシエーションの寿命を監視する。値は、６０分である。

１４．動的記述（ＳＤＬ）

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｚ．１００［１０］に従い、動的記述を図１４－１／ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕に示す。
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ＣＣＢＳユーザ側プロセスのＳＤＬ図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サービス特有状態

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　呼制御部から／へのプリミティブと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユーザ内部でのイベント

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　網から／へのメッセージ

ＣＣＢＳ網Ａ側プロセスのＳＤＬ図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サービス特有状態

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユーザから／へのメッセージ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　呼制御部から／へのプリミティブと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　網内部でのイベント

ＣＣＢＳ着側網プロセスのＳＤＬ図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サービス特有状態

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　呼制御部から／へのプリミティブと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　網内部でのイベント

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユーザから／へのメッセージ



－ 63 － ＪＴ－Ｑ９５３

ＣＣＢＳ－ユーザ－Ｓ　プロセス（１／７）

Retention
Idle
保持

非活性

Retain
保持

CCBS POSSIBLE
indication

ＣＣＢＳ可能

－表示

CallLinkageID released
indication

呼リンケージ識別子解放

－表示

------------

Retention
Active
保持

活性

DISCONNECT
(CallInfoRetained_Inv)

切断

（呼情報保持－Ｉｎｖ）

FACILITY
(EraseCallLinkageID_Inv)

ファシリティ

（呼リンケージ識別子削除－Ｉｎｖ）

ＴＴＣ注－ＳＤＬ図中で使われている略号の意味はつぎの通りである。

Ｉｎｖ ＝ インボークコンポーネント

ＲＲ ＝ リターンリザルトコンポーネント

ＲＥ ＝ リターンエラーコンポーネント

Ｒｅｊｅｃｔ ＝ リジェクトコンポーネント
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ＪＴ－Ｑ９５３ － 64 －

ＣＣＢＳ－ユーザ－Ｓ　プロセス（２／７）

CCBS
Idle

ＣＣＢＳ

非活性

Retain
CCBS Reference

ＣＣＢＳ番号を保持

CCBS
Activated
ＣＣＢＳ

活性化

FACILITY
(Reject)

ファシリティ

（Ｒｅｊｅｃｔ）

CCBS
Not activated
ＣＣＢＳ

非活性化

------------

CCBS
Requested
ＣＣＢＳ

要求中

Request
CCBS

ＣＣＢＳ

要求

Global recall ?
グローバル再呼び出しか？

CCBS
Activated
ＣＣＢＳ

活性

FACILITY
(CCBSRequest_RE)
ファシリティ

（ＣＣＢＳ要求－ＲＥ）

Invalid
CallLinkageID

無効な

呼リンケージ識別子か？

Release
CallLinkageID

呼リンケージ識別子を

解放

Retain
CCBS Reference

ＣＣＢＳ番号保持か？

Release
CCBS Reference

ＣＣＢＳ番号を解放

------------

９.１.１.２節

発側網から

９.１.１.１節

発側網から

９.１.１.２節

発側網から

９.１.１.１節

発側網へ

Yes

Yes

No

No

FACILITY
(CCBSRequest_Inv)

ファシリティ

（ＣＣＢＳ要求－Ｉｎｖ）

FACILITY
(CCBSRequest_RR)

ファシリティ

（ＣＣＢＳ要求－ＲＲ）

No

Yes
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－ 65 － ＪＴ－Ｑ９５３

ＣＣＢＳ－ユーザ－Ｓ　プロセス（３／７）

*
/* Any state */

＊

／＊ 任意の状態 ＊／

Release
CCBSReference

ＣＣＢＳ番号を解放

CCBS Request released
(reason)

ＣＣＢＳ要求解放

（理由）

CCBS
Idle

ＣＣＢＳ

非活性

------------

For me ?
自分宛か？

９.１.８.１節

発側網から

９.１.１２.１節

Yes

No

FACILITY
(CCBSErase_Inv(Reason))

ファシリティ

（ＣＣＢＳ削除－Ｉｎｖ（理由））
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ＪＴ－Ｑ９５３ － 66 －

ＣＣＢＳ－ユーザ－Ｓ　プロセス（４／７）

DEACTIVATE
request

非活性化－要求

FACILITY
(CCBSDeactivate_Inv)

ファシリティ
（ＣＣＢＳ非活性化－Ｉｎｖ）

Release
CCBS reference

ＣＣＢＳ番号を解放

FACILITY
 (CCBSDeactivate_RR)

ファシリティ
（ＣＣＢＳ非活性化－ＲＲ）

DEACTIVATE
confirm

非活性化－確認

CCBS
Idle

ＣＣＢＳ
非活性

９．１．２．１節

発側網へ

Release
CCBS reference

ＣＣＢＳ番号を解放

９．１．

２．１節

発側網

から

DEACTIVATE
reject

非活性化－拒否

ERROR
indication

エラー－表示

FACILITY
 (CCBSDeactivate_RE)

ファシリティ
（ＣＣＢＳ非活性化－ＲＥ）

９．１．

２．２節

発側網

から

FACILITY
 (Reject)

ファシリティ
（Ｒｅｊｅｃｔ）

９．１．

２．２節

発側網

から

CCBS
Idle

ＣＣＢＳ
非活性

CCBS
Idle

ＣＣＢＳ
非活性

*
/* any state */

＊
／＊任意の状態＊／

CCBS Deactivation
Requested

ＣＣＢＳ非活性化
要求中
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－ 67 － ＪＴ－Ｑ９５３

ＣＣＢＳ－ユーザ－Ｓ　プロセス（５／７）

INTERROGATE
request

問い合わせ－要求

FACILITY
(CCBSInterrogate_Inv)

ファシリティ
（ＣＣＢＳ問い合わせ－Ｉｎｖ）

FACILITY
 (CCBSInterrogate_RR)

ファシリティ
（ＣＣＢＳ問い合わせ

－ＲＲ）

INTERROGATE
confirm

問い合わせ－確認

９．１．３節又は９．１．４節

発側網へ

９．１．３．

１節

又は、

９．１．４．

１節

発側網

から
INTERROGATE

reject
問い合わせ－拒否

REJECT
indication

リジェクト－表示

FACILITY
 (CCBSInterrogate_RE)

ファシリティ
（ＣＣＢＳ問い合わせ

－ＲＥ）

FACILITY
 (Reject)

ファシリティ
（Ｒｅｊｅｃｔ）

*
/* any state */

＊
／＊任意の状態＊／

-------------

------------- ------------- -------------

９．１．

３．２節

又は、

９．１．

４．２節

発側網

から

９．１．３．

２節

又は、

９．１．４．

２節

発側網

から
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ＪＴ－Ｑ９５３ － 68 －

ＣＣＢＳ－ユーザ－Ｓ　プロセス（６／７）

CCBS Idle,
CCBS Activated,

CCBS CallInit

ＣＣＢＳ非活性,
ＣＣＢＳ活性,
ＣＣＢＳ呼開始

FACILITY
(CCBSRemoteUserFree_Inv)

ファシリティ
（ＣＣＢＳリモートユーザ空き－Ｉｎｖ）

９．１．５節

発側網から

For me?
自分宛か？

Retain
CCBS Reference

ＣＣＢＳ番号を保持

Remote User Free

リモートユーザ－空き

CCBS
Free

ＣＣＢＳ
空き

CCBS
Recall

ＣＣＢＳ
再呼び出し

SETUP
 (CCBSCall_Inv)

呼設定
（ＣＣＢＳ呼－Ｉｎｖ）

Retain
CCBS Reference

ＣＣＢＳ番号保持か？

Release
CCBS reference

ＣＣＢＳ番号を解放

Retain
CCBS Reference

ＣＣＢＳ番号保持か？

Release
CCBS reference

ＣＣＢＳ番号を解放

----------

Same
CCBS Reference

同じＣＣＢＳ番号か？

----------

For me?
自分宛か？

B Free
indication

ユーザＢ空き－表示

------------

９．１．

１２節

９．１．

１２節
No

YesYes

No

Yes

No

NoYes

発側網へ

NoYes

FACILITY
(CCBSBfree_Inv)
ファシリティ

（ＣＣＢＳユーザＢ空き－Ｉｎｖ）

９．１．９節

発側網から

FACILITY
(CCBSStopAlerting_Inv)

ファシリティ
（ＣＣＢＳ呼び出し停止－Ｉｎｖ）

発側網から

CCBS
Idle

ＣＣＢＳ
非活性

CCBS
Idle

ＣＣＢＳ
非活性

CCBS
Call Init
ＣＣＢＳ
呼開始

CCBS
Activated
ＣＣＢＳ

活性
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－ 69 － ＪＴ－Ｑ９５３

ＣＣＢＳ－ユーザ－Ｓ　プロセス（７／７）

FACILITY
(Reject)

ファシリティ
（Ｒｅｊｅｃｔ）

 call clearing message
(CCBSCall_RE(Error))
呼切断復旧メッセージ

（ＣＣＢＳ呼－ＲＥ（エラー））

Error=
InvalidCCBSReference

エラー＝
無効なＣＣＢＳ番号か？

Reject
indication

リジェクト－表示

------------

Release
CCBS reference

ＣＣＢＳ番号を解放

CCBS
Idle

ＣＣＢＳ
非活性

CCBS
Call Init
ＣＣＢＳ
呼開始

発側網から 発側網から

Yes

No

CCBS
Idle

ＣＣＢＳ
非活性
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ＪＴ－Ｑ９５３ － 70 －

ＣＣＢＳ－網－ＳＳ　プロセス（１／１１）

CCBS
Idle

ＣＣＢＳ
非活性

FACILITY
(CCBSRequest_Inv)

ファシリティ
ＣＣＢＳ要求－Ｉｎｖ

ユーザＡか
ら

Accepted ?
受付可能か？

CCBS Request
 req.ind

ＣＣＢＳ要求－
要求－表示

FACILITY
(CCBSRequest_RE)

ファシリティ
（ＣＣＢＳ要求－ＲＥ）

ユーザＡ
へ

着側網
へ

------------

CCBS
Requested
ＣＣＢＳ
要求中

Yes

No
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－ 71 － ＪＴ－Ｑ９５３

ＣＣＢＳ－網－ＳＳ　プロセス（２／１１）

CCBS
Requested
ＣＣＢＳ
要求中

CCBSRequest
resp.conf

ＣＣＢＳ要求－
応答－確認

Select
CCBS refrence

ＣＣＢＳ番号を選択

FACILITY
(CCBSRequest_RR)

ファシリティ
（ＣＣＢＳ要求－ＲＲ）

SET(NOW+SD,
T-CCBS2)

タイマＴ－ＣＣＢＳ２
（ＳＤ）開始

ユーザＡ
へ

ＳＤの値は１５分
から４５分の間で
ある

CCBS
Activated
ＣＣＢＳ

活性

着側網か
ら

CCBS REQUEST REJECT
req.ind

ＣＣＢＳ要求拒否－
要求－表示

着側網か
ら

FACILITY
(CCBSRequest_RE)

ファシリティ
（ＣＣＢＳ要求－ＲＥ）

ユーザＡ
へ

CCBS
Idle

ＣＣＢＳ
非活性
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ＪＴ－Ｑ９５３ － 72 －

ＣＣＢＳ－網－ＳＳ　プロセス（３／１１）

CCBS
Activated
ＣＣＢＳ

活性

着側網から

ユーザＡへ

Remote User Free
リモートユーザ

空き

ビジー 応答なし

空き

CHECK_STATUS_A

検証－状態－ユーザＡ

FACILITY
(CCBSRemoteUserFree_Inv)

ファシリティ

（ＣＣＢＳリモートユーザ空き－Ｉｎｖ）

ユーザＡへ

FACILITY
(CCBSBFree_Inv)
ファシリティ

（ＣＣＢＳユーザＢ空き－Ｉｎｖ）

RELEASE_CCBS_ID
(normal-unspecified)

解放－ＣＣＢＳ－ＩＤ

（正常、不特定）

SET(NOW + RC,T-CCBS3)
タイマＴ－ＣＣＢＳ３

（ＲＣ）開始

ＲＣの値は、

１０秒から２０秒

の間である。

着側網へ

CCBS
Free

ＣＣＢＳ

空き

CCBS
Suspended
ＣＣＢＳ

中断

CCBS
Suspend
ＣＣＢＳ

中断

ＴＴＣ注－ユーザＡがビジーである場合の着側網に対する処理ボックスの形状に関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告

に明らかな誤りがあるため、訂正した。
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－ 73 － ＪＴ－Ｑ９５３

ＣＣＢＳ－網－ＳＳ　プロセス（４／１１）

*
/* any state*/

＊

／＊任意の状態＊／

T-CCBS2
タイマＴ－ＣＣＢＳ２

満了

CCBS CANCEL
req.ind

ＣＣＢＳ取消－

要求－表示

着側網から

RELEASE_CCBS_ID
(normal-unspecified)

解放－ＣＣＢＳ－ＩＤ

（正常、不特定）

RELEASE_CCBS_ID
(t-CCBS3-timeout)

解放－ＣＣＢＳ－ＩＤ

（タイマＴ－ＣＣＢＳ３満了）

RELEASE_CCBS_ID
(t-CCBS2-timeout)

解放－ＣＣＢＳ－ＩＤ

（タイマＴ－ＣＣＢＳ２満了）

T-CCBS3
タイマＴ－ＣＣＢＳ３

満了
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ＪＴ－Ｑ９５３ － 74 －

ＣＣＢＳ－網－ＳＳ　プロセス（５／１１）

*
/* any state*/

＊

／＊任意の状態＊／

ユーザＡから

ユーザＡへ

FACILITY
(CCBSDeactivate_RE(invalidCCBSReference))

ファシリティ

（ＣＣＢＳ非活性化－ＲＥ（無効なＣＣＢＳ番号））

Deactivate
CCBS activation

ＣＣＢＳ活性を非活性化

Yes

------------ユーザＡへ

FACILITY
(CCBSDeactivate_RR)

ファシリティ

（ＣＣＢＳ非活性化－ＲＲ）

FACILITY
(CCBSDeactivate_Inv)

ファシリティ

（ＣＣＢＳ非活性化－Ｉｎｖ）

Valid CCBS reference
and subscribed?

有効なＣＣＢＳ番号

かつ加入済みか？

No

RELEASE_CCBS_ID
(normal-unspecified)

解放－ＣＣＢＳ－ＩＤ

（正常、不特定）

ＴＴＣ注－ユーザＡからのファシリティメッセージの受信ボックスの向きに関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告に明

らかな誤りがあるため、訂正した。

ＴＴＣ注－解放－ＣＣＢＳ－ＩＤのボックス形状に関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告に明らかな誤りがあるため、

訂正した。
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－ 75 － ＪＴ－Ｑ９５３

ＣＣＢＳ－網－ＳＳ　プロセス（６／１１）

CCBS
Free

ＣＣＢＳ

空き

CCBS
Call Init

ＣＣＢＳ

呼開始

SETUP
（CCBSCall_Inv）

呼設定

（ＣＣＢＳ呼－Ｉｎｖ）

ユーザ A
から

Valid
CCBS reference

有効な

ＣＣＢＳ番号か？

No

Yes

FACILITY
(CCBSStopAlerting_Inv)

ファシリティ

（ＣＣＢＳ呼び出し停止

－Ｉｎｖ）

FACILITY
(Reject)

ファシリティ

（Ｒｅｊｅｃｔ）

RESET
(T-CCBS3)

タイマＴ－ＣＣＢＳ３

停止

CCBS
Call

ＣＣＢＳ呼 着側網へ

------------

ユーザA
から

No

Yes

ユーザＡ

へ

Can
B-channel

be selected?

Ｂチャネル選択可能か？

Call clearing message
(CCBSCall_RE(Invalid

CCBSReference))
呼切断復旧メッセージ

（ＣＣＢＳ呼－ＲＥ（無
効なＣＣＢＳ番号））

------------

Yes

No

RELEASE
COMPLETE

解放完了

ユーザＡ

へ

着側網へ

CCBS
Suspended

ＣＣＢＳ

中断

CCBS
SUSPEND

req.ind
ＣＣＢＳ中断－

要求－表示

Point-to-point configuration
and global recall?

ポイント・ポイント構成かつ
グローバル再呼び出しか？
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ＪＴ－Ｑ９５３ － 76 －

ＣＣＢＳ－網－ＳＳ　プロセス（７／１１）

CCBS
Call Init

ＣＣＢＳ

呼開始

ALERTING
indication

呼出－表示

着側網

から

CONNECT
indication

応答－表示

着側網

から

RELEASE_CCBS_ID
(normal-unspecified)

解放－ＣＣＢＳ－ＩＤ

（正常、不特定）

ＴＴＣ注－解放－ＣＣＢＳ－ＩＤのボックス形状に関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告に明らかな誤りがあるため、

訂正した。
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－ 77 － ＪＴ－Ｑ９５３

ＣＣＢＳ－網－ＳＳ　プロセス（８／１１）

CCBS
Call Init

ＣＣＢＳ

呼開始

Busy
indication

ビジー－表示

着側網

から

Call clearing
but not busy

ビジー以外の

呼切断復旧

着側網

から

Retention
option used

保持オプション使用中

か？

No

Yes

Call clearing
message

呼切断復旧メッセージ
ユーザＡ

へ

Call clearing
message

呼切断復旧メッセージ
ユーザＡ

へ

CCBS
Activated
ＣＣＢＳ

活性

RELEASE_CCBS_ID
(basic-call-failure)

解放－ＣＣＢＳ－ＩＤ

（基本呼失敗）

ＴＴＣ注－解放－ＣＣＢＳ－ＩＤのボックス形状に関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告に明らかな誤りがあるため、

訂正した。
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ＪＴ－Ｑ９５３ － 78 －

ＣＣＢＳ－網－ＳＳ　プロセス（９／１１）

CCBS
Call Init
ＣＣＢＳ
呼開始

SETUP
（CCBSCall_Inv）

呼設定
（ＣＣＢＳ呼－Ｉｎｖ）

CCBS

Call clearing message
(CCBSCall_RE

(alreadyAccepted))
呼切断復旧メッセージ
（ＣＣＢＳ呼－ＲＥ
（受付け済み））

----------

ユーザＡから

ユーザＡへ
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ＣＣＢＳ－網－ＳＳ　プロセス（１０／１１）

CCBS
Suspended
ＣＣＢＳ
中断

Indication that a B-Channel
has been released

Ｂチャネル解放表示
FACILITY
（Reject）

ファシリティ
（Ｒｅｊｅｃｔ）

CCBS RESUME
req.ind

ＣＣＢＳ再開－
要求－表示

----------

CHECK_STATUS_A
検証－状態－ユーザＡ

CCBS
Activated
ＣＣＢＳ
活性

----------

着側網へ

ユーザＡから

RELEASE_CCBS_ID
(normal-unspecified)

解放－ＣＣＢＳ－ＩＤ
（正常、不特定）

空き

応答なしビジー
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ＣＣＢＳ－網－ＳＳ　プロセス（１１／１１）

＊

/*any state */
＊

／＊ 任意の状態 ＊／

FACILITY
 (CCBSInterrogate_Inv)

ファシリティ

（ＣＣＢＳ問合わせ－Ｉｎｖ）

User subscribed
ユーザ加入済か

CCBS reference provided
ＣＣＢＳ番号提供済か

CCBS reference valid
ＣＣＢＳ番号有効か

FACILITY
(CCBSInterrogate_RR)

ファシリティ

（ＣＣＢＳ問い合わせ－ＲＲ）ユーザＡへ

FACILITY
(CCBSInterrogate_RE

(invalidCCBSReference))
ファシリティ

（ＣＣＢＳ問い合わせ－ＲＥ

（無効なＣＣＢＳ番号））

ユーザＡへ

FACILITY
(CCBSInterrogate_RE

(notSubscribed))
ファシリティ

（ＣＣＢＳ問い合わせ－ＲＥ

（未契約））

ユーザＡへ

---------- ---------- ----------

Yes

No

No

Yes

Yes

No

ユーザＡから
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解放－ＣＣＢＳ－ＩＤ　マクロ（１／１）

RESET
(T-CCBS3)

タイマＴ－ＣＣＢＳ３

停止

RESET
(T-CCBS2)

タイマＴ－ＣＣＢＳ２

停止

Release
CCBS reference

ＣＣＢＳ番号を解放

CCBS
Idle

ＣＣＢＳ

非活性

ユーザＡへ

Yes

No

着側網へ

FACILITY
(CCBSErase_Inv(reason))

ファシリティ

（ＣＣＢＳ削除－Ｉｎｖ

（理由））

Cancel request
by dest.

着信先による取り消し

要求か？

CCBS CANCEL
 req.ind

ＣＣＢＳ取消－

要求－表示
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検証－状態－ユーザＡ　マクロ（１／１）

Busy response := No
ビジー応答：＝Ｎｏ

CCBS
Busy?

ＣＣＢＳビジーか？

CCBS
Check A
ＣＣＢＳ

ユーザＡ検証

？

ユーザＡへ

ユーザＡから

RESET (T-CCBS1)
タイマＴ－ＣＣＢＳ１

停止

Busy response=free
and not CCBS busy?
ビジー応答＝空き、

かつＣＣＢＳビジー

でないか？

Free
空き

Point-to-point
configuration?

ポイント・ポイント

構成か？

RESET (T-CCBS1)
タイマＴ－ＣＣＢＳ１

停止

Busy response :=Yes
ビジー応答：＝Ｙｅｓ

-----------

T-CCBS1
タイマＴ－ＣＣＢＳ１

満了

Busy
ビジー

Busy
ビジー

No

No

FACILITY
(CCBSStatusRequest_Inv)

ファシリティ

（ＣＣＢＳ状態要求

－Ｉｎｖ）

No

Yes

Yes

Yes

FACILITY
(CCBSStatusRequest_RR)

ファシリティ

（ＣＣＢＳ状態要求

－ＲＲ）

SET
(NOW+4s,T-CCBS1)

タイマＴ－ＣＣＢＳ１

（４秒）開始

Busy response
= yes

ビジー応答＝Ｙｅｓ
No

Yes

Busy
ビジー

No
response
応答なし
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保持－網　プロセス（１／１）

ユーザへ

付加サービス

から

Retain
Idle
保持

非活性

RETENTION request
保持－要求

Select
CallLinkageID

呼リンケージ識別子

を選択

Retain
call information
呼情報を保持

SET
(NOW+Retain_time,

T-RETENTION)
タイマ

Ｔ－ＲＥＴＥＮＴＩＯＮ

開始

DISCONNECT
indicate (CallInfoRetain_Inv)

切断－表示

（呼情報保持－Ｉｎｖ）

Retain
Active
保持

活性

Retain
Active
保持

活性

T-RETENTION
タイマ

Ｔ－ＲＥＴＥＮＴＩＯＮ

満了

Provide call information to
supplementary service
付加サービスへ

呼情報を提供

Continue
retention

保持を継続か？

--------

Release
call information
呼情報を解放

FACILITY
(EraseCallLinkageID_Inv)

ファシリティ

（呼リンケージ識別子

削除－Ｉｎｖ）

ユーザへ

Release
CallLinkageID

呼リンケージ識別子を

解放

Retain
 Idle
保持

非活性

No

Yes

CALL INFORMATION
request

呼情報－要求
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ＣＣＢＳ－網－Ｂ　プロセス（１／４）

CCBS
Idle

ＣＣＢＳ

非活性

Queue<=5
キュー＜＝５

Interaction
allowed?

相互作用許容か？

CHECK_STATUS_B

検証－状態－ユーザＢ

CCBS REQUEST
req. ind

ＣＣＢＳ要求－

要求－表示

Basic service
subscribed?

基本サービス

に加入か？

Reject

拒否

Reject
(short-term-denial)

拒否

（短期間の拒否）

Add to queue

キューに追加

---------- ----------

CCBS REQUEST
resp. conf

ＣＣＢＳ要求－

応答－確認

発側網から

CCBS
Await Processing

ＣＣＢＳ

処理待ち

整合性があり空き、

もしくは

整合性がありビジー

整合性なし

発側網へ

No

Yes

No

Yes

No

Yes
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ＣＣＢＳ－網－Ｂ　プロセス（２／４）

CCBS
Await Processing

ＣＣＢＳ

処理待ち

Remove from queue

キューより削除

CCBS
 Idle

ＣＣＢＳ

非活性

Release B-channel
reservation

Ｂチャネルの

予約を解放

SET(NOW+T-CCBS4,
T-CCBS4)

タイマＴ－ＣＣＢＳ４

開始

Release B-channel
reservation

Ｂチャネルの

予約を解放

CCBS CANCEL
req. ind

ＣＣＢＳ取消－

要求－表示

発側網から

整合性なし整合性があり空き

発側網へ

整合性がありビジー

基本呼から
Start CCBS processing

ＣＣＢＳ処理開始

Reserve B-channel

Ｂチャネルを予約

CHECK_STATUS_B

検証－状態－ユーザＢ

CCBS
Wait T-CCBS4
ＣＣＢＳ

タイマＴ－ＣＣＢＳ４

待ち

CCBS
Await Processing

ＣＣＢＳ

処理待ち

Remove request
from queue
キューより

要求を削除

CCBS
Idle

ＣＣＢＳ

非活性

CCBS CANCEL
req. ind

ＣＣＢＳ取消－

要求－表示

ＴＴＣ注－ＣＣＢＳ要求をキューから削除した後の状態遷移については、図１４－１／ＪＴ－Ｑ９５３

〔Ⅲ〕（２７／３８）で示されるような判断を行なうべきである。
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ＣＣＢＳ－網－Ｂ　プロセス（３／４）

CCBS
Wait T-CCBS4

ＣＣＢＳ

タイマＴ－ＣＣＢＳ４

待ち

T-CCBS4
タイマＴ－ＣＣＢＳ４

満了

Free B-channel
Ｂチャネルが空きか？

Reserve B-channel

Ｂチャネルを予約

CHECK_STATUS_B

検証－状態－ユーザＢ

REMOTE USER FREE
req. ind

リモートユーザ空き－

要求－表示

CCBS
Free

ＣＣＢＳ

空き

Release B-channel
reservation

Ｂチャネルの

予約を解放

Release B-channel
reservation

Ｂチャネルの

予約を解放

整合性がありビジー整合性なし

発側網へ

発側網へ

整合性があり空き

Remove request
from queue
キューより

要求を削除

CCBS CANCEL
req. ind

ＣＣＢＳ取消－

要求－表示

CCBS
Await Processing

ＣＣＢＳ

処理待ち

CCBS
Idle

ＣＣＢＳ

非活性

Release B-channel
reservation

Ｂチャネルの

予約を解放

CCBS
Await Processing

ＣＣＢＳ

処理待ち

No

Yes

ＴＴＣ注－ＣＣＢＳ要求をキューから削除した後の状態遷移については、図１４－１／ＪＴ－Ｑ９５３

〔Ⅲ〕（２７／３８）で示されるような判断を行なうべきである。
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ＣＣＢＳ－網－Ｂ　プロセス（４／４）

ビジー以外

Suspend request
in queue

キューにある
要求を中断

Basic call
result

基本呼の
結果

CCBS CANCEL
req.ind

ＣＣＢＳ取消－
要求－表示

　発側網
　へ

Yes

CCBS DEACTIVATE
req.ind

ＣＣＢＳ非活性化－
要求－表示

 発側網
 から

ビジー

No

CCBS
Free

ＣＣＢＳ
空き

CCBS SUSPEND
req.ind

ＣＣＢＳ中断－
要求－表示

 発側網
 から

Release
B-channel reservation
Ｂチャネルの予約を

解放

CCBS
Await Processing

ＣＣＢＳ
処理待ち

Remove request
from queue
キューより
要求を削除

Release
B-channel reservation
Ｂチャネルの予約を

解放

CCBS
Idle

ＣＣＢＳ
非活性

Release
B-channel reservation
Ｂチャネルの予約を

解放

Retention?
保持か？

CCBS
Idle

ＣＣＢＳ
非活性

Remove request
from queue
キューより
要求を削除

CCBS
Await Processing

ＣＣＢＳ
処理待ち

CCBS CALL
indication

ＣＣＢＳ呼－表示

 発側網
 から

ＴＴＣ注－ＣＣＢＳ要求をキューから削除した後の状態遷移については、図１４－１／ＪＴ－Ｑ９５３

〔Ⅲ〕（２７／３８）で示されるような判断を行なうべきである。

ＴＴＣ注－ＣＣＢＳ要求－中断－表示を受信してＣＣＢＳ要求を中断した場合、９．２．２．１節の記述

に従い処理されるべきである。
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検証－状態－ユーザＢ　マクロ（１／１）

Compatible
and free

整合性があり
空き

Existing service
既存サービスか？

STATUS
request

状態－要求

 状態要求
 プロセス
 へ

No

Yes

ビジー
整合性なし

Status request
for existing services

既存サービスに関する
状態要求か？

Yes

No

CCBS
Await status
ＣＣＢＳ

状態応答待ち

STATUS confirm
(intermediate)
状態－確認
（中間）

 状態要求
 プロセス
 から

STATUS confirm
(final)

状態－確認
（最終）

 状態要求
 プロセス
 から

Result?
結果は？

------------

空き

Result?
結果は？

ビジー整合性なし

空き

Incompatible
整合性なし

Compatible
and busy

整合性があり
ビジー

Compatible
and free

整合性があり
空き

Compatible
and free

整合性があり
空き
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検証－キュー　マクロ（１／１）

CCBS
Idle

ＣＣＢＳ
非活性

Requests
left in queue

キューに要求が
残っているか？ No

Yes

CCBS
Await Processing

ＣＣＢＳ
処理待ち

ＴＴＣ注－着側網の状態であるＣＣＢＳ処理待ち［CCBS Await Processing］状態に関して、ＩＴＵ－Ｔ勧

告に明らかな誤りがあるため訂正した。
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ＣＣＢＳ－私設網　プロセス （１／５）

１０．２．２．１節 １０．２．３．１節

CCBS REQUEST
resp.conf

ＣＣＢＳ要求－
応答－確認

FACILITY
（CCBS-T-Request

return error）
ファシリティ

（ＣＣＢＳ－Ｔ
－要求－ＲＥ）

CCBS REQUEST
REJECT
req.ind

ＣＣＢＳ要求
拒否－

要求－表示

Idle
非活性

REGISTER
（CCBS-T-Request

invoke）
登録

（ＣＣＢＳ－Ｔ－
要求－Ｉｎｖ）

REMOTE USER
FREE
req.ind

リモートユーザ
空き－

要求－表示

ＦＥ３－
ＣＣＢＳ

から

ＦＥ３－
ＣＣＢＳ

へ

CCBS REQUEST
req.ind

ＣＣＢＳ要求－
要求－表示

FACILITY
（CCBS-T-Remote
UserFree invoke）
ファシリティ

（ＣＣＢＳ－Ｔ－
リモートユーザ
空き－Ｉｎｖ）

ＣＣＢＳ
－公衆網
プロセス

へ

ＣＣＢＳ－
公衆網プロ
セスから

--------- ---------

１０．２．２．２節１０．２．２．１節

ＦＥ３－
ＣＣＢＳ

から

ＦＥ３－
ＣＣＢＳ

から

---------

ＣＣＢＳ
－公衆網
プロセス

へ

ＣＣＢＳ
－公衆網
プロセス

へ

---------

FACILITY
（CCBS-T-Request

return result）
ファシリティ

（ＣＣＢＳ－Ｔ－
要求－ＲＲ）
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ＣＣＢＳ－私設網　プロセス （２／５）

SETUP
（CCBS-T-Call

invoke）
呼設定

（ＣＣＢＳ－Ｔ
－呼－Ｉｎｖ）

FACILITY
（CCBS-T-Resume

invoke）
ファシリティ

（ＣＣＢＳ－Ｔ－
再開－Ｉｎｖ）

DISCONNECT
（CCBS-T-Available

invoke）
切断

（ＣＣＢＳ－Ｔ－
利用可能
－Ｉｎｖ）

CCBS CALL
req.ind

ＣＣＢＳ呼－
要求－表示

FACILITY
（CCBS-T-Suspend

invoke）
ファシリティ

（ＣＣＢＳ－Ｔ－
中断－Ｉｎｖ）

CCBS SUSPEND
req.ind

ＣＣＢＳ中断－
要求－表示

Idle
非活性

１０．２．６．２節

CCBS
AVAILABLE

req.ind
ＣＣＢＳ

利用可能－
要求－表示

ＦＥ３－ＢＣ
から

１０．２．６．１節

ＣＣＢＳ－
公衆網プロ
セスから

ＣＣＢＳ－
公衆網プロ

セスへ

---------

ＦＥ３－
ＣＣＢＳ

へ

---------

１０．２．５．１節１０．２．４．１節

ＣＣＢＳ－
公衆網プロ
セスから

ＣＣＢＳ－
公衆網プロ
セスから

ＦＥ３－
ＣＣＢＳ

へ

ＦＥ３－
ＣＣＢＳ

へ

CCBS RESUME
req.ind

ＣＣＢＳ再開－
要求－表示

--------- ---------
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ＣＣＢＳ－私設網　プロセス （３／５）

ＣＣＢＳ公衆網へ
（ＥＴＳ３００ １９６、
８．３．２．１．１節）

CCBS REQUEST
req.ind

ＣＣＢＳ要求
要求－表示

REGISTER
（CCBS-T-Request

invoke）
登録

（ＣＣＢＳ－Ｔ－
要求－Ｉｎｖ）

CCBS REQUEST
resp.conf

ＣＣＢＳ要求
応答－確認

FACILITY
（CCBS-T-Remote
UserFree invoke）
ファシリティ

（ＣＣＢＳ－Ｔ－
リモートユーザ
空き－Ｉｎｖ）

REMOTE USER
FREE
req.ind

リモートユーザ
空き－

要求－表示

FACILITY
（CCBS-T-Request

return result）
ファシリティ

（ＣＣＢＳ－Ｔ－
要求－ＲＲ）

ＦＥ２－
ＣＣＢＳ

へ

ＦＥ２－
ＣＣＢＳ

へ

CCBS REQUEST
REJECT req.ind
ＣＣＢＳ要求

拒否
要求－表示

Idle
非活性

１０．１．３．１節

ＣＣＢＳ－
公衆網プロ
セスから

---------

１０．１．２．１節

ＦＥ２－
ＣＣＢＳ

から

ＦＥ２－
ＣＣＢＳ

へ

---------

１０．１．２．２節１０．１．２．１節

FACILITY
（CCBS-T-Request

return error）
ファシリティ

（ＣＣＢＳ－Ｔ－
要求－ＲＥ）

ＣＣＢＳ－
公衆網プロ
セスから

ＣＣＢＳ－
公衆網プロ
セスから

------------------
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－ 93 － ＪＴ－Ｑ９５３

ＣＣＢＳ－私設網　プロセス（４／５）

ＣＣＢＳ－

公衆網プロ

セスへ

ＣＣＢＳ－

公衆網プロ

セスへ

ＣＣＢＳ－

公衆網プロ

セスへ

ＣＣＢＳ－

公衆網プロ

セスから

Idle

非活性

------------

CCBS CALL req.ind

ＣＣＢＳ呼－

要求－表示

ＦＥ２－

ＣＣＢＳ

から

DISCONNECT(CCBS-T-Available
invoke)

切断（ＣＣＢＳ－Ｔ－利用

可能－Ｉｎｖ）

SETUP(CCBS-T-Call
invoke)

呼設定（ＣＣＢＳ－Ｔ－

呼－Ｉｎｖ）

------------

CCBS SUSPEND req.ind
ＣＣＢＳ中断－

要求－表示

FACILITY(CCBS-T-Suspend
invoke)

ファシリティ（ＣＣＢＳ－Ｔ

－中断－Ｉｎｖ）

------------

ＦＥ２－

ＣＣＢＳ

から

CCBS RESUME req.ind
ＣＣＢＳ再開－

要求－表示

FACILITY(CCBS-T-Resume
invoke)

ファシリティ（ＣＣＢＳ－Ｔ

－再開－Ｉｎｖ）

------------

ＦＥ２－

ＣＣＢＳ

から

１０．１．６．１節 １０．１．６．２節

１０．１．５．１節 １０．１．４．１節

CCBS AVAILABLE
req.ind

ＣＣＢＳ利用可能－

要求－表示

ＦＥ２－

ＢＣへ
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ＪＴ－Ｑ９５３ － 94 －

ＣＣＢＳ－私設網　プロセス（５／５）

ＣＣＢＳ－

公衆網プロ

セスへ

ＣＣＢＳ－

公衆網プロ

セスから

ＣＣＢＳ－

公衆網プロ

セスから

ＣＣＢＳ－

公衆網プロ

セスへ

ＣＣＢＳ－

公衆網プロ

セスから

REGISTER(any component except
CCBS-T-Request invoke)

登録（ＣＣＢＳ－Ｔ－要求－

Ｉｎｖを除く任意のコンポーネント）

Idle

非活性

clear signalling connection
シグナリングコネクショ

ンを切断復旧

------------
signalling connection cleared

シグナリングコネクショ

ンの切断復旧

１０章全般 １０．２．２．２節

１０章全般

FACILITY
(reject)

ファシリティ

（Ｒｅｊｅｃｔ）

CCBS CANCEL req.ind

ＣＣＢＳ取消－

要求－表示

ＦＥ２－

ＣＣＢＳ
または

ＦＥ３－
ＣＣＢＳ

から

clear signalling connection
シグナリングコネクショ

ンを切断復旧

------------

orig or dest

発側または着側

CCBS CANCEL req.ind
ＣＣＢＳ取消－

要求－表示

ＦＥ３－

ＣＣＢＳ

へ

CCBS CANCEL req.ind
ＣＣＢＳ取消－

要求－表示

ＦＥ２－

ＣＣＢＳ

へ

------------ ------------

発側 着側
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－ 95 － ＪＴ－Ｑ９５３

ＣＣＢＳ－公衆網　プロセス（１／６）

ＣＣＢＳ－

私設網プロ

セスへ

ＣＣＢＳ－

私設網プロ

セスへ

ＣＣＢＳ－

私設網プロ

セスへ

ＣＣＢＳ－

私設網プロ

セスから

REMOTE USER FREE
req.ind

リモートユーザ空き－

要求－表示

Idle

非活性

FACILITY(CCBS-T-
RemoteUserFree invoke)

ファシリティ（ＣＣＢＳ－Ｔ－

リモートユーザ空き－Ｉｎｖ）

------------

REGISTER
(CCBS-T-Request invoke)
登録（ＣＣＢＳ－Ｔ－

要求－Ｉｎｖ）

ＦＥ３－

ＣＣＢＳ

から

CCBS REQUEST
req.ind

ＣＣＢＳ要求－

要求－表示

ＦＥ３－

ＣＣＢＳ

へ

------------

CCBS REQUEST REJECT
req.ind

ＣＣＢＳ要求拒否－
要求－表示

FACILITY(CCBS-T-Request
return error)

ファシリティ（ＣＣＢＳ－Ｔ

－要求－ＲＥ）

------------

ＦＥ３－

ＣＣＢＳ

から

CCBS REQUEST resp.conf

ＣＣＢＳ要求－
応答－確認

FACILITY(CCBS-T-Request
return result)

ファシリティ（ＣＣＢＳ－Ｔ

－要求－ＲＲ）

------------

ＦＥ３－

ＣＣＢＳ

から

注－同等な機能が同じネットワークノードでＳＳ　Ｎｏ．７

（Ｎｏ．７信号方式）によって提供されるならば、  タイマ

Ｔ－ＣＣＢＳ６の機能はＤＳＳ１プロトコルによって提供さ

れる必要はない。

１０．１．２．１節 １０．１．３．１節

１０．１．２．１節 １０．１．２．２節

SET(NOW+60min.
T-CCBS6)

タイマＴ－ＣＣＢＳ６

（６０分）開始

注

ＴＴＣ注－タイマＴ－ＣＣＢＳ６の開始契機に関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告に明らかな誤りがあるため訂正し

た。
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ＣＣＢＳ－公衆網　プロセス（２／６）

ＣＣＢＳ－

私設網プロ

セスから

ＣＣＢＳ－

私設網プロ

セスから

ＣＣＢＳ－

私設網プロ

セスへ

ＣＣＢＳ－

私設網プロ

セスから

Idle

非活性

------------

SETUP
(CCBS-T-Call invoke)

呼設定（ＣＣＢＳ－Ｔ－呼

－Ｉｎｖ）

ＦＥ３－

ＣＣＢＳ

へ

CCBS AVAILABLE req.ind
ＣＣＢＳ利用可能－

要求－表示

CCBS CALL req.ind

ＣＣＢＳ呼－

要求－表示

------------

FACILITY(CCBS-T-Resume
invoke)

ファシリティ（ＣＣＢＳ－

Ｔ－再開－Ｉｎｖ）

CCBS RESUME req.ind

ＣＣＢＳ再開－

要求－表示

------------

ＦＥ３－

ＣＣＢＳ

へ

１０．１．６．１節 １０．１．６．２節

１０．１．４．１節 １０．１．５．１節

DISCONNECT(CCBS-T-
AVAILABLE invoke)

切断（ＣＣＢＳ－Ｔ－利

用可能－Ｉｎｖ）

ＦＥ３－

ＢＣから

FACILITY(CCBS-T-Suspend
invoke)

ファシリティ（ＣＣＢＳ－

Ｔ－中断－Ｉｎｖ）

CCBS SUSPEND req.ind

ＣＣＢＳ中断－

要求－表示

------------

ＦＥ３－

ＣＣＢＳ

へ
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ＣＣＢＳ－公衆網　プロセス（３／６）

ＣＣＢＳ－

私設網プロ

セスから

ＣＣＢＳ－

私設網プロ

セスから

ＣＣＢＳ－

私設網プロ

セスから

ＣＣＢＳ－

私設網プロ

セスへ

CCBS REQUEST req.ind

ＣＣＢＳ要求－

要求－表示

Idle

非活性

REGISTER(CCBS-T-Request
invoke)

登録（ＣＣＢＳ－Ｔ－要求－

Ｉｎｖ）

------------

ＦＥ２－

ＣＣＢＳ

から

FACILITY(CCBS-T-
RemoteUserFree invoke)

ファシリティ（ＣＣＢＳ－Ｔ－

リモートユーザ空き－Ｉｎｖ）

REMOTE USER FREE
req.ind

リモートユーザ空き－

要求－表示

ＦＥ２－

ＣＣＢＳ

へ

------------

注－同等な機能が同じネットワークノードでＳＳ　Ｎｏ．７

（Ｎｏ．７信号方式）によって提供されるならば、  タイマ

Ｔ－ＣＣＢＳ５の機能はＤＳＳ１プロトコルによって提供さ

れる必要はない。

１０．２．２．１節 １０．２．３．１節

１０．２．２．１節 １０．２．２．２節

FACILITY(CCBS-T-Request
return result)

ファシリティ（ＣＣＢＳ－

Ｔ－要求－ＲＲ）

CCBS REQUEST resp.conf
ＣＣＢＳ要求－

応答－確認

------------

ＦＥ２－

ＣＣＢＳ

へ

FACILITY(CCBS-T-Request
return error)

ファシリティ（ＣＣＢＳ－

Ｔ－要求－ＲＥ）

CCBS REQUEST REJECT
req.ind

ＣＣＢＳ要求拒否－

要求－表示

------------

ＦＥ２－

ＣＣＢＳ

へ

SET(NOW+60min.
T-CCBS5)

タイマＴ－ＣＣＢＳ５

（６０分）開始

注

ＴＴＣ注－タイマＴ－ＣＣＢＳ５の開始契機に関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告に明らかな誤りがあるため訂正し

た。
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ＪＴ－Ｑ９５３ － 98 －

ＣＣＢＳ－公衆網　プロセス（４／６）

ＣＣＢＳ－

私設網プロ

セスへ

ＣＣＢＳ－

私設網プロ

セスへ

ＣＣＢＳ－

私設網プロ

セスへ

Idle

非活性

------------

CCBS CALL req.ind
ＣＣＢＳ呼－

要求－表示

ＦＥ２－

ＣＣＢＳ

から

DISCONNECT(CCBS-T-Available
invoke)

切断（ＣＣＢＳ－Ｔ－利用

可能－Ｉｎｖ）

SETUP(CCBS-T-Call
invoke)

呼設定（ＣＣＢＳ－Ｔ－

呼－Ｉｎｖ）

------------

CCBS SUSPEND req.ind
ＣＣＢＳ中断－

要求－表示

FACILITY(CCBS-T-Suspend
invoke)

ファシリティ（ＣＣＢＳ－Ｔ

－中断－Ｉｎｖ）

------------

ＦＥ２－

ＣＣＢＳ

から

CCBS RESUME req.ind
ＣＣＢＳ再開－

要求－表示

FACILITY(CCBS-T-Resume
invoke)

ファシリティ（ＣＣＢＳ－Ｔ

－再開－Ｉｎｖ）

------------

ＦＥ２－

ＣＣＢＳ

から

１０．２．６．１節 １０．２．６．２節

１０．２．５．１節 １０．２．４．１節

CCBS AVAILABLE
req.ind

ＣＣＢＳ利用可能－

要求－表示

ＦＥ２－

ＢＣへ

ＣＣＢＳ－

私設網プロ

セスから
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－ 99 － ＪＴ－Ｑ９５３

ＣＣＢＳ－公衆網　プロセス（５／６）

ＣＣＢＳ－

私設網プロ

セスへ

ＣＣＢＳ－

私設網プロ

セスへ

ＣＣＢＳ－

私設網プロ

セスへ

ＣＣＢＳ－

私設網プロ

セスから

ＣＣＢＳ－

私設網プロ

セスから

ＣＣＢＳ－

私設網プロ

セスから

Idle

非活性１０章全般 １０．１．２．２節

REGISTER(any
component except
CCBS-T-Request

Invoke)

登録（ＣＣＢＳ－Ｔ－
要求－Ｉｎｖを除く
コンポーネント）

１０章全般

clear signalling
connection

シグナリングコネク
ションを切断復旧

signalling
association cleared

シグナリングアソシ
エーション切断復旧

FACILITY
 reject

ファシリティ
拒否

orig
or dest

発側または着側

orig
or dest

発側または着側

CCBS CANCEL
req.ind

ＣＣＢＳ取消－
要求－表示

RESET
(T-CCBS6)

タイマＴ―ＣＣＢＳ６
停止

---------- ----------

----------

----------

発側 着側 発側 着側

ＦＥ２－ＣＣＢＳ
または、
ＦＥ３－ＣＣＢＳ
から

ＦＥ３－
ＣＣＢＳ
へ

RESET
(T-CCBS5)

タイマＴ―ＣＣＢＳ５
停止

RESET
(T-CCBS6)

タイマＴ―ＣＣＢＳ６
停止

RESET
(T-CCBS5)

タイマＴ―ＣＣＢＳ５
停止

CCBS CANCEL
req.ind

ＣＣＢＳ取消－
要求－表示

----------

clear signalling
connection

シグナリングコネク
ションを切断復旧

CCBS CANCEL
req.ind

ＣＣＢＳ取消－
要求－表示

ＦＥ２－
ＣＣＢＳ
へ

clear signalling
connection

シグナリングコネク
ションを切断復旧
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ＪＴ－Ｑ９５３ － 100 －

ＣＣＢＳ－公衆網　プロセス（６／６）

ＣＣＢＳ－

私設網プロ

セスへ

Idle

非活性

１０．１．６．２節 １０．２．６．２節

---------- ----------

ＦＥ３－
ＣＣＢＳ
へ

CCBS CANCEL
req.ind

ＣＣＢＳ取消－
要求－表示

ＦＥ２－
ＣＣＢＳ
へ

CCBS CANCEL
req.ind

ＣＣＢＳ取消－
要求－表示

T-CCBS6

タイマＴ－ＣＣＢＳ６満了

T-CCBS5

タイマＴ－ＣＣＢＳ５満了

clear signalling
connection

シグナリングコネク
ションを切断復旧

clear signalling
connection

シグナリングコネク
ションを切断復旧

ＣＣＢＳ－

私設網プロ

セスへ
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付録Ⅰ　信号フロー図

　ＣＣＢＳにおけるいろいろな場合の信号フローを以下の図に示す。

－ 付図Ⅰ．１ － 通常動作；特定再呼び出し；ユーザＡ空き

－ 付図Ⅰ．２ － 通常動作；グローバル再呼び出し；少なくとも１つのユーザＡ空き

－ 付図Ⅰ．３ － 特定再呼び出し；ユーザＡビジー

－ 付図Ⅰ．４ － グローバル再呼び出し；ユーザＡビジー

－ 付図Ⅰ．５ － グローバル再呼び出し；ユーザＡ無応答

－ 付図Ⅰ．６ － 着信先Ｂが再度の網決定ユーザビジー（ＮＤＵＢ）；保持オプション使用なし

－ 付図Ⅰ．７ － 着信先Ｂが再度の網決定ユーザビジー（ＮＤＵＢ）；保持オプション使用

－ 付図Ⅰ．８ － タイマＴ－ＣＣＢＳ２満了

－ 付図Ⅰ．９ － タイマＴ－ＣＣＢＳ３満了

－ 付図Ⅰ．１０ － ＣＣＢＳ要求の拒否；無効な呼リンケージ識別子（CallLinkageID）

－ 付図Ⅰ．１１ － ＣＣＢＳ要求の拒否；ＣＣＢＳ活性化済み

－ 付図Ⅰ．１２ － ＣＣＢＳ呼要求の拒否；再呼び出し表示前のＣＣＢＳ要求

－ 付図Ⅰ．１３ － ＣＣＢＳ呼要求の拒否；選択可能Ｂチャネルなし

－ 付図Ⅰ．１４ － ＣＣＢＳ呼要求の拒否；ユーザＡが１つ以上のＣＣＢＳ呼要求

－ 付図Ⅰ．１５ － 「呼出」（ALERTING）または「応答」（CONNECT）メッセージ受信前のユーザＡ

　　　　　　　　　　によるＣＣＢＳ呼の切断復旧

－ 付図Ⅰ．１６ － ユーザＡによるＣＣＢＳ非活性化

－ 付図Ⅰ．１７ － 網によるＣＣＢＳ非活性化

－ 付図Ⅰ．１８ － ユーザＡによるＣＣＢＳ非活性化；ＣＣＢＳ呼確立が進行中

－ 付図Ⅰ．１９ － ユーザＡによる問い合わせ；一般的な問い合わせ

－ 付図Ⅰ．２０ － ユーザＡによる問い合わせ；特定の問い合わせ

－ 付図Ⅰ．２１ － 私設ＩＳＤＮからの発信（通常動作）

－ 付図Ⅰ．２２ － 私設ＩＳＤＮによる非活性化

－ 付図Ⅰ．２３ － 公衆ＩＳＤＮによる非活性化

－ 付図Ⅰ．２４ － 私設ＩＳＤＮからの発信；着信先Ｂが再度の網決定ユーザビジー（ＮＤＵＢ）；

 保持オプション使用

－ 付図Ⅰ．２５ － 私設ＩＳＤＮからの発信；着信先Ｂが再度の網決定ユーザビジー（ＮＤＵＢ）；

 保持オプション使用なし

－ 付図Ⅰ．２６ － 私設ＩＳＤＮからの発信；タイマＴ－ＣＣＢＳ６満了

－ 付図Ⅰ．２７ － 私設ＩＳＤＮからの発信；ユーザＡビジー



ＪＴ－Ｑ９５３ － 102 －

DISCONNECT(CR1; cause#17or#34,
 FIE<INV, InvID=P, OP=CallInfoRetain,
  ARG(callLinkageID=a)>)

ユーザＡ２ ユーザＡ１ 　網

FACILITY(DCR;
 FIE<INV, InvID=Q, OP=CCBSRequest,
  ARG(callLinkageID=a)>)

RELEASE(CR1)

RELEASE COMPLETE(CR1)

FACILITY(DCR;
 FIE<RR,InvID=Q,
  RES(recallMode=spec, cCBSReference=b)>)

FACILITY(DCR;
 FIE<INV,InvID=U, OP=EraseCallLinkageID,
  ARG(callLinkageID=a)>)

タイマＴ－ＲＥＴＥＮＴＩＯＮ

ユーザＢはビジーである

FACILITY(DCR;
 FIE<INV,InvID=T, OP=CCBSStatusRequest,
  ARG(recallMode=spec, cCBSReference=b, q931InfoElement)>)

FACILITY(DCR;
 FIE<RR,InvID=T, RES(free)>)

FACILITY(DCR;
 FIE<INV,InvID=R, OP=CCBSRemoteUserFree,

ARG(recallMode=spec, cCBSReference=b,
   addressOfB, q931InfoElement)>)

SETUP(CR2;
 FIE<INV,InvID=S,OP=CCBSCall,ARG(cCBSReference=b)>)

CALL PROCEEDING(CR2)

ALERTING(CR2)

FACILITY(DCR;
 FIE<INV,InvID=V, OP=CCBSErase,
  ARG(recallMode=spec, cCBSReference=b, addressOfB,
   q931InfoElement, eraseReason=normal-unspecified)>)

タイマＴ－ＣＣＢＳ１

停止

停止

停止

タイマＴ－ＣＣＢＳ３

タイマＴ－ＣＣＢＳ２

ユーザＢが空きになる

満了

～

～

～

～

～

～

～

～

ＴＴＣ注－信号フローで使われる略語の意味は次のとおりである｡

　　ＣＲ１、ＣＲ２、ＣＲ３、ＣＲ４　＝　呼番号

　　ＦＩＥ　＝　ファシリティ情報要素

　　ＩＮＶ　＝　インボークコンポーネント

　　　ＩｎｖＩＤ　＝　インボーク識別子

　　　ＯＰ　＝　オペレーション

　　　ＡＲＧ　＝　アーギュメント

　　　ＲＥＳ　＝　リザルト

　　　ＤＣＲ　＝　ダミー呼番号

　　　ＲＲ　＝　リターンリザルトコンポーネント

　　　ＲＥ　＝　リターンエラーコンポーネント

付図Ｉ．１／ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕　通常動作；特定再呼び出し；ユーザＡ空き

　　　　　　　　　（ITU-T Q.953.3）



－ 103 － ＪＴ－Ｑ９５３

DISCONNECT(CR1;cause#17or#34,
 FIE<INV,InvID=P, OP=CallInfoRetain,
  ARG(callLinkageID=a)>)

ユーザＡ２ ユーザＡ１
　網

FACILITY(DCR;
 FIE<INV,InvID=Q, OP=CCBSRequest,
  ARG(callLinkageID=a)>)

RELEASE（CR1）

RELEASE COMPLETE（CR1）

FACILITY(DCR;
 FIE<RR,InvID=Q,
  RES(recallMode=glob, cCBSReference=b)>)

FACILITY(DCR;
 FIE<INV,InvID=U, OP=EraseCallLinkageID,
  ARG(callLinkageID=a)>)

ユーザＢはビジーである

FACILITY(DCR;
 FIE<INV,InvID=T, OP=CCBSStatusRequest,
  ARG(recallMode=glob, cCBSReference=b, q931InfoElement)>)

FACILITY(DCR;
 FIE<RR,InvID=T, RES(busy)>)

FACILITY(DCR;
 FIE<INV,InvID=R, OP=CCBSRemoteUserFree,
  ARG(recallMode=glob, cCBSReference=b,
   addressOfB, q931InfoElement)>)

SETUP(CR2;
 FIE<INV,InvID=S, OP=CCBSCall, ARG(cCBSReference=b)>)

CALL PROCEEDING（CR2）

ALERTING（CR2）

FACILITY(DCR;
 FIE<INV,InvID=V, OP=CCBSErase,
  ARG(recallMode=glob, cCBSReference=b, addressOfB,
    q931InfoElement, eraseReason=normal-unspecified)>)

停止

停止

停止

タイマＴ－ＣＣＢＳ３

タイマＴ－ＣＣＢＳ２

ユーザＢが空きになる

FACILITY(DCR;
 FIE<RR,InvID=T, RES(free)>)

FACILITY(DCR;
 FIE<INV,InvID=O, OP=CCBSStopAlerting,
  ARG(cCBSReference=b)>)

タイマＴ－ＣＣＢＳ１

～

～

～

～

～

～

～

～

ＴＴＣ注－ＣＣＢＳ状態要求インボークコンポーネントに対し､リザルトを返すべきユーザの記述におい

て、ＩＴＵ－Ｔ勧告に明らかな誤りがあるため訂正した。

付図Ｉ．２／ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕　通常動作；グローバル再呼び出し；少なくとも１つのユーザＡ空き

　　　（ITU-T Q.953.3）



ＪＴ－Ｑ９５３ － 104 －

DISCONNECT(CR1;cause#17or#34,
FIE<INV, InvID=P, OP=CallInfoRetain, ARG(callLinkageID=a)>)

FACILITY(DCR;
FIE<INV, InvID=Q, OP=CCBSRequest, ARG(callLinkageID=a)>)

RELEASE(CR1)

RELEASE COMPLETE(CR1)

FACILITY(DCR;
FIE<RR, InvID=Q, RES(recallMode=spec, cCBSReference=b)>)

FACILITY(DCR;
FIE<INV, InvID=U, OP=EraseCallLinkageID,

ARG(callLinkageID=a)>)

FACILITY(DCR;
FIE<INV, InvID=T,

OP=CCBSStatusRequest,
ARG(recallMode=spec, cCBSReference=b, q931InfoElement)>)

FACILITY(DCR;FIE<RR, InvID=T, RES(busy)>)

FACILITY(DCR;
FIE<INV, InvID=R,

OP=CCBSBFree,
ARG(recallMode=spec, cCBSReference=b,

addressOfB, q931InfoElement)>)

ユーザＢは
ビジーである

タイマＴ－ＣＣＢＳ２

ユーザＢが空きになる

タイマＴ－ＣＣＢＳ１

停止

網ユーザＡ１

~~~~~~ ~~

ユーザＡ２

付図Ｉ．３／ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕　特定再呼び出し；ユーザＡビジー

　　　　　　　　　　　（ITU-T Q.953.3）



－ 105 － ＪＴ－Ｑ９５３

DISCONNECT(CR1;cause#17or#34,
FIE<INV, InvID=P, OP=CallInfoRetain, ARG(callLinkageID=a)>)

FACILITY(DCR;
FIE<INV, InvID=Q, OP=CCBSRequest, ARG(callLinkageID=a)>)

RELEASE(CR1)

RELEASE COMPLETE(CR1)

FACILITY(DCR;
FIE<RR, InvID=Q, RES(recallMode=glob, cCBSReference=b)>)

FACILITY(DCR;
FIE<INV, InvID=U, OP=EraseCallLinkageID,

ARG(callLinkageID=a)>)

FACILITY(DCR;
FIE<INV, InvID=T,

OP=CCBSStatusRequest,
ARG(recallMode=glob, cCBSReference=b, q931InfoElement)>)

FACILITY(DCR;FIE<RR, InvID=T, RES(busy)>)

FACILITY(DCR;
FIE<INV, InvID=R,

OP=CCBSBFree,
ARG(recallMode=glob, cCBSReference=b,

addressOfB, q931InfoElement)>)

ユーザＢは
ビジーである

タイマＴ－ＣＣＢＳ２

ユーザＢが空きになる

タイマＴ－ＣＣＢＳ１

満了

ユーザＡ２ 網ユーザＡ１

FACILITY(DCR;FIE<RR, InvID=T, RES(busy)>)

~~ ~~ ~~ ~~

付図Ｉ．４／ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕　グローバル再呼び出し；ユーザＡビジー

　　　　　　　　　（ITU-T Q.953.3）



ＪＴ－Ｑ９５３ － 106 －

ユーザＡ２ ユーザＡ１ 網

DISCONNECT(CR1; cause#17or#34,
  FIE<INV, InvID=P, OP=CallInfoRetain, ARG(callLinkageID=a)>) ユーザＢは

ビジーである

FACILITY(DCR;
  FIE<INV, InvID=Q, OP=CCBSRequest, ARG(callLinkageID=a)>)

RELEASE(CR1)

RELEASE COMPLETE(CR1)

FACILITY(DCR;
  FIE<RR, InvID=Q, RES(recallMode=glob, cCBSReference=b)>)

FACILITY(DCR;
  FIE<INV, InvID=U, OP=EraseCallLinkageID,

タイマ

Ｔ－ＣＣＢＳ１

タイマ

Ｔ－ＣＣＢＳ２

      ARG(callLinkageID=a)>)

≈ ≈ ≈ ≈

FACILITY(DCR;
  FIE<INV, InvID=T,
      OP=CCBSStatusRequest,
      ARG(recallMode=glob, cCBSReference=b, q931InfoElement)>) ユーザＢが

空きになる

FACILITY(DCR;
  FIE<INV, InvID=V,
      OP=CCBSErase,
      ARG(recallMode=glob, cCBSReference=b, addressOfB,
          q931InfoElement, eraseReason= normal-unspecified)>)

停止 満了

付図Ｉ．５／ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕　グローバル再呼び出し；ユーザＡ無応答

　　　　　　　　　　（ITU-T Q.953.3）



－ 107 － ＪＴ－Ｑ９５３

ユーザＡ２ ユーザＡ１ 網

ユーザＢが

空きになる

ユーザＢは

ビジーである

RELEASE(CR1)

RELEASE COMPLETE(CR1)

タイマ

Ｔ－ＣＣＢＳ３

タイマ

Ｔ－ＣＣＢＳ１

タイマ

Ｔ－ＣＣＢＳ２

≈ ≈ ≈ ≈

FACILITY(DCR; FIE<RR, InvID=T, RES(free)>)

停止

停止

停止

ユーザＢは

再びビジー

であるCALL PROCEEDING(CR2)

RELEASE(CR2)

RELEASE COMPLETE(CR2)

DISCONNECT(CR1; cause#17or#34,
  FIE<INV, InvID=P, OP=CallInfoRetain, ARG(callLinkageID=a)>)

FACILITY(DCR;
  FIE<INV, InvID=Q, OP=CCBSRequest, ARG(callLinkageID=a)>)

FACILITY(DCR;
  FIE<RR, InvID=Q, RES(recallMode=spec, cCBSReference=b)>)

FACILITY(DCR;
  FIE<INV, InvID=U, OP=EraseCallLinkageID,
      ARG(callLinkageID=a)>)

FACILITY(DCR;
  FIE<INV, InvID=T,
      OP=CCBSStatusRequest,
      ARG(recallMode=spec, cCBSReference=b, q931InfoElement)>)

SETUP(CR2;
  FIE<INV, InvID=S, OP=CCBSCall, ARG(cCBSReference=b)>)

FACILITY(DCR;
  FIE<INV, InvID=R,
     =CCBSRemoteUserFree,
      ARG(recallMode=spec, cCBSReference=b,
           addressOfB, q931InfoElement)>)

DISCONNECT(CR2; cause#17or#34,
FIE<INV, InvID=O, OP=CallInfoRetain, ARG(callLinkageID=c)>)

FACILITY(DCR;
  FIE<INV, InvID=V,
      OP=CCBSErase,
      ARG(recallMode=spec, cCBSReference=b, addressOfB,
      q931InfoElement, eraseReason= basic-call-failure)>)

付図Ｉ．６／ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕　着信先Ｂが再度の網決定ユーザビジー（ＮＤＵＢ）；

　　　　　　（ITU-T Q.953.3）　　　　　　 保持オプション使用なし



ＪＴ－Ｑ９５３ － 108 －

DISCONNECT (CR1; cause#17or#34,
 FIE<INV, InvID=P, OP=CallInfoRetain, ARG(callLinkageID=a)>)

ユーザＡ２ ユーザＡ１ 　網

FACILITY (DCR;
 FIE<INV, InvID=Q, OP=CCBSRequest, ARG(callLinkageID=a)>)

RELEASE (CR1)

RELEASE COMPLETE (CR1)

FACILITY (DCR;
 FIE<RR, InvID=Q, RES(recallMode=spec, cCBSReference=b)>)

FACILITY (DCR;
 FIE<INV, InvID=U, OP=EraseCallLinkageID,
    ARG(callLinkageID=a)>)

ユーザＢはビジー
である

FACILITY (DCR;
 FIE<INV, InvID=T, OP=CCBSStatusRequest,
  ARG(recallMode=spec, cCBSReference=b, q931InfoElement)>)

FACILITY (DCR;
 FIE<RR, InvID=T, RES(free)>)

FACILITY (DCR;
 FIE<INV, InvID=R, OP=CCBSRemoteUserFree,
     ARG(recallMode=spec, cCBSReference=b, addressOfB,
     q931InfoElement)>)

SETUP (CR2;
 FIE<INV, InvID=S, OP=CCBSCall, ARG(cCBSReference=b)>)

CALL PROCEEDING (CR2)

DISCONNECT (CR2)

FACILITY (DCR;
 FIE<INV, InvID=T, OP=CCBSStatusRequest,
   ARG(recallMode=spec, cCBSReference=b, q931InfoElement)>)

タイマ
Ｔ－ＣＣＢＳ１

停止

停止

停止

タイマ
Ｔ－ＣＣＢＳ３

タイマ
Ｔ－ＣＣＢＳ１

ユーザＢが空
きになる

RELEASE COMPLETE (CR2)

RELEASE (CR2)

FACILITY (DCR;
 FIE<RR, InvID=T, RES(free)>)

FACILITY (DCR;
 FIE<INV, InvID=R, OP=CCBSRemoteUserFree,
     ARG(recallMode=spec, cCBSReference=b, addressOfB,
     q931InfoElement)>)

SETUP (CR2;
 FIE<INV, InvID=S, OP=CCBSCall, ARG(cCBSReference=b)>）

タイマ
Ｔ－ＣＣＢＳ３

ユーザＢが再度ビ
ジーになる停止

タイマ
Ｔ－ＣＣＢＳ２

ユーザＢが空
きになる

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～
～

～

～

～

付図Ｉ．７／ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕　着信先Ｂが再度の網決定ユーザビジー（ＮＤＵＢ）；

　　　　　　（ITU-T Q.953.3）　　　　　　 保持オプション使用



－ 109 － ＪＴ－Ｑ９５３

DISCONNECT (CR1; cause#17or#34,
 FIE<INV, InvID=P, OP=CallInfoRetain, ARG(callLinkageID=a)>)

ユーザＡ２ ユーザＡ１ 　網

FACILITY (DCR;
 FIE<INV, InvID=Q, OP=CCBSRequest, ARG(callLinkageID=a)>)

RELEASE (CR1)

RELEASE COMPLETE (CR1)

FACILITY (DCR;
 FIE<RR, InvID=Q, RES(recallMode=spec, cCBSReference=b)>)

FACILITY (DCR;
 FIE<INV, InvID=U, OP=EraseCallLinkageID,
    ARG(callLinkageID=a)>)

ユーザＢはビジー
である

FACILITY (DCR;
 FIE<INV, InvID=V
   OP=CCBSErase,
   ARG(recallMode=spec, cCBSReference=b, addressOfB,
     q931InfoElement, eraseReason=t-CCBS2-timeout)>)

タイマ
Ｔ－ＣＣＢＳ２

満了

～

～
～

～

～

～

付図Ｉ．８／ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕　タイマＴ－ＣＣＢＳ２満了

　　　　　　　　　　　　　（ITU-T Q.953.3）



ＪＴ－Ｑ９５３ － 110 －

網ユーザＡ１

ユーザＢは
ビジーである

ユーザＢが
空きになる

タイマ
Ｔ－ＣＣＢＳ１

停止

満了停止

タイマ
Ｔ－ＣＣＢＳ２

タイマ
Ｔ－ＣＣＢＳ３

ユーザＡ２

DISCONNECT(CR1;cause#17or#34,
 FIE<INV, InvID=P, OP=CallInfoRetain, ARG(callLinkageID=a)>)

FACILITY(DCR;
 FIE<INV, InvID=Q, OP=CCBSRequest, ARG(callLinkageID=a)>)

FACILITY(DCR;
 FIE<INV, InvID=U, OP=EraseCallLinkageID,
   ARG(callLinkageID=a)>)

FACILITY(DCR;
 FIE<INV, InvID=T,
   OP=CCBSStatusRequest,
   ARG(recallMode=spec, cCBSReference=b, q931InfoElement)>)

FACILITY(DCR;
 FIE<INV, InvID=R,
   OP=CCBSRemoteUserFree,
   ARG(recallMode=spec, cCBSReference=b,
    addressOfB, q931InfoElement)>)

FACILITY(DCR;
 FIE<RR, InvID=Q, RES(recallMode=spec, cCBSReference=b)>)

FACILITY(DCR;
 FIE<RR, InvID=T, RES(free)>)

RELEASE(CR1)

RELEASE COMPLETE(CR1)

～～～～

～～～～～～

FACILITY(DCR;
 FIE<INV, InvID=V,
   OP=CCBSErase,
   ARG(recallMode=spec, cCBSReference=b, addressOfB,
    q931InfoElement, eraseReason=t-CCBS3-timeout)>)

～～～～

～～ ～～

付図Ｉ．９／ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕　タイマＴ－ＣＣＢＳ３満了

　　　　　　　　　　　　　（ITU-T Q.953.3）



－ 111 － ＪＴ－Ｑ９５３

網ユーザＡ１ユーザＡ２

ユーザＢは
ビジーである

DISCONNECT(CR1;cause#17or#34,
 FIE<INV, InvID=P, OP=CallInfoRetain, ARG(callLinkageID=a)>)

FACILITY(DCR;
 FIE<INV, InvID=Q, OP=CCBSRequest, ARG(callLinkageID=b)>)

FACILITY(DCR;FIE<RE, InvID=Q, invalidCallLinkageID>)

RELEASE(CR1)

RELEASE COMPLETE(CR1)

付図Ｉ．１０／ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕　ＣＣＢＳ要求の拒否；無効な呼リンケージ識別子

　　　　（ITU-T Q.953.3）　　　　　　（CallLinkageID）



ＪＴ－Ｑ９５３ － 112 －

DISCONNECT(CR1; cause#17or#34,
  FIE<INV, InvID=P, OP=CallInfoRetain, ARG(callLinkageID=a)>)

FACILITY(DCR;
  FIE<INV, InvID=Q, OP=CCBSRequest, ARG(callLinkageID=a)>)

RELEASE(CR1)

RELEASE COMPLETE(CR1)

FACILITY(DCR;
  FIE<RR, InvID=Q, RES(recallMode=spec, cCBSReference=b)>)

FACILITY(DCR;

タイマ

Ｔ－ＣＣＢＳ２

  FIE<INV, InvID=R, OP=CCBSRequest, ARG(callLinkageID=a)>)

FACILITY(DCR; FIE<RE, InvID=R, cCBSIsAlreadyActivated>)

ユーザＡ２ユーザＡ１
網

ユーザＢは

ビジーである

付図Ｉ．１１／ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕　ＣＣＢＳ要求の拒否；ＣＣＢＳ活性化済み

　　　　　　　　　　（ITU-T Q.953.3）



－ 113 － ＪＴ－Ｑ９５３

DISCONNECT(CR1; cause#17or#34,
  FIE<INV, InvID=P, OP=CallInfoRetain, ARG(callLinkageID=a)>)

FACILITY(DCR;
  FIE<INV, InvID=Q, OP=CCBSRequest, ARG(callLinkageID=a)>)

RELEASE(CR1)

RELEASE COMPLETE(CR1)

FACILITY(DCR;
  FIE<RR, InvID=Q, RES(recallMode=spec, cCBSReference=b)>)

FACILITY(DCR;
  FIE<INV, InvID=U, OP=EraseCallLinkageID,
      ARG(callLinkageID=a)
>)

≈ ≈ ≈ ≈

SETUP(CR2;
  FIE<INV, InvID=S, OP=CCBSCall, ARG(cCBSReference=b)>)

RELEASE COMPLETE(CR2; FIE<RE, InvID=S, notReadyForCall>)

ユーザＡ２ユーザＡ１ 網

ユーザＢは

ビジーである

タイマ

Ｔ－ＣＣＢＳ２

付図Ｉ．１２／ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕　ＣＣＢＳ呼要求の拒否；再呼び出し表示前のＣＣＢＳ要求

　　　　　　（ITU-T Q.953.3）



ＪＴ－Ｑ９５３ － 114 －

網

ユーザＢはビジー
である

ユーザＢが空き
になる

タイマＴ－ＣＣＢＳ１

停止

タイマＴ－ＣＣＢＳ２

タイマＴ－ＣＣＢＳ３

停止

ユーザＡ１ユーザＡ２

DISCONNCT(CR1; cause#17or#34,
FIE<INV, InvID=P, OP=CallInfoRetain, ARG(callLinkageID=a)>)

FACILITY(DCR;
FIE<INV, InvID=Q, OP=CCBSRequest, ARG(callLinkageID=a)>)

FACILITY(DCR;
FIE<RR, InvID=T, RES(free)>)

SETUP(CR2;
FIE<INV, InvID=S, OP=CCBSCall, ARG(cCBSReference=b)>)

FACILITY(DCR;
 FIE<RR, InvID=Q, RES(recallMode=spec, cCBSReference=b)>)

FACILITY(DCR;
 FIE<INV, InvID=U, OP=EraseCallLinkageID,
   ARG(callLinkageID=a)>)

FACILITY(DCR;
 FIE<INV, InvID=T,
  OP=CCBSStatusRequest,
  ARG(recallMode= spec, cCBSReference=b, q931InfoElement)>)

FACILITY(DCR;
 FIE<INV, InvID=R,
  OP=CCBSRemoteUserFree,
  ARG(recallMode= spec, cCBSReference=b,
    addressOfB, q931InfoElement)>)

RELEASE(CR1)

RELEASE COMPLETE(CR1)

RELEASE COMPLETE(CR2; cause#34)

～

～

～

～

～

～
～

～

付図Ｉ．１３／ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕　ＣＣＢＳ呼要求の拒否；選択可能Ｂチャネルなし

　　　　　　　　（ITU-T Q.953.3）
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網

ユーザＢはビジー
である

タイマＴ－ＣＣＢＳ２

タイマＴ－ＣＣＢＳ３

ユーザＢが空き
になる

停止

タイマＴ－ＣＣＢＳ１

停止

ユーザＡ１

停止

ユーザＡ２

DISCONNECT(CR1; cause#17or#34,
FIE<INV, InvID=P, OP=CallInfoRetain, ARG(callLinkageID=a)>)

FACILITY(DCR;
FIE<INV, InvID=Q, OP=CCBSRequest, ARG(callLinkageID=a)>)

SETUP(CR2;
FIE<INV, InvID=S, OP=CCBSCall, ARG(cCBSReference=b)>)

SETUP(CR3;
FIE<INV, InvID=U, OP=CCBSCall, ARG(cCBSReference=b)>)

RELEASE COMPLETE (CR3;
FIE<RE, InvID=U, alreadyAccepted>)

FACILITY(DCR; FIE<RR, InvID=T, RES(busy)>)

ALERTING(CR2)

FACILITY(DCR;
 FIE<RR, InvID=Q, RES(recallMode=glob, cCBSReference=b)>)

FACILITY(DCR; FIE<RR, InvID=T, RES(free)>)

FACILITY(DCR;
 FIE<INV, InvID=U, OP=EraseCallLinkageID,
 ARG(callLinkageID=a)>)

FACILITY(DCR;
 FIE<INV,InvID=V,
   OP=CCBSErase,

 ARG(recallMode= spec, cCBSReference=b, addressOfB,
   q931InfoElement, eraseReason=normal-unspecified)>)

RELEASE(CR1)

RELEASE COMPLETE(CR1)

CALL PROCEEDING(CR2)

FACILITY(DCR;
 FIE<INV, InvID=T,
  OP=CCBSStatusRequest,
  ARG(recallMode= spec, cCBSReference=b, q931InfoElement)>)

FACILITY(DCR;
 FIE<INV,InvID=R,
  OP=CCBSRemoteUserFree,
  ARG(recallMode= glob, cCBSReference=b,
    addressOfB, q931InfoElement)>)

～

～

～

～

～

～
～

～

ＴＴＣ注－ＣＣＢＳ状態要求インボークコンポーネントに対してリザルトを返すべきユーザの記述におい

てＩＴＵ－Ｔ勧告に明らかな誤りがあるため訂正した。

ＴＴＣ注－２つめ以降のユーザからの「呼設定」（SETUP）メッセージに対する網からの解放要求に関し

てＩＴＵ－Ｔ勧告に明らかな誤りがあるため訂正した。

付図Ｉ．１４／ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕　ＣＣＢＳ呼要求の拒否；ユーザＡが１つ以上のＣＣＢＳ呼要求

　　　　　（ITU-T Q.953.3）
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ユーザＡ１ 網

DISCONNECT(CR1;cause#17or#34,
FIE<INV, InvID=P, OP=CallInfoRetain, ARG(callLinkageID=a)>)

FACILITY(DCR;
FIE<INV, InvID=Q, OP=CCBSRequest, ARG(callLinkageID=a)>)

RELEASE(CR1)

RELEASE COMPLETE(CR1)

FACILITY(DCR;FIE<RR, InvID=T, RES(free)>)

SETUP(CR2;
FIE<INV, InvID=S, OP=CCBSCall, ARG(cCBSReference=b)>)

CALL PROCEEDING(CR2)

DISCONNECT(CR2)

RELEASE(CR2)

RELEASE COMPLETE(CR2)

FACILITY(DCR;
FIE<RR, InvID=Q, RES(recallMode=spec, cCBSReference=b)>)

FACILITY(DCR;
FIE<INV, InvID=U, OP=EraseCallLinkageID,

ARG(callLinkageID=a)>)

FACILITY(DCR;
FIE<INV, InvID=T,

OP=CCBSStatusRequest,
ARG(recallMode=spec, cCBSReference=b, q931InfoElement)>)

FACILITY(DCR;
FIE<INV,InvID=R,

OP=CCBSRemoteUserFree,
ARG(recallMode=spec, cCBSReference=b,

addressOfB, q931InfoElement)>)

FACILITY(DCR;
FIE<INV, InvID=V,

OP=CCBSErase,
ARG(recallMode=spec, cCBSReference=b, addressOfB,

q931InfoElement, eraseReason=normal-unspecified)>)

ユーザＢは
ビジーである

ユーザＢが
空きになる

停止

停止

停止

タイマ
Ｔ－ＣＣＢＳ１

タイマ
Ｔ－ＣＣＢＳ２

タイマ
Ｔ－ＣＣＢＳ３

ユーザＡ２

～
～

～
～

～
～

～
～

付図Ｉ．１５／ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕 「呼出」（ALERTING）または「応答」（CONNECT）メッセージ

　　　　（ITU-T Q.953.3）　　　　　　 受信前のユーザＡによるＣＣＢＳ呼の切断復旧
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タイマ
Ｔ－ＣＣＢＳ３

ユーザＡ１

停止（もし、継続
中であれば）

網

FACILITY(DCR;
FIE<INV, InvID=R, OP=CCBSDeactivate,

ARG(cCBSReference=a)>)

FACILITY(DCR;FIE<RR, InvID=R)>)

FACILITY(DCR;
FIE<INV, InvID=S,

OP=CCBSErase,
ARG(recallMode, cCBSReference=a, addressOfB,

q931InfoElement, eraseReason=normal-unspecified)>)

ユーザＡ２

タイマ
Ｔ－ＣＣＢＳ２

付図Ｉ．１６／ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕　ユーザＡによるＣＣＢＳ非活性化

　　　　　　　　　　　　（ITU-T Q.953.3）

網ユーザＡ１ユーザＡ２

FACILITY(DCR;
  FIE<INV, InvID=R,
      OP=CCBSErase,
      ARG(recallMode,cCBSReference,addressOfB,
         q931InfoElement,eraseReason)>)

タイマ
Ｔ－ＣＣＢＳ３

タイマ
Ｔ－ＣＣＢＳ２

停止（もし、継続
中であれば）

付図Ｉ．１７／ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕　網によるＣＣＢＳ非活性化

　　　　　　　　　　　　　　（ITU-T Q.953.3）
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ユーザＢが
空きになる

タイマ
Ｔ－ＣＣＢＳ１

網ユーザＡ１

ユーザＢはビジー
である

ユーザＡ２

停止

DISCONNECT(CR1;cause#17or#34,
  FIE<INV, InvID=P, OP=CallInfoRetain, ARG(callLinkageID=a)>)

FACILITY(DCR;
  FIE<INV, InvID=Q, OP=CCBSRequest, ARG(callLinkageID=a)>)

FACILITY(DCR;
  FIE<INV, InvID=U,
      OP=EraseCallLinkageID, ARG(callLinkageID=a)>)

FACILITY(DCR;
  FIE<RR, InvID=Q, RES(recallMode=spec, cCBSReference=b)>)

タイマ
Ｔ－ＣＣＢＳ３

FACILITY(DCR;
  FIE<INV, InvID=T,
      OP=CCBSStatusRequest,
      ARG(recallMode=spec, cCBSReference=b, q931InfoElement)>)

RELEASE(CR1)

FACILITY(DCR; FIE<RR, InvID=T, RES(free)>)

FACILITY(DCR;
  FIE<INV, InvID=R,
      OP=CCBSRemoteUserFree,
      ARG(recallMode=spec, cCBSReference=b,
          addressOfB, q931InfoElement)>)

RELEASE COMPLETE(CR1)

～～～～

FACILITY(DCR;
  FIE<INV, InvID=S,
      OP=CCBSErase,
      ARG(recallMode, cCBSReference=a, addressOfB,
         q931InfoElement, eraseReason= normal-unspecified)>)

～～～～

SETUP(CR2;
  FIE<INV, InvID=S, OP=CCBSCall,ARG(cCBSReference=b)>)

停止CALL PROCEEDING(CR2)

FACILITY(DCR;
  FIE<INV, InvID=R, OP=CCBSDeactivate,
           ARG(cCBSReference=a)>)

FACILITY(DCR; FIE<RR; InvID=R)>)

停止ALERTING(CR2)

タイマ
Ｔ－ＣＣＢＳ２

付図Ｉ．１８／ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕　ユーザＡによるＣＣＢＳ非活性化；ＣＣＢＳ呼確立が進行中

　　　　　（ITU-T Q.953.3）
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網ユーザＡ２ ユーザＡ１

FACILITY(DCR;
 FIE<RR, InvID=P,
   RES(recallMode, cCBSReference,
       addressOfB, q931InfoElement)>)

FACILITY(DCR;
 FIE<INV, InvID=P,
OP=CCBSInterrogate)>)

付図Ｉ．１９／ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕　　ユーザＡによる問い合わせ；一般的な問い合わせ

　　　　　　　　（ITU-T Q.953.3）

FACILITY(DCR;
 FIE<RR, InvID=P,
   RES(recallMode,
       cCBSReference=a,
       addressOfB,
       q931InfoElement)>)

網ユーザＡ２ ユーザＡ１

FACILITY(DCR;
 FIE<INV, InvID=P,
     OP=CCBSInterrogate,
     ARG(cCBSReference=a)>)

付図Ｉ．２０／ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕　ユーザＡによる問い合わせ；特定の問い合わせ

　　　　　　　　（ITU-T Q.953.3）
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停止

公衆網

ユーザＢは
ビジーである

ユーザＢが
空きになる

タイマ
Ｔ－ＣＣＢＳ６

私設網

DISCONNECT(CR1;cause#17or#34,
 FIE<INV, InvID=P, OP=CCBS-T-Available)>)

FACILITY(CR2;
 FIE<RR, InvID=Q, RES(retentionSupported)>)

FACILITY(CR2;
 FIE<INV, InvID=S, OP=CCBS-T-RemoteUserFree)>)

CALL PROCEEDING(CR3)

REGISTER(CR2;
FIE<INV,InvID=Q,
  OP=CCBS-T-Request,
  ARG(destinationAddress, q931InfoElement,
      retentionSupported,
presentationAllowed)>)

SETUP(CR3;
 FIE<INV, InvID=R, OP=CCBS-T-Call)>)

RELEASE(CR1)

RELEASE COMPLETE(CR1)

RELEASE COMPLETE(CR2)

～～

ALERTING(CR3)

～～～～

付図Ｉ．２１／ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕　私設ＩＳＤＮからの発信（通常動作）

　　　　　　　　　　　（ITU-T Q.953.3）
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公衆網私設網

タイマ
Ｔ-ＣＣＢＳ６

REGISTER(CR2;
FIE<INV, InvID=Q,
  OP=CCBS-T-Request,
  ARG(destinationAddress,
       q931InfoElement,
       retentionSupported,
       presentationAllowed)>)

FACILITY(CR2;
FIE<RR, InvID=Q, RES(retentionSupported)>)

RELEASE COMPLETE(CR2)

停止

付図Ｉ．２２／ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕　私設ＩＳＤＮによる非活性化

　　　　　　　　　　　　（ITU-T Q.953.3）
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公衆網

タイマ
Ｔ-ＣＣＢＳ６

REGISTER(CR2;
FIE<INV, InvID=Q,
  OP=CCBS-T-Request,
  ARG(destinationAddress,
       q931InfoElement,
       retentionSupported,
       presentationAllowed)>)

FACILITY(CR2;
FIE<RR, InvID=Q, RES(retentionSupported)>)

RELEASE COMPLETE(CR2)

停止

私設網

付図Ｉ．２３／ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕　公衆ＩＳＤＮによる非活性化

　　　　　　　　　　　　（ITU-T Q.953.3）
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公衆網

ユーザＢは
ビジーである

ユーザＢが
空きになる

タイマ
Ｔ－ＣＣＢＳ６

私設網

DISCONNECT(CR1;cause#17or#34,
 FIE<INV, InvID=P, OP=CCBS-T-Available)>)

FACILITY(CR2;
 FIE<RR, InvID=Q, RES(retentionSupported=TRUE)>)

FACILITY(CR2;
 FIE<INV, InvID=S, OP=CCBS-T-RemoteUserFree)>)

CALL PROCEEDING(CR3)

REGISTER(CR2;
FIE<INV,InvID=Q,
  OP=CCBS-T-Request,
  ARG(destinationAddress, q931InfoElement,
      retentionSupported=TRUE, presentationAllowed)>)

SETUP(CR3;
 FIE<INV, InvID=R, OP=CCBS-T-Call)>)

RELEASE(CR1)

RELEASE COMPLETE(CR1)

～～

RELEASE (CR3)

～～～～

DISCONNECT(CR3;cause#17or#34)

RELEASE COMPLETE(CR3)

停止

FACILITY(CR2;
 FIE<INV, InvID=T, OP=CCBS-T-RemoteUserFree)>)

CALL PROCEEDING(CR4)

SETUP(CR4;
 FIE<INV, InvID=U, OP=CCBS-T-Call)>)

RELEASE COMPLETE(CR2)

ALERTING(CR4)

ユーザＢが
空きになる

ユーザＢが
再度ビジー
である

～～ ～～～～

付図Ｉ．２４／ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕　私設ＩＳＤＮからの発信；着信先Ｂが再度の網決定ユーザビ

　　　　　（ITU-T Q.953.3）　　　　　　 ジー（ＮＤＵＢ）；保持オプション使用
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DISCONNECT(CR1;cause#17or#34,
FIE<INV, InvID=P, OP=CCBS-T-Available)>)

FACILITY(CR2;
FIE<RR, InvID=Q, RES(retentionSupported=FALSE)>)

RELEASE(CR1)

RELEASE COMPLETE(CR1)

DISCONNECT(CR3;cause#17or#34
FIE<INV, InvID=P, OP=CCBS-T-Available)>)

ユーザＢはビジーである

タイマＴ－ＣＣＢＳ６

ユーザＢが空きになる

停止

公衆網私設網

~~~~ ~~

REGISTER(CR2;
FIE<INV, InvID=Q,
 OP=CCBS-T-Request,
 ARG(destinationAddress,
   q931InfoElement,
   retentionSupported=FALSE,
   presentationAllowed)>)

FACILITY(CR2;
FIE<INV, InvID=S,  OP=CCBS-T-RemoteUserFree )>)

SETUP(CR3;
FIE<INV, InvID=R,  OP=CCBS-T-Call )>)

ユーザＢは再度ビジー
である

RELEASE COMPLETE(CR2)

CALL PROCEEDING(CR3)

付図Ｉ．２５／ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕　私設ＩＳＤＮからの発信；着信先Ｂが再度の網決定ユーザビ

　　　　　（ITU-T Q.953.3）　　　　　　 ジー（ＮＤＵＢ）；保持オプション使用なし
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RELEASE(CR1)

RELEASE COMPLETE(CR1)

ユーザＢはビジーである

タイマＴ－ＣＣＢＳ６

満了

私設網 公衆網

~~ ~~ ~~

DISCONNECT(CR1;cause#17or#34,
FIE<INV, InvID=P, OP=CCBS-T-Available)>)

FACILITY(CR2;
FIE<RR, InvID=Q, RES(retentionSupported)>)

REGISTER(CR2;
FIE<INV, InvID=Q,
 OP=CCBS-T-Request,
 ARG(destinationAddress,
   q931InfoElement
,   retentionSupported,
   presentationAllowed)>)

RELEASE COMPLETE(CR2)

付図Ｉ．２６／ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕　私設ＩＳＤＮからの発信；タイマＴ－ＣＣＢＳ６満了

　　　　　　　（ITU-T Q.953.3）
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私設網 公衆網

DISCONNECT(CR1; cause#17or#34
 FIE<INV, InvID=P, OP=CCBS-T-Available)>)

RELEASE(CR1)

RELEASE COMPLETE(CR1)

REGISTER(CR2;
 FIE<INV, InvID=Q,

OP=CCBS-T-Request,
ARG(destinationAddress,
     q931InfoElement,
     retentionSupported,
     presentationAllowed)>)

FACILITY(CR2;
 FIE<RR, InvID=Q, RES(retentionSupported)>)

FACILITY(CR2;
 FIE<INV, InvID=S, OP=CCBS-T-RemoteUserFree)>)

FACILITY(CR2;
 FIE<INV, InvID=R, OP=CCBS-T-Suspend)>)

FACILITY(CR2;
 FIE<INV, InvID=T, OP=CCBS-T-Resume)>)

SETUP(CR3;
 FIE<INV, InvID=V, OP=CCBS-T-Call)>)

FACILITY(CR2;
 FIE<INV, InvID=U, OP=CCBS-T-RemoteUserFree)>)

CALL PROCEEDING(CR3)

ALERTING(CR3)

RELEASE COMPLETE(CR2)

ユーザＢは
ビジーである

ユーザＢが
空きになる

タイマ
Ｔ－ＣＣＢＳ６

停止

ユーザＡが
空きになる

ユーザＡは
ビジーである

ユーザＢが
空きになる

 ～ ～

 ～ ～

 ～ ～  ～ ～

 ～ ～

 ～ ～

 ～ ～

 ～ ～

 ～ ～

ＴＴＣ注－ＣＣＢＳ－Ｔ－中断のコンポーネント種別およびインボーク識別子に関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告

に明らかな誤りがあるため訂正した。

付図Ｉ．２７／ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕　私設ＩＳＤＮからの発信；ユーザＡビジー

　　　　　　　　　（ITU-T Q.953.3）
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ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕標準ＴＴＣ用語対照表 （１／５）

英語 ＴＴＣ標準用語

a network determined user busy condition 網決定ユーザビジー状態

Abstract syntax notation one 抽象構文記法１

Activation of CCBS ＣＣＢＳの活性化

AddressOfB ユーザＢのアドレス

AlreadyAccepted 受付け済み

Any reason except busy ビジー以外の理由

Argument アーギュメント

B-channel reservation Ｂチャネル予約

Basic call information 基本呼情報

Basic-call-failure 基本呼失敗

Busy ビジー

Busy destination 着信先ビジー

Busy/free status ビジー／空き状態

Call clearing message 呼切断復旧メッセージ

Call diversion 呼転送

Call establishment information 呼確立情報

Call failure reason 呼失敗理由

Call information retention procedure 呼情報保持手順

CallFailureReasonNotBusy ビジー以外の理由による呼失敗

CallInfoRetain invoke component 呼情報保持インボークコンポーネント

CallLinkageID 呼リンケージ識別子

CCBS Activated ＣＣＢＳ活性

CCBS available indication ＣＣＢＳ利用可能表示

CCBS Await Processing ＣＣＢＳ処理待ち

CCBS Await Status ＣＣＢＳ状態応答待ち

CCBS busy ＣＣＢＳビジー

CCBS call ＣＣＢＳ呼

CCBS call establishment ＣＣＢＳ呼確立

CCBS Call Init ＣＣＢＳ呼開始

CCBS Check A ＣＣＢＳＡ確認

CCBS Deactivation Requested ＣＣＢＳ非活性化要求中

CCBS Free ＣＣＢＳ空き

CCBS Idle ＣＣＢＳ非活性

CCBS Interrogation Requested ＣＣＢＳ問い合わせ要求中

CCBS processing ＣＣＢＳ処理

CCBS recall ＣＣＢＳ再呼び出し
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ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕標準ＴＴＣ用語対照表 （２／５）

英語 ＴＴＣ標準用語

CCBS request ＣＣＢＳ要求

CCBS request retention ＣＣＢＳ要求保持

CCBS Requested ＣＣＢＳ要求中

CCBS supplementary service request ＣＣＢＳ付加サービス要求

CCBS Suspended ＣＣＢＳ中断

CCBS Wait T_CCBS4 ＣＣＢＳタイマＴ－ＣＣＢＳ４待ち

CCBS-related invoke component ＣＣＢＳ関連のインボークコンポーネント

CCBS-T-Available ＣＣＢＳ－Ｔ－利用可能

CCBS-T-Available invoke component ＣＣＢＳ－Ｔ－利用可能インボークコンポーネント

CCBS-T-Call ＣＣＢＳ－Ｔ－呼

CCBS-T-RemoteUserFree invoke component ＣＣＢＳ－Ｔ－リモートユーザ空きインボークコンポ

ーネント

CCBS-T-Request ＣＣＢＳ－Ｔ－要求

CCBS-T-Request invoke component ＣＣＢＳ－Ｔ－要求インボークコンポーネント

CCBS-T-Request return error component ＣＣＢＳ－Ｔ－要求リターンエラーコンポーネント

CCBS-T-Request return result component ＣＣＢＳ－Ｔ－要求リターンリザルトコンポーネント

CCBS-T-Resume ＣＣＢＳ－Ｔ－再開

CCBS-T-Suspend ＣＣＢＳ－Ｔ－中断

CCBSBFree invoke component ＣＣＢＳユーザＢ空きインボークコンポーネント

CCBSDeactivate invoke component ＣＣＢＳ非活性化インボークコンポーネント

CCBSDeactivate return result component ＣＣＢＳ非活性化リターンリザルトコンポーネント

CCBSEraseReason ＣＣＢＳ削除理由

CCBSInterrogate invoke component ＣＣＢＳ問い合わせインボークコンポーネント

CCBSInterrogate return result component ＣＣＢＳ問い合わせリターンリザルトコンポーネント

CCBSIsAlreadyActivated ＣＣＢＳ活性化済み

CCBSReference ＣＣＢＳ番号

CCBSRemoteUserFree ＣＣＢＳリモートユーザ空き

CCBSRequest return result component ＣＣＢＳ要求リターンリザルトコンポーネント

CCBSStatusRequest invoke component ＣＣＢＳ状態要求インボークコンポーネント

CCBSStatusRequest return result component ＣＣＢＳ状態要求リターンリザルトコンポーネント

CCBSStopAlerting ＣＣＢＳ呼び出し停止

Channels busy condition チャネルビジー状態

Clear 切断復旧

Clearing message 切断復旧メッセージ

Compatibility checking 整合性の検証

Completion of calls to busy subscriber 話中時再呼び出し
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ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕標準ＴＴＣ用語対照表 （３／５）

英語 ＴＴＣ標準用語

Completion of calls to busy subscribers (CCBS) 話中時再呼び出し（ＣＣＢＳ）

Component type コンポーネントタイプ

CUGCall ＣＵＧ呼

Deactivation 非活性化

destination B 着信先Ｂ

destination T reference point 着側Ｔ参照点

DestinationAddress 着信先アドレス

digital subscriber signalling system No.1 ディジタル加入者線信号方式ＮＯ．１

dummy call reference ダミー呼番号

en bloc basic call procedures 一括発呼基本呼手順

EraseCallLinkageID invoke component 呼リンケージ識別子削除インボークコンポーネント

existing service 既存サービス

facility rejected ファシリティ拒否

FALSE 偽

formal definition 形式定義

Free 空き

GlobalRecall グローバル再呼び出し

identical basic call 同一基本呼

incoming call 着呼

incoming CCBS queue 着信ＣＣＢＳキュー

InvalidCallLinkageID 無効な呼リンケージ識別子

InvalidCCBSReference 無効なＣＣＢＳ呼番号

InvalidOrUnregisteredCUGIndex 存在しないＣＵＧインデックス

invoke component インボークコンポーネント

invoke identifier インボーク識別子

LongTermDenial 長期間の拒否

network provider option 網提供者オプション

network-provided 網提供

Non-CCBS network 非ＣＣＢＳ網

Normal-unspecified 正常、不特定

NotReadyForCall 呼受付け準備未完了

Original call 元の呼

Original call attempt 元の呼の試み

Originating T reference point 発側Ｔ参照点

Outgoing CCBS queue 発呼用ＣＣＢＳキュー

OutgoingCCBSQueueFull 発呼用ＣＣＢＳキューフル
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ＪＴ－Ｑ９５３〔Ⅲ〕標準ＴＴＣ用語対照表 （４／５）

英語 ＴＴＣ標準用語

PartyNumberOfA ユーザＡのアドレス情報

Q931InfoElement ＪＴ－Ｑ９３１情報要素

Queue congestion キューの輻輳

RecallMode 再呼び出しモード

Reject component リジェクトコンポーネント

Remote user リモートユーザ

Remote user free indication リモートユーザ空き表示

Remote user's network リモートユーザ網

Remote user's network interface リモートユーザ網インタフェース

Retention option 保持オプション

RetentionSupported 保持サポート有無

Return error component リターンエラーコンポーネント

Return result component リターンリザルトコンポーネント

Served user サービス対象ユーザ

ShortTermDenial 短期間の拒否

Signalling association シグナリングアソシエーション

Special arrangement 特別契約

Specific  recall 特定再呼び出し

SpecificRecall 特定再呼び出し

SubAddressOfA ユーザＡのサブアドレス

Supplementary service interaction 付加サービス相互作用

SupplementaryServiceInteractionNotAllowed 相互作用の許されない付加サービス

TRUE 真

User A monitoring procedure ユーザＡ監視手順

User busy 着ユーザビジー

User-provided information ユーザ提供情報

UserNotSubscribed ユーザ未契約

Waiting call コールウェイティング呼
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